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　ある夜、王子さまは、隣りん国ごくの王女さまにキスをして、こう言いました。

「言葉が信じられないというのなら、俺がキスした意味を考えろ」

　王女さまは昔、誕生のお祝いに、「その瞳ひとみを見た者すべてから愛される」という祝福の魔ま法ほうをかけられています。

　しかし、どういうわけだか王子さまにその魔法は効きません。ですから王子さまが王女さまにキスをした意味が、王女さまには理解出来ませんでした。

　国に帰っても、王女さまは考え続けます。ご飯を食べていても、ペットの子こ虎とらと遊んでいても、大好きな裁さい縫ほうをしていても、朝起きてから夜眠ねむるまで……いえ、時には夢の中でさえも、ずっと頭の中から王子さまの言葉が離はなれないのです。

　考えて、悩なやんで、頭を抱かかえても……

「わかんない……っ！」

　フェリシア王女は、ベルホルト王子の言葉に、ずっと頭を悩ませておりました。
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　エーデルシュタイン城の廊ろう下かに、リリィはてちてちと小さな足音を響ひびかせる。蜂はち蜜みつ色に黒の縞しま模も様ようの身体からだは軽快に走り、揺ゆれるしっぽには、今日は緑のリボンが結ばれている。

　リリィはこのエーデルシュタイン王国の王女、フェリシア＝エーデルシュタインの飼い子虎だ。とは言っても本物の虎というわけではなく、フェリシアの従兄いとこであり従者、アロイスに、フェリシアを守るために作られた使い魔だった。大好きなフェリシアを守るためなら成せい獣じゆうの姿で戦うこともできるが、普ふ段だんは小さな子虎の姿でいる。

　リリィは自身が優ゆう秀しゆうな従者だと自負している。今もフェリシアへの手紙を届ける最中なのだ。

　フェリシアの部屋の前に到とう着ちやくすると、リリィはドアノブに飛びつき、小さな身体で器用にドアを開け、大好きなフェリシアの部屋にするりと入り込んだ。




「ぴゃ！」

　自分を呼ぶ聞き慣れた鳴き声に、フェリシアはドレスのデザインを描かく手を止めた。

　フェリシアが空色の瞳で足元を見ると、緩ゆるくウェーブのかかった柔やわらかく長い髪かみが一ひと房ふさ、肩かたからすべり落ちる。大きな丸い目を瞬まばたかせると、髪と同じ淡あわい金色の睫まつげが揺れる。色白の肌はだとまだ少女らしさの残る顔は普段はベールに隠かくれているが、美しく整っている。しかし眉まゆは自信のなさからか、常に眉まゆ尻じりが下がっていた。

　足元にはリリィがちょこんと座り、前足で床ゆかをてしてしと叩たたいていた。

「どうしたの、リリィ……それ、私に？」

　リリィが叩いているのは正確には床ではなく、その上にある手紙だった。リリィは「持ってきてあげた」とその目で伝えてくる。フェリシアは手紙を拾い、リリィを抱だき上げた。

「ありがとう、リリィ。持ってきてくれたのね。いいこいいこ」

　リリィの喉のどを撫なでると、ごろごろと喉を鳴らし、フェリシアに甘えるように頰ほおに頭をすり寄せる。リリィの仕草に微笑ほほえみながら、フェリシアは差出人に期待しつつ手紙に目を落とした。

「ベル王子から……っ！」

　思わず声が上ずってしまった自分に、フェリシアは赤くなる。

　差出人は隣国、ディアマント王国の王子、ベルホルト＝ディアマントからだった。

　フェリシアはこの春、ベルホルトに「ディアマントの国民に生きる楽しみを与あたえたい。そのためにディアマントの祭典をよりよくする協力をして欲しい」と、ディアマントに招かれた。多少強ごう引いんに誘さそわれ訪問することになったのだが、その中でフェリシアはベルホルトと交流を持ち、彼の理想とする国を作る姿や、強引だが優やさしい彼を好ましく思っていた。

（それに……）

　かあっと熱くなった頰を押さえると、リリィも真ま似ねをするように肉球をフェリシアの頰に押し当ててきた。ぷにっとした冷たい感かん触しよくが気持ちよく、リリィにくすりと笑いかける。

「ベル王子ね、よくお手紙をくださるの。私なんかに、勿もつ体たいないぐらいよね……」

（どうして、私なんかに……）

　フェリシアがそう考えた直後、頭の中でベルホルトの声が響く。

　──俺がキスした意味を考えろ。

　以前ディアマントでの祭典の後、フェリシアはベルホルトにキスをされ、そう言われた。

　その声を思い出し、フェリシアはまだ封ふうをしたままの手紙で、口元を隠す。あの日、ベルホルトが触ふれてきた唇くちびるの柔らかさを思い出して、フェリシアはまた顔を真っ赤にした。

（考えたけど……わからないんです、ベル王子）

　フェリシアは窓まど際ぎわのソファに腰こし掛かけ、リリィを膝ひざに乗せたまま封を開ける。手紙をもらうのは初めてではないのに、いつも読み終わるまで心臓がドキドキして、顔の熱さがなかなか直らなくなる。しかしそれが嫌いやではなくて、来た手紙を読み返すこともあった。

　彼の字は筆圧が強く、少し角張っている。しかしとても読みやすい綺き麗れいな文字が、簡潔な言葉でフェリシアに伝えたいことを紡つむいでいる。彼らしい字に、フェリシアは手紙を読む度に顔を綻ほころばせてしまう。

　ベルホルトと、彼の側近達やディアマントで交流した人々の近きん況きよう。

　ベルホルトの父、ディアマント現国王は病に伏ふせっている。エーデルシュタインで開発された薬で、効き目がありそうなものを医師に相談してフェリシアが送ったところ、効果があり、回復してきていることとその礼。

　そしてこれからベルホルトがしようとしていることが書かれていた。

　手紙を読み終わると、フェリシアは目を瞠みはっていた。そこでノックの音が響く。

「フェリ、入るぞ。リリィはこっち来たか？」

　部屋に入ってきたのは、従者のアロイス＝シュメックだった。従兄でもある彼は、フェリシアと同じ淡い金色の髪と空色の瞳を持っている。彼は国一番の美男子と噂うわさされる美形であり、彼もそれを最大限利用し、あらゆる方面で才能を見せる、フェリシアも内心自じ慢まんの兄だった。

「手紙、読んだんだな」

「うん、お礼がしたいから来て欲しいって書いてあった。……それ、アロイスにも手紙？」

　アロイスの持つ手紙に気付き、フェリシアは首を傾かしげる。アロイスとベルホルトは、顔を合わせるとなぜだか妙みように険悪な空気になるのだが、彼らもやりとりをしていたのだろうか。

「こっちはイグナーツから、フォローの手紙だ。ま、あいつらもお前に会いたいらしいが」

　ベルホルトの側近は男女二人いて、イグナーツはその一人だ。もう一人、ルディという女性がいる。二人とも、フェリシアにはよくしてくれた。会いたいと言ってくれるのは嬉うれしい。

　アロイスが手紙を見下ろし、綺麗な顔を歪ゆがませて舌打ちしていた。

「やり口があくどいんだよ、あの王子は。お前を絶対に来させるつもりで計画立ててるぞ」

「ベル王子は少し強引だけど、あくどいことなんてしない人よ？　どうしてそう思うの？」

「迎むかえの人間でお前を釣つるつもりだ、絶対。まぁ、それはいい。──で、どうする気だ？」

　人見知りのフェリシアにとって迎えの人間が誰だれなのかは大きな問題なのだが、アロイスの真しん剣けんな表情に話を戻もどせず、その問いかけに答えるしかなくなった。答えは決まっている。

「行こうと、思って──」

「そうか……わかった、俺から丁てい重ちように断っておいてやる」

「行く！　行くって言ったの！　行かないなんて言ってないー！」

　くるりと反転し、部屋を出ようとするアロイスの上着をフェリシアは慌あわててひっつかむ。アロイスはまたも舌打ちした。不ふ機き嫌げんそうな彼を見上げ、フェリシアは恐おそる恐る尋たずねる。

「アロイスは、そんなにベル王子が嫌きらいなの……？」

「ああ、気に入らないね。心の底から」

　有う無むを言わさぬ圧を持ってきっぱりと言い切った後、アロイスもフェリシアを見下ろす。

「俺が行かないって言ったらどうする？」

「……私に、楽しんで欲しいって、言ってくださってるの。アロイスが来てくれないと、きっと楽しくないと思う。だから、一いつ緒しよに来て欲しい……」

　フェリシアの言葉に、不機嫌そうだったアロイスは一度瞠どう目もくしてから、諦あきらめたように目を伏せた。そしてフェリシアに向き直ってぺしっと音を立てて額を叩いた。

「アホ。危なっかしい世間知らずのアホ王女を一人で他国に行かせるわけないだろ」

　足元でリリィがアロイスに向かって「びゃ！」と不機嫌な声で鳴いた。

「もちろん、リリィも一緒に行こうね」

　フェリシアが抱き上げると、リリィは途と端たんに上機嫌になって喉を鳴らした。
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　ベルホルトにディアマントへ向かう旨むねを記した手紙を送り、迎えの者がやってくる日になった。準備は出来ているが、フェリシアの不安は尽つきなかった。

（結局迎えが誰なのか、アロイス、教えてくれないし！　初対面の人だったらどうしよう！）

　フェリシアは以前よりは少しずつ人と会うようになった。しかしこれまでひきこもっていたフェリシアの人見知りがそう簡単に直るはずもなく、すでにガチガチに緊きん張ちようしていた。

　そしてもう一つ──ベルホルトに会うことを楽しみにする反面、懸け念ねんもあった。

（ベル王子に会ったら、あの時のキスの意味を問われるのかしら……？　どうしよう、これだけずっと考えてて、わからないのに……もし訊きかれたら、私はどう答えたら……）

　答えられない、わからないと答えたら、がっかりされるだろうか。それは悲しい。

「フェリシアさま。ご旅行の準備の確かく認にんを……」

「あっ、はい！　今行きます！」

　ぼんやりと考え事をしていたフェリシアは肩を震ふるわせ、振ふり返る。二人の女性の使用人は、フェリシアが近づいて行くと、こちらを見たまま固まっていた。

「どうか、しましたか？」

　使用人達は、フェリシアの問いかけにハッとして、頰を赤らめた。

「いえ、やはりフェリシアさまは、ベール越ごしでも神こう々ごうしく、お美しい方だと思いまして」

（え？　でも私、今、ちゃんとベール着けて……）

　フェリシアはベールを被かぶっていることを確認してから、恐る恐る顔を上げる。正面からフェリシアを見た彼女達は、目め眩まいを催もよおしたようにくらりと身体からだを傾かたむけた。

「ああ！　申し訳ありません、ですがベールから透すけて見えるお顔を見るだけで、私……！」

「これからしばらく城におられないなんて、何だか私、涙なみだが出てきました……」

　フェリシアは生まれた時、国中の魔ま法ほう使つかいから祝福の魔法を受けた。それはフェリシアの瞳ひとみを見た者はみな、フェリシアを愛するという魔法だ。フェリシアが愛されるのは、祝福の魔法のおかげ──そう気付いて以来、フェリシアは人の好意を素す直なおに信じられなくなり、ひきこもるようになってしまったのだ。

　祝福の力の影えい響きようを受けないのは、フェリシアの両親と、アロイス、そしてこれから向かうディアマントの王子、ベルホルトだけだった。両親とアロイスは血けつ縁えんだから効かないのだろうとアロイスは言うが、ベルホルトだけは理由が未いまだにわからない。

　フェリシアは忘れ物をしたと言ってその場から立ち去り、アロイスの部屋に駆かけ込んで、事情を説明した。アロイスはフェリシアのベールを捲めくってみるが、何ともないようだ。

「今までこのベールで何ともなかったよな？　てことは……力が強くなってるのか？」

「そんな、どうして……⁉　どうしよう。もう、迎えの方も来られるのに……っ！」

「落ち着け。光の加減で瞳が見えてしまっただけかもしれないだろ。厚手のベールを持っていけ。こういうのは、心が不安定だと力も不安定になるもんだ。気をしっかり持て。いいな？」

　少々自信はないが、フェリシアは頷うなずき、急いでベールを取りに行こうとした。その時。

「フェリシアさま、アロイスさま。ディアマントから使者が参りました」

　扉とびらの向こうから使用人の声がした。窓から城門を見れば、それらしい一団が到とう着ちやくしている。

「フェリ、どうする？」

　フェリシアの不安を見み越こして、アロイスはそう尋ねた。力が強くなっているとなると、不便も多い。しかし──

「……いつも以上に気をつける。だから、アロイスも力を貸して」

　何か言われるかと思ったが、アロイスは笑ってフェリシアの頭を撫なでて答えてくれた。




　ディアマントからの迎えの使者が誰なのかという問題は、フェリシアにとっては大きな心配の種だった。しかし、目を引くその華はなやかな姿を見て、フェリシアの不安は吹ふき飛んだ。

「フェリ、久しぶり！」

　迎えの使者はベルホルトの側近の一人、ルディ＝ローゼンクランツだった。アロイスと同じかそれ以上の長身瘦そう軀くに、きりりとした目元と綺き麗れいな顔の造形。真っ直すぐな赤あか髪がみを一つにまとめたその姿は凜り々りしい。女性達が騒さわいでいるが、彼女は歴れつきとした女性だ。ルディはフェリシアより三つ上の二十歳はたち。年も近い彼女は、身分を超こえた友達になってくれた。

「よかったです、迎えの方がルディさんで！　知らない方だったらどうしようかと……！」

「私もフェリに早く会いたくて、迎えに来たんだよ」

「ルディさん……！」

　フェリシアの手をとって微笑ほほえむルディに、フェリシアの視界が滲にじむ。そんな二人を見て、アロイスが顔を覆おおってため息を吐ついた。

「やっぱり、あの王子、お前でフェリを釣ろうとしてるんだろ。この人タラシめ」

「人聞き悪いなぁ。大だい丈じよう夫ぶだよ、私好きな人いるから、口説いたりはしないって。あはは」

「そういう意味じゃ──」

　ルディがさらりと言った言葉に、フェリシアとアロイスは目を瞠り、同時に口を開いた。

「「好きな人⁉」」

「おお、息ぴったり。ていうか、あれ？　私、言ったことなかったっけ？」

　首を傾げるルディをアロイスがじっと見て、少し間を置いてから尋ねた。

「……男か？　女か？」

「あはは、やっぱそこ気になるよね。相手は男だよ。……すっごく、可愛かわいい奴やつだけどね」

　そう言ったルディの笑えみは、いつもの快活な笑顔ではなく、優やさしく柔やわらかく、フェリシアも見とれてしまった。ルディをこんな笑顔にする人がどんな人なのか、気になった。そして。

（それって、どういう感覚なのかしら……）

　人を好きだと──愛するという感情は、どういうものなのだろう。両親やアロイス、友人であるルディや、よくしてくれたイグナーツを好きだと思う感情とは違ちがうのだろうか。

　ベルホルトに対して、尊敬や憧あこがれの気持ちはある。ひきこもっていたフェリシアに、自分の可能性を知るチャンスを与あたえてくれた。恩人──であることは確かだが、どこか違う気がする。

　──俺がキスした意味を考えろ。

（やっぱり、わかりません……ベル王子）

　会えば、わかるだろうか。わからないと言って、がっかりされないだろうか。それでも会いに行きたいと思うこの気持ちは、何なのだろう。




　フェリシアを溺でき愛あいする父を母とともに何とか宥なだめ、フェリシア達を乗せたディアマント行きの馬車は出発し、三日間の行程を無事に経へて、ディアマント王国へ入国した。

　王都に入ると、ディアマント城の城じよう壁へきが見えてくる。戦いくさが続いたこの国の城は、未だ要よう塞さいらしさを色いろ濃こく残す堅けん牢ろうな城だ。先祖と建築家が趣しゆ味みを詰つめ込み、美しいが機能性は全くないエーデルシュタイン城とは真逆の城だった。

　揺ゆれていた馬車がゆっくりと速度を落とし、止まった。

　馬車のドアを開けると、まだよく見えないが、出で迎むかえの人間が複数いるようで、ざわざわと話し声が聞こえる。フェリシアはその声に緊張した。ルディが馬車の扉を開けて先に降りると、その声はさらに大きくなった。フェリシアは深呼吸して、馬車を降りる覚かく悟ごを決める。

　先に降りたルディが振り返り、手を差し出す。

「段差、気をつけて。手、貸さなくて平気？」

「はい、大丈夫です。裾すそを上げないと、引っかかってしまうので……」

　ドレスの裾を両手で摘つまみ上げ、慎しん重ちように馬車の階段を下りる。一段目を下り、二段目を下りようとした時。ドレスの丈たけにばかり気を取られ、爪つま先さきがほんのわずかな段差に引っかかり、フェリシアの身体は傾いて、馬車から飛び出した。

「えっ……⁉」

　フェリシアは思わず目を閉じる。その直前、前方に誰だれかが立ったのがわかった。その人物が倒たおれたフェリシアの身体を正面から、抱だきしめる形で受け止めてくれた。

　見ず知らずの人に抱きついてしまったかも知れないと思うと、目を開けるのが怖こわい。

（ど、どうしよう⁉──でも、何だか私、この人を知ってる気が……）

　抱きついてしまった申し訳なさと恥はずかしさ、そして妙みような安心感を覚えていると、ルディの呆あきれた声が聞こえてきた。

「お前さ……反応速すぎ。引くわ」

「お前が遅おそいんだ」

　耳の傍そばで聞こえた声に、フェリシアはパッと目を開けた。

　フェリシアは自分を抱き留とめる身体の肩かたに手を置いて、その人物の顔を見ようとした。広く、しっかりした肩。濃こい茶ちや髪ぱつの側頭部が見える。傍で聞こえた声が誰のものなのか、わかっていたが理解が追いつかない。なぜ。どうして。あなたが。

　フェリシアが身動きしたのを感じてか、彼はフェリシアの身体を下ろした。深い緑の両目が、フェリシアを見つめてくる。

「ベル、王子……っ」

　フェリシアを抱き留めたのはディアマント王国の王子、ベルホルト＝ディアマントだった。

　ベルホルトを至近距きよ離りで認識したその時。フェリシアの脳のう裏りには彼からの口付けが鮮せん明めいに思い出される。深緑の瞳が自分の姿だけを映し、柔らかな唇くちびるが触ふれた瞬しゆん間かん、感じたことのない幸福感が胸に広がった。そして。

　──俺がキスした意味を考えろ。

　キスした後に言われた、その言葉。

（ど、どうしてこんな時に思い出すの……！）

　エーデルシュタインに帰ってからも、その言葉が頭から離はなれず、ずっと考えていた。しかしどれだけ考えても、わからない。フェリシアがもう一度ディアマントに来た理由の一つは、ベルホルトに会って、あの言葉の答えが知りたいからだった。

「おい、大丈夫か？」

　ベルホルトが心配の言葉をかけてきて、フェリシアは今の状態に気付く。まだ腕うではベルホルトに触れたままだ。顔に熱が集中し、フェリシアはパニックになりながら謝罪の言葉を叫さけぶ。

「ご、ごめんなさい、すみません、申し訳ありませんんんんんっ！」

「落ち着け。……相変わらずだな、フェリ」

　ベルホルトは明かりが灯ともるようにフェリシアに微笑み、優しく名を呼んでくれた。

（どうして……？　何だか、すごく、嬉うれしい……っ）

　顔に熱が集まるのは、恥ずかしいだけではなかった。フェリシアが思っていた以上に、ベルホルトとの再会は嬉しかった。さらに、傍にいたルディよりも早く駆けつけてしっかりと抱かかえてくれたことが、さらにフェリシアの鼓こ動どうを高鳴らせていた。

　フェリシアは一度息を吸って落ち着いてから、ベルホルトをベール越ごしに見つめた。鼓動は収まらないまま、フェリシアは嬉しさで上ずる声を出した。

「ありがとうございました、ベル王子。……久しぶりにお会い出来て、嬉しいです」

　ベルホルトはフェリシアの言葉を聞いた途と端たん、真顔になった。彼は何かを言いたげに口を開いたが、我に返ったように瞠どう目もくし、静かに言った。

「……ああ。俺もだ」

　その声は柔らかかったが、そう言った時、すでにベルホルトはフェリシアから顔を逸そらしていた。その眉み間けんには、わずかに皺しわが寄っている。

（何だか、そっけない、ような？　私、何かしてしまった……？）

　胸に、針で刺さしたようなわずかな痛みを覚える。

　しかしフェリシアの胸の痛みは、ベルホルトが再び微笑を向けてきてくれたことで霧む散さんする。

「よく来てくれた。歓かん迎げいする」

（よかった。怒おこっていらっしゃるわけではないみたい）

　フェリシアがホッと胸を撫なで下ろし、口を開こうとすると、不意にフェリシアの肩にアロイスの手が置かれた。すでに馬車から降りていた彼は、ベルホルトを見ていた。

「……うちの大事な王女を助けてくださって、どうもありがとうございます」

　アロイスは薄うすい笑顔と刺とげ々とげしい声で、ベルホルトに感謝を告げる。アロイスの肩に乗っていたリリィはフェリシアの腕に飛び移り、ベルホルトに「びゃー！」と威い嚇かくの声を上げた。

　ベルホルトは苦い笑みを浮うかべ、アロイスとリリィを見た。

「……お前達も相変わらず、元気そうで何よりだ」

「おかげさまで」

　ベルホルトとアロイスの間に、剣けん吞のんな空気が流れたが、二人はすぐに顔を逸らした。その間から、榛はしばみ色の瞳ひとみに眼鏡を掛かけた茶髪の男性の笑顔が現れた。目め尻じりの垂れた目は冷静さをたたえているが、彼はフェリシアに向けて優しい声を掛けてきた。

「フェリシア王女、お待ちしておりました」

「イグナーツさん！　お元気でしたか？」

　フェリシアがそう言うと、ぴしりと背を伸のばしたイグナーツは完かん璧ぺきな礼をした。

「もちろんです。あなたは、殿でん下かの理想とする新しい祭典の形を作った立て役者。言わば救世主。神の使い……そう、天使と言っても過言ではありません」

　何だか熱の入り始めたイグナーツの言葉に、フェリシアはぽかんと口を開ける。

「え……？　ど、どうされたのですかイグナーツさん⁉　以前はもっと冷静な……っ」

「？　私は冷静ですが……？」

　フェリシアが混乱する前で、イグナーツは確かに冷静な目をしている。それが余計にフェリシアを混乱させた。フェリシアはハッとしてアロイスを振ふり返って囁ささやく。

「ねえアロイス、イグナーツさんのこれって、祝福の力の……」

「いや、馬車で一いつ緒しよだったルディが平気だったんだ。まだお前との距離もあるイグナーツに影えい響きようしてはいないだろ。……素面しらふでこれってのもどうかと思うが」

　アロイスがそう言った後、ベルホルトがイグナーツの肩を摑つかんだ。

「イグナーツ。フェリの前でそれはやめろと言っただろう。──フェリ。面めん倒どう臭くさいが、まぁ、これがこいつの愛情表現だと思って流してくれ」

「め、面倒臭いとは何ですか殿下！　私は常に真剣です！」

　ベルホルトは一度片手で顔を覆おおったが、フェリシアに苦く笑しようを向ける。とりあえず、イグナーツはフェリシアを待ちわびていてくれたことはわかった。驚おどろいたが、嬉しい。

「それに、フェリシア王女をお待ちしていたのは私だけではありませんよ」

　イグナーツはそう言って、ベルホルト達の背後を手で指し示す。

「皆みな、フェリシア王女をお待ちしておりました」

「皆……？」

　イグナーツが指し示した方向を見ると、城の使用人や衛兵、騎き士し、恐おそらく城下の人々までがずらりと並んでいた。フェリシアの名前が入った旗を掲かかげている者までいる。

　フェリシアは思わずリリィを抱き締しめ、アロイスの後ろに隠かくれてしまった。

「何ですか、これは。うちのひきこもり王女には少々ハードルが高いんですが」

　アロイスがそう言うと、ベルホルトは一度人々を振り返ってから答えた。

「あの祭典以来、この国ではどこもお前の話題で持ちきりだ。フェリの考えや衣い装しようが、この国ではとても新しん鮮せんに映ってな。噂うわさが噂を呼んで、一つの流行になっている」

（私が……流行……？）

　ベルホルトの言葉に何も言えず、フェリシアはぽかんと口を開けてしまった。

「あの者達はお前が来ることを楽しみに待っていたんだ。……その気持ちは、俺にもよくわかるからな。そう無下には出来なかった」

（それは……ベル王子も、私のことを待っていてくれたということ……？）

　その事実があるだけで、何だか勇気が湧わいた。大勢の人の前も、通れる気がする。

「わ、わかりました。私、あそこを通っていきます……っ！」

「……言ったからには、途と中ちゆうで気失うなよ？」

　アロイスの現実味のある言葉に、フェリシアは少し、いやかなり不安になる。さっき馬車でつまずいた時も、緊きん張ちようしたせいで転んだのだ。また転んだら情けないなんてものじゃない。

　フェリシアの視線はベルホルトに向く。彼がフェリシアを見たところでフェリシアは慌あわてて目を逸らし、視線の合ったルディを見上げた。

「ルディさん！　また転びそうなので、手を貸していただいてもいいですか……⁉」

「もっちろん。喜んで」

　ルディはフェリシアに微笑ほほえんでから、ベルホルトとアロイスに勝ち誇ほこったようにニヤッと笑う。フェリシアが二人を見上げると、同じようなしかめっ面つらでルディを睨にらんでいた。しかしベルホルトはフェリシアの視線に気付き、「行くぞ」と歩き出した。その後にイグナーツが続く。アロイスはフェリシアの後だから、次はフェリシアとルディだ。ルディが手を引き、歩き出す前に彼女はフェリシアの耳元に囁いた。

「次に手を繫つなぎたいと思った時は、触ふれたいと思った相手に、素す直なおに頼たのんでいいからね」

「えっ……」

　ルディは顔を離すと、フェリシアの手を引いて、微笑みながら「行こ」と自分が先んじて歩き出す。フェリシアも一歩を踏ふみ出した。前方にはこちらを振り返ったベルホルトがいた。

（私が、触れたいと思った相手……）

　何も考えずに動いたら、きっと選んだのはルディではなかった。その相手は、恐らく──

　前を行くベルホルトの、白い手て袋ぶくろに目が行く。

「フェリシア王女！　ベールを被かぶった姿もお美しい！」

「こっちを向いてくださいフェリシア王女！」

　至る所から名前を呼ばれ、フェリシアは思案をやめて周りを見る。人々が徐じよ々じよにフェリシアの方へ詰つめ寄ってくる。その度たびに衛兵達が制止する声が上がる。

「おい、それ以上前には出るな！」

　フェリシアが内心びくびくしながら歩き続けていると、大人に押され、小さな女の子がフェリシアのすぐ傍そばで転んだ。声を掛けようとしたが、後ろの大人達がさらに詰め寄ってきて、女の子が踏まれそうになる。それを見て、フェリシアは声を上げた。

「あの！　詰め寄られると、みなさんのお身体からだが危ないですから。ゆっくり、下がってください」

『はい！』

　フェリシアのその一言に、彼らはすぐに距きよ離りを取った。転んだ女の子も起き上がり、輝かがやく瞳でフェリシアを見つめていた。安あん堵どしたフェリシアの耳に、さらに大きな歓かん声せいが聞こえてくる。

「私達の身を案じてくださるとは、なんとお優やさしい！」

「その美しさと慈じ愛あいの心……まるで天使のようです……っ！」

（これは……祝福の力の影響じゃないのかしら……？）

　熱のこもった歓声に、フェリシアの心臓がどくんと不安に揺ゆれた。

「この距離じゃ、お前の瞳は見えない。今のこの状じよう況きようは、祝福の力のせいじゃないからな」

　アロイスが背後からそっと、そう囁いてきた。フェリシアが振り返ったが、アロイスは従者然として目を伏ふせている。そしてさっさと歩けと言いたげに、前を見た。

　アロイスに頷うなずくと、先を行くベルホルトが立ち止まって待っていてくれた。安堵の中で、フェリシアは足を進め、扉とびらの前までやってくる。集まった人々を振り返って頭を下げてから、歓喜の声の中、フェリシアはディアマント城に足を踏み入れた。

　扉が閉まると、フェリシアはその場にへたり込んだ。肩かたで大きく息をするフェリシアの前に、ベルホルトが膝ひざを突ついた。

「皆喜んでいたぞ。行き過ぎないよう注意はするが、あいつらの好意には慣れてくれるとありがたい。それに、彼らを気き遣づかってくれたことにも礼を言う」

　困ったように笑うベルホルトを見つめ、フェリシアはゆっくりと首を横に振った。

「いいえ、ありがたいのは、私の方です。こんなにたくさんの方に、待っていただいていたなんて……嬉うれしい、です」

　戸と惑まどいがないと言えば噓うそになる。しかしこのあたたかな気持ちは確かだった。フェリシアはベールの下ではあったが、ベルホルトに笑いかける。

「……そうか。それは、よかった」

　ベルホルトはそう言いつつも、またも眉まゆを寄せてフェリシアから視線を逸そらした。

（また、顔を逸らされた？　どうして、こっちを見てくださらないのかしら……？）

「こんなところで立ち話も何だ。部屋は用意してある。まずは旅の疲つかれを癒いやしてくれ」

　背を向けたまま、ベルホルトはそう言って歩き出した。自ら部屋まで案内してくれるようだ。

　──こっちを見て。

　胸の中で湧いて出た言葉に、フェリシアは驚き、首を横に振る。

　自分の目を見て欲しくなくて、ベールを被っているのに。

（でも、ベル王子は、『祝福の力』が効かない、私のことを真っ直すぐに見てくれる方だって、わかったから……だから……）

　今まで人の視線を拒きよ絶ぜつしてきた自分にそんな資格はないのかもしれない。それでも、少しでも彼の視線を望んでしまう。こっちを見て欲しい。

（どうして……？）

　どうして、こんなことを望んでしまうのだろう。







　その日の夕食後。フェリシアの部屋にベルホルト達がやってきて、近きん況きようを報告しあった。フェリシアがドレスを作った貴族の令れい嬢じようとその婚こん約やく者、エミーリアとフォルカーは結婚のため忙いそがしくしているらしい。そして、以前フェリシアを攫さらった元騎士のスヴェンは、罰ばつを受け入れ、誰だれよりも真ま面じ目めに罪を償つぐなっているとのことだった。きっと彼は再びこの国のために励はげんでくれることだろう。

「さて。手紙にも書いたが、ドレスコンテストを開こうと思っている」

　テーブルを挟はさんで前方に座っていたベルホルトは、軽く身を乗り出してきた。

「はいっ！　楽しみです！」

　フェリシアのあからさまな反応に、ベルホルトだけでなく、イグナーツやルディも微笑ましそうに笑う。フェリシアが少し顔を赤くする前で、ベルホルトは続ける。

「その前に一つ、話しておきたいことがある。ドレスコンテストを、お前を招いてやろうと思った理由の一つだ。もちろん、コンテストはお前への礼の意味が強い。純じゆん粋すいに楽しんでくれればそれでいい。ただ少し、心に留めておいてほしいことがあるんだ」

　真しん剣けんな表情のベルホルトに、フェリシアも自然と背筋が伸のび、彼の言葉を真しん摯しに受け止める姿勢になる。

「フェリ。お前が送ってくれた薬のおかげで、父はかなり回復してきている。同じ病の者達もだ。この国ではまだめぼしい効き目のある薬はなかったから、本当に助かった」

「いえ、私は、もしかしたらエーデルシュタインになら良いい薬があるかもと思って、お医者さまに相談したぐらいで……」

「お前が医師に相談しなければ、助からない者もいた」

　ベルホルトは立ち上がり、胸に手を当ててフェリシアに深く頭を下げた。

「父の息むす子ことして、そしてこの国の王子としても、心から礼を言う。ありがとう、フェリ」

　ベルホルトの後ろでは、イグナーツとルディもフェリシアに深々と礼をしていた。

　以前この国に来て、年もそう変わらないベルホルトが、国を挙げての祭典に自ら指揮を執とり、成功させたのを見た。同じ国王の子でありながら、ずっと城にひきこもっていたフェリシアとは大おお違ちがいだった。憧あこがれ、尊敬し、少しでもそんな彼に近づきたい、彼のために何かしたいと思った。薬を探しに動いたのもその一つだ。……少しは、ベルホルトに近づけただろうか。

「お役に立てて……よかった」

　ベール越ごしではあったが、フェリシアはベルホルトに微笑ほほえみかけた。顔を上げたベルホルトにも見えたのか、彼もフェリシアに笑えみを返す。

　ベルホルトは椅い子すに座り直すと、厳しい表情になった。

「だが、この病は難病だ。うつることはないが、遺伝的要素が強く、完治も難しいと言われている。薬も高価で、そう簡単に手に入るものではない」

　薬が高価であることは、フェリシアも相談した医師から聞いていた。王族や貴族ならともかく、一いつ般ぱん市民が手を出せるような金額ではない。

「そこで、今回のドレスコンテストは入場料を取り、集まった収益は治ち療りよう薬の購こう入にゆうと増産、開発に充あてようと思っている。続けられることなら、今後も続けて行く予定だ」

　ベルホルトが真剣な表情を和やわらげ、フェリシアを真っ直ぐに見つめてきた。

「ドレスにしても薬にしても、お前がきっかけのコンテストなんだ。楽しんでくれ」

　こみ上げる熱い気持ちがあるのに、言葉にならない。フェリシアは胸の前でぎゅっと手を握にぎり締しめ、頭を下げた。こんな自分でも、出来ることがあった。

「ありがとう、ございます……っ」

「なぜお前が礼を言う。礼を言うのはこちらだ」

　優しい笑い声が返って来る。

「そこで、お前は出場したいか？　一応、男女の衣い装しようを一組作るのを出場条件にしているのだが、時間もないし、お前は見るだけでもいい。作りたければ、ドレスだけでも構わない」

「私だけ特別なんて、怒おこられるんじゃ……！」

「言っただろう、お前がきっかけのコンテストなんだから、特別でいいんだ」

「フェリシア王女のデザインというだけでもとても喜ばれますよ」

　イグナーツにそう言われ、フェリシアは思わず迷ってしまう。今からなら、ドレスを一着作るぐらいなら出来そうだ。どんなのを作ろうかと思って黙だまり込んでいると、ベルホルトはフェリシアが迷っていると思ったのか、話を続けた。

「まぁ、今すぐ決めなくてもいい。考えておいてくれ。──コンテストの後は、ベールを着けたままで、舞ぶ踏とう会を開く予定だ」

「ベールを、着けたまま……？　そんなの、いいんですか？」

「これからずっと、とはいかないかもしれんが、今年だけなら問題ないだろう」

　ベルホルトの言葉の意味がわからず、フェリシアは首を傾かしげた。

「？　今年は何か特別なのでしょうか？」

　その問いかけに、ベルホルトとイグナーツ、ルディは顔を見合わせる。それで考えがまとまったのか、彼らはほぼ同時に微笑んだ。ベルホルトがソファから立ち上がり、窓の前に立った。

「百聞は一見にしかず、だな。明日、城下へ行くぞ」

　窓の向こうには、まだ明かりがたくさん点ついている城下町が広がっている。ディアマントは大国だ。その城下町もまた広い。フェリシアは人の多さを想像して、蒼あおくなって首を横に振ふる。

「わ、私っ、城下なんてそんな、人の多いところ……！」

「何も人ひと混ごみに連れて行こうというわけではない。降りたくなければ馬車から見ればいい」

　ベルホルトは城下町を一いち瞥べつしてから、ニッと悪戯いたずらっぽく笑う。

「それで俺がベールを着用したままでの舞踏会を開かい催さいしたい理由がわかるだろう」
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　商人の馬車が城下町をゆったり進む。四人乗りのその馬車には、フェリシアとベルホルト、アロイス、ルディが乗り込んでいた。フェリシアの膝ひざの上には当然リリィがいる。イグナーツは一応の見張り役として、イグナーツとわからないよう変装し、御ぎよ者しや席に座っていた。王族の馬車を使わなかったのは、ベルホルトが城下のありのままを見せたいからだという。

「あの、一体、何を見せられるのでしょう……？」

　フェリシアが恐おそる恐るそう尋たずねると、ベルホルトはカーテンを捲めくり、笑みを浮うかべて頷うなずいた。

「よし、今日も大勢いるな。──フェリ、外を見てみろ」

　フェリシアはそっと馬車の窓にかかっている薄うすいカーテンを開く。夏の強い日差しの下を歩く女性達が、フェリシアの目に留まる。彼女達の姿に、フェリシアはベールの下で目を瞠みはった。

「え……？」

　街を歩く女性達の多くが、ベールを被かぶっていた。フェリシアのベールよりはかなり薄く、顔の造作がほとんどわかるものだ。ベールの下の表情は明るい。

「これって、あの、どうして……？　ディアマントでも、このような伝統が？」

　そんな伝統があるとは以前の祭典の時には聞いていない。もしそんな伝統があれば、フェリシアも最初から不ふ審しんがられずに受け入れられたはずだった。

　困こん惑わくしながらベルホルトを見ると、彼は街中を眺ながめながら答えた。

「ディアマントでベールを被る伝統はない。結婚式の時ぐらいだ。ベールを被るのが流行し始めたのは、春に行った祭典からだ」

　ニッと悪戯っぽく笑って、ベルホルトはフェリシアを見つめた。

「お前の影えい響きようだ」

「私、の……っ？」

　フェリシアはベールの下で顔を強こわ張ばらせ、声を硬かたくする。もしかして、祝福の力が影響してしまったのだろうか。そんな不安が胸に過よぎったが、ベルホルト達は笑っている。

「ああ。あの祭典は盛せい況きようだった。お前の衣装とアイデアのおかげでな」

　突とつ然ぜん褒ほめられ、フェリシアは何も言えなくなる。顔が熱くなっていく。

「祭典でお前の活かつ躍やくを知った者達が、お前の真ま似ねをし始めたんだ。最初はお前がデザインしたドレスを着た貴族の娘むすめ達が真似をし始め、それが祭典でお前を見ていた者達にも広まっていった。ベールを被るという伝統はこの国にはないが、それが逆に目新しく映ったんだろう」

「つまり、フェリを素す敵てきだと思ったから、みんな真似してるんだよ」

「そんな、ことは……っ！」

　ベルホルトとルディの言葉に、心臓がドキドキしてくる。ベールを被っていても照れているのがバレているだろう。

「ベールが流行はやった理由は、もう一つある。ディアマントの夏は短いが、日差しは一ひと際きわ強くてな。みな、どうしたものかと思っていたんだ。ベールを被るといくらかマシになるらしくてな」

「皮ひ膚ふの弱い者などは、特に有り難がたがっておりますよ」

　イグナーツも御者席からそう言って微笑んだ。三人の言葉を聞いて、フェリシアは自分のベールを摘つまんだ。まさかこのベールが、他国でこんなに有効に使ってもらえるとは思わなかった。

　黙って話を聞き、街中を見つめていたアロイスが、不意に声を発した。

「俺が口を出せることじゃないですし、水を差すつもりもありませんが、こうも多くの人間がベールを被っていると、事故や犯罪の可能性も出てきませんか？」

[image: ]

　確かに、視界は悪くなるし、人の判別はつきにくくなってしまう。ベルホルトはアロイスの問いかけに真摯に答えた。

「ああ、もちろんそれは考こう慮りよしている。はっきり顔が見えるものしか使用を許可していない。……お前は国の伝統だからな。その限りではないが」

　後からそう付け足されて、安あん堵どする。フェリシアのベールは伝統で被っているわけではなく、瞳ひとみを隠かくすためのものなのだから、はっきり顔が見えては意味がないのだ。

「ベールを着用した舞踏会をと言った理由は、こういうことだ。実際、見てみてどうだ？」

　ベールを着けたままのフェリシアでも、受け入れてくれる人がいる。それどころか、真似をしてくれる人までいた。夏の強い日差しの時期に重なったこととはいえ、多くの人が良いい感情でフェリシアを受け入れてくれている。

「……嬉うれしいです……っ」

　胸に広がるこの気持ちは、城でひきこもっているばかりだったら、絶対に知らなかった大きな感情だった。ベルホルトにこの国に連れて来てもらってよかった。

　フェリシアは幸せな気持ちで、街中を歩く人々を見つめる。こんな風に人々を見つめるのは久しぶりだ。この国に来なかったら、こんな景色は知らなかった。

　その時ふと、ベールを着けた女性がある店から出てくるのを見かけた。

「あ……あのお店……」

「何か気になったか？」

「え？　いえ、ちょっと素敵なお店があったなーと、思っただけです」

「イグナーツ。馬を止めろ」

「ええっ⁉　止めていただくほどでは！　というか、私、外には……！　ベ、ベル王子！」

　フェリシアがそう言った時にはすでに馬車は止まっていた。

　ベルホルトは一見して上質だとわかる上着を脱ぬぎ、整えていた髪かみも崩くずして目元を隠す。庶しよ民みんとは言えないが、良家の子息という感じになった。

　彼は馬車の扉とびらに手を掛かけて、フェリシアを見つめ、手を差し出してきた。

「この町でベールを被っているのはお前だけではない。今なら、お前も城下を歩けるぞ」

　差し伸のべられた手を見つめるが、フェリシアは手を伸ばそうとして、手が止まる。

（行きたいけど、やっぱり──）

　迷うフェリシアの手が力強く引き寄せられ、身体からだを横よこ抱だきにされた。

「きゃっ……！　ベ、ベル王──」

「王子とは呼ぶな。バレる」

　強ごう引いんに馬車から降ろされ、街中で手を引かれる。見上げると、彼は楽しそうに笑っていた。

「おい、勝手に……！」

　アロイスが手を伸ばしたが、ルディに止められる。

「派手な私達が行ったら注目浴びてバレるって。こういう時のためにイグナーツがいるんだよ。私達はここで待機」

　ルディがそう言い、イグナーツが御者席から降りて、フェリシア達を追ってきた。

　フェリシアはベルホルトに手を引かれ、緊きん張ちようしながら街を歩く。それでも足が竦すくまないのは、ベルホルトが傍そばにいるという安心感からだった。

　ベルホルトは手を繫つないだまま、フェリシアが気にしていた布屋に入った。扉を開くと、母親ほどの年の女性の店主が笑え顔がおで出で迎むかえた。

「いらっしゃいませ。まあっ、お嬢じようさんのベール、綺き麗れいですねえ」

「あ、ありがとうございます……っ」

「エーデルシュタインの王女さまのおかげで繁はん盛じようしてるんですよ。ベールならこちらにも……あら？　でも、お嬢さん、ちょっと生き地じが厚いですよ。憲兵の人に見つかったら……」

「えっと……顔に、落書きをされて、消えなくてですね……！」

　必死で言い訳を口にすると、隣となりでベルホルトが調子を合わせてくれた。

「恥はずかしがるから、見み逃のがしてやってくれ。──それで、どれが気になったんだ？」

「あの生地なのですが……」

　フェリシアが店先にある布を指さすと、店主は他ほかの色もあるからと奥に取りに行った。

　二人になってから、フェリシアはベルホルトと手を繫いだままだったことに気付き、慌あわてて離はなす。そこで不意にベルホルトが口元を押さえて肩かたを震ふるわせた。

「なぜ、落書き……くくっ……！　まぁ、怪け我がでは心配されてしまうか。お前らしいな」

「と、咄とつ嗟さに思い浮かばなくて……っ。笑わないでください！」

　ベルホルトとそんなことを話していると、店主が奥からいくつか生地を持ってやってきた。

「わあっ、この赤、綺麗ですね。ビロードの生地ほど厚くもありませんし、今の季節にいいかもしれません。あ、こっちのチュール生地も、光の加減で色が変わって素敵です……！」

　生地を見た途と端たん饒じよう舌ぜつになったフェリシアに、店主は驚おどろいていた。そしてぽんと手を打つ。

「お嬢さん、噂うわさのドレスコンテストに出られるんですか？　フェリシア王女もドレスを作られるとか。楽しみですねえ」

「えっ⁉　いえ、私、作ると決めたわけでは……」

「あら、そうなんですか？　お詳くわしそうだったので、つい」

　つい本当のことを答えそうになって、フェリシアは焦あせったが、店主はまさかその『フェリシア王女』本人だとは思わなかったのだろう。出場を迷っていると思われたようで安堵する。

　少しの間店内で悩なやんだが、フェリシアはいくつか生地を購こう入にゆうし、ベルホルトと店を出た。店の外で待っていたイグナーツと合流し、ディアマント城に戻もどった。




　城に戻ると、ベルホルトはフェリシアの部屋まで送ってくれた。彼はそのまま少し二人で話があると言う。フェリシアが頷うなずくとアロイスは不満げだったが、リリィをつれて部屋を出た。

　この時のフェリシアは、城下での楽しさや嬉しさで半分夢ゆめ心ごこ地ちで、ベルホルトが二人で話したいという理由を考えていなかった。

「フェリ」「ベル王子」

　二人になった途端、同時に呼びかけ、同時に笑ってしまった。

「お先にどうぞ。ベル王子の方がちょっと早かったですし」

　頷いたベルホルトの顔は微笑ほほえんだままだったが、彼の表情は少し硬かたいような気がした。ベルホルトの雰ふん囲い気きに、フェリシアは何かを忘れていることに気付く。

「……祭典が終わった後、俺と二人で舞ぶ踏とう会を抜ぬけ出しただろう。あの時俺が言った言葉の意味は、わかったか？」

　フェリシアは数秒固まってから、心の中で叫さけぶ。

（……っ忘れてたああああああ！）

　城下町でベルホルトと歩けたことが嬉しくて、完全に頭から抜け落ちていた。

　──言葉が信じられないというのなら、俺がキスした意味を考えろ。

　思い出すと顔に熱が集まってくる。どんどん大きくなる鼓こ動どうを抑おさえるように、フェリシアは胸を押さえ、一度ゆっくり息を吸って落ち着き、ベルホルトを見つめた。

　彼の笑みは消えていたが、深緑の瞳はどこまでも真しん摯しで、噓うそを吐ついてはいけないと思った。

「すみません。まだ……わかりません。でも、それが知りたくて、あなたに会いに来ました」

　ベルホルトの目が少しばかり残念そうに伏ふせられ、フェリシアは焦しよう燥そう感かんに駆かられたが、彼はすぐに笑みを零こぼした。

「……そうか。なら、この滞たい在ざい中に気付いて欲しいな。それで、お前の話は何だ？」

　彼の残念そうな目は気になるが、ベルホルトはフェリシアの言葉の続きを待っていた。優やさしい笑みにホッとし、フェリシアはぐっと顎あごを引いて彼を見つめ、口を開いた。

「ベル王子。私、今度のコンテストのために、ドレスを作ろうと思います。楽しみにしてくれる人もいらっしゃいますし、私が何かすることで、喜んでくださる人がいるのなら」

「俺は嬉しいが……いいのか？」

「もちろんです。それに私……国民のみなさんのことを考えているベル王子を、心から尊敬しています。だから私も、もっとベル王子の力になりたいんです」

　言ってから、フェリシアは照れて赤くなる。でも、伝えたいことが伝えられた。

　ベルホルトはしばらく瞠どう目もくしていたが、不意にベールの上からフェリシアの頰ほおを撫なでた。ベールの向こうから、ベルホルトはフェリシアを見つめてくる。力強いのに、どこか切ないようなその視線に、どうしてか目が離せない。ずっと見ていたいと思ってしまう。

「フェリ」

　彼の声が、甘く優しく耳に響ひびき、フェリシアはベルホルトの意図に気付いた。頰に触ふれていた手が、ゆっくりとベールを捲めくり、彼の唇くちびるが見えた。

　その時、見えない何かに弾はじかれたように、フェリシアは夢のような光景から覚める。

　ベルホルトに祝福の力は効かない。しかし今、フェリシアの祝福の力は強くなっている。万が一、効いてしまったら──

「ダ、ダメです！　やめてください……っ！」

　フェリシアは自分の目がベルホルトを映す前に、彼の身体を押し退のけた。

　それに、以前のキスの意味も、自分がベルホルトをどう思っているのかも、まだよくわからない。祝福の力のことを抜きにしても、わからないことだらけでしてはいけない気もした。

　途と中ちゆうまで捲られていたベールがはらりとフェリシアの顔にかかる。いつもの光景のはずなのに、それがたまらなく空むなしく、寂さみしかった。

　ベルホルトは瞠目してフェリシアを見つめていた。そしてその瞳ひとみが静かに伏せられる。

「嫌いや、だったか」

　フェリシアは言葉に詰つまる。嫌なわけではない。うまく説明出来なくて、俯うつむいてしまう。

「……悪かった。忘れてくれ」

　ベルホルトはそれだけを言って背を向け、一度こちらを振ふり向いた気がしたが、フェリシアは顔を上げられず、彼はそのまま部屋を出て行った。

「嫌だったわけじゃ……ないのに……」

　目を伏せたベルホルトは、傷ついていたように見えた。フェリシアが、そうさせてしまった。

　さっきまであんなに弾はずんでいた心が、今は深く、暗く、沈しずんでいる。







　フェリシアに背を向け、ベルホルトは大きく響く自分の心音に気付いた。

　自分がこんなに自制心のない人間だとは思わなかった。

　尊敬していると、力になりたいと言われたことが嬉うれしくて、つい触れてしまった。

　ベールに透すけて見える大きな瞳が、一心にベルホルトに向いているのを見て、期待してしまった。フェリシアもまたベルホルトと同じ気持ちなのではないかと。

　──ダ、ダメです！　やめてください……っ！

　そう言ったフェリシアの声が、頭の中に何度も響く。

（勝手に舞まい上がって……怖こわがらせるなど……！）

　誰だれよりも大切にしたいと思ったのに、自分の軽けい率そつな行動で怖がらせてしまった。

　ドアを開けて部屋を出る直前、ベルホルトはフェリシアを振り返る。フェリシアの顔は俯き、ベールで見えない。その姿はいつも以上に小さく、弱々しく、ベルホルトはつい抱だき締しめたくなった。……怖がらせてしまった自分に、そんな権利は到とう底ていない。

　フェリシアに背を向け、ベルホルトはドアを閉めた。
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　フェリシアは膝ひざの上で眠ねむるリリィをぼんやりと撫でていた。何も手につかない。

　城下町からディアマント城へ帰って来て、ベルホルトにキスをされそうになった。しかしフェリシアはそれを拒きよ否ひしてしまった。

（ベル王子は悪くない、のに……）

　そんな時、ノックの音でリリィが目を覚まし、顔を上げる。フェリシアが返事すると、アロイスと共にルディが顔を出した。その手にはお菓か子しと紅茶の載のったトレイがある。

「フェリ。さっきお菓子買っておいたんだ。一いつ緒しよに食べない？」

「え……？　あ、ありがとうございます」

　ルディはテーブルにトレイを置くと、アロイスを振り返った。

「おっとアロイス、これからこの部屋は男子禁制な。私が言うのもなんだけど」

「黙だまってたのに自分で言うなよ。リリィは置いてくぞ」

「あはは、リリィは頭数に入ってるからご心配なく。あ、アロイスの分はそっちにあるからな」

　リリィは勝ち誇ほこった顔で、アロイスを追い出すように彼の脛すね辺りを頭でぐいぐい押し始めた。アロイスはリリィの態度に苦く笑しようしつつ、部屋を出た。

　紅茶を淹いれて一息してから、ルディはフェリシアを見つめて尋たずねた。

「……ベルと、何かあった？」

「え？　どうして、ですか……？」

「さっきベルの様子がおかしかったし、フェリも元気ないし。ベルの奴やつ、強ごう引いんだから、何か気に障さわるようなことしたんじゃない？」

「いえ！　ベル王子は何も悪くありません！　ただ、私が拒否してしまって……」

「？　何を？」

　問い返されて、フェリシアは急激に顔が熱くなるのを感じ、ぎゅっとドレスを握にぎり締めた。

「そ、そそれは、あのっ、ええと……っ！」

「……なるほど。何となくわかったよ。あのマイペース王子め……」

　わかられてしまった。フェリシアはさらに顔を熱くしつつ、ルディの顔を見上げる。するとルディは笑えみを消し、真しん剣けんな目でフェリシアを見つめてきた。

「でも、それはベルが悪いよ。フェリの気持ちも訊きかずにキスするなんてよくない。私はそう思う。フェリは、そう思わない？」

　──嫌、だったか。

　ベルホルトの言葉を思い出し、フェリシアの視界が左右に揺ゆれる。あの言葉に、今さら首を横に振っているのだと気付く。嫌だったら……こんなに胸は痛まない、悩なやまないはずだ。

「思え、ない……です」

　──フェリ。

　いつになく甘く優しい声で呼ばれて、動けなかった。ずっとベルホルトと一緒にいたくなった。きっとあのままだったら、ベールを取られて、キスされていた。

　ルディが厳しい表情から、ふわりと顔を綻ほころばせて微笑ほほえむ。その笑みの安心感に、フェリシアは自分の気持ちを口にしていた。

「でも、私……ベル王子のことも、自分の気持ちもわからなくて。こんな気持ちのまましてはいけない、気がして……」

　祝福の力が強まっていることもあったが、自分の心が曖あい昧まいなまま、してはいけない気がした。

「ベル王子は、とても優しくしてくださいますし、とても尊敬しています。でも、私なんかに、キ……キス、するのは、どうしてなのか……」

「あ、そこから？──ああでも、こういうのは当事者になるとわからないものだよね」

　ルディは一度苦笑したが、すぐに優しい笑みに戻もどる。しかし「そこから？」という言葉は、何かわかっている様子だ。フェリシアは思わず身を乗り出していた。

「えっ……私、何がいけないのでしょうか⁉」

「いけないことはないよ。ただ、こういうことは自分で気付かないと、納なつ得とくいかないからさ」

「でも私、本当にわからないんです。だって……ベル王子は……っ」

　眉まゆを寄せ、顔を逸そらしたベルホルトを思い出して、フェリシアの胸が痛む。

「私が喜ぶと、時々、何か怒おこらせてしまうみたいで……。私、嫌きらわれているんでしょうか……⁉」

　思い切って打ち明けると、ルディはぽかんと口を開けた。そして手を振り、真顔で否定した。

「えっ。ないない。それはない。ベルは怒ったりなんかしてないよ。ああ見えて、気は長いほうだし。フェリのことは間ま違ちがいなく気に入ってるよ？」

　ルディにそう言われると、少し安心出来た。少なくとも嫌われてはいないようだ。だったらあの仕草はなんだろう？　ベルホルトと長い付き合いであるルディも首を傾かしげている。

「フェリが喜んで怒るってのは、わかんないな。ベルも喜ぶはずだけど」

　考え込んでから、ルディは視線を下に落とし、呟つぶやくように言った。

「……思ってることをその場で全部言えるとは限らないしね。大事だからこそ、言えないこともあるし」

「大事だから……ですか？」

（そう、なのかしら。でも、そんな感じではなかったような……）

　何度思い返しても、あの時のベルホルトは自分を見ようとしなかったように見える。胸が針で刺さされるように痛み、ざわざわと不安の音まで聞こえてくるようだった。

　ざわつく心の音の中で、不意に静かな、沈んだ小さな声が聞こえた。

「……私も、あいつと別れる時、もっと何か言えれば……」

　その声がいつも明るいルディのものだと理解するまで、少し時間を要した。

「ルディさんも……？」

　フェリシアが首を傾げると、ルディは目を瞠みはり、一いつ瞬しゆん慌あわてた顔をした。

「えっ、あ……口に出てた？　あはは、独り言とか恥はずかしいな」

「この前おっしゃっていた、好きな方のこと、ですか……？」

　尋ねてしまってから、失言だったと気付く。ルディは『別れる時』と言った。

「すみません、差し出がましいことを……！」

「いいよ、大だい丈じよう夫ぶ。フェリが悩む姿が可愛かわいくて、つい自分のことも考えちゃった」

　ルディは安心させるようにフェリシアの頭を優やさしく撫なで、優しく微笑んだまま口を開く。

「相手はさ、旅してる王族の護衛で、各地を転々としてるんだよ。もう三年になるかな」

「もしかして三年間、一度も会われていないのですか……？」

「帰って来ないからね。でも、忘れたことはないよ。どこにいても、私の心にはあいつがいる」

　その心境に、フェリシアも覚えがあった。今となってはもう恋こい心ごころはないが、ひどい別れ方をしてしまった初恋の男の子のことを、フェリシアも毎日思っていた。──ついこの間、その男の子と再会し、彼の事で今、頭を悩ませているのだけれど。

　ルディは笑顔を少し曇くもらせ、胸に当てていた手を、ぎゅっと握り締めた。

「……ただ、旅に出る前に、ちょっと色々あって、ぎくしゃくしててさ。送り出す時、私、何も言えなかったんだ。向こうはもう、私のことなんて、何とも思ってないかもしれないね」

　笑顔のまま、どこか諦あきらめたような目をするルディに、フェリシアは思わず声を荒あららげていた。

「そんなはずありません！　こんなに素す敵てきなルディさんが、その、す、好きになられた方です！　きっと、その方も会いたいと思っていらっしゃいます！」

　両手を握って力説してしまい、言ってから恥ずかしくなった。が、ルディは笑ってくれた。

「ふふっ。ありがと。フェリにそう言われると、そうなのかもって思えるよ」

「あの、もしよろしければ……どのような方なのか、訊いても？」

　ルディがこれほど表情を変える相手はどんな人なのか、気になった。ルディは一度目を閉じて、そして目を開けると同時に、花が咲さくように微笑んだ。

「元騎き士しでね。強かったよ。強さだけなら、騎士団の中でも五本の指に入ってるぐらい。でも性格はぼーっとしてて天然で……すごく優しくて、可愛い奴なんだ」

　そう語るルディの微笑みは柔やわらかく、幸せそうで、綺き麗れいだった。その微笑みにフェリシアは思わず見とれる。しかしその笑みが、一いつ瞬しゆん消える。赤い瞳ひとみに、寂さみしさと後こう悔かいが映る。

「……私があの時ちゃんとベルを守っていれば、あいつは、今もここに──」

（ベル王子を、守る……？）

　呟く途と中ちゆうでルディはフェリシアを見てハッと口を閉とざし、いつものように明るく笑いかけた。

「ごめんね、フェリが聞いてくれるから、惚のろ気けた上に愚ぐ痴ちっちゃった」

　ルディはそう言ってあははと笑うが、今の話を聞いてからだと、無理をして笑っているように見えた。ルディが呟いた言葉の意味も気になるが、何より彼女の悲しい表情を見たくない。

　フェリシアはふとあることを思いつき、立ち上がった。

「ルディさん、ちょっと待っててください！」

　フェリシアはトランクを一つ開ける。そこには完成品の小物が少しばかり入っていた。その中の白いバラの髪かみ飾かざりを手に取り、フェリシアはそれにそっと口付けた。

　フェリシアの祝福の力は、物を通してほんのわずかなら分け与あたえられた。それを身に着けた者は、幸せを享きよう受じゆ出来る。願いを込めた髪飾りを、フェリシアはルディに差し出す。

「よろしければ、これをもらってください。ルディさんがもう一度その方に会えるように、願いを込めました。あの、もちろん、確実というわけではないんですが……」

　祝福のキスは大きな幸せを運ぶことは出来ない。外出中だけ空が晴れたり、可愛い猫ねこに会えたり、そんな些さ細さいなものだが、もしかしたら、何かの偶ぐう然ぜんが重なるかも知れない。

　ルディは驚おどろいていたが、嬉うれしそうに微笑んでフェリシアの手から髪飾りを受け取った。

「ありがとう。フェリがそう願ってくれたことが、何より嬉しいよ。それに可愛いね、これ！」

　さっそくいそいそと髪飾りを着けるルディは、いつもの明るい彼女だった。

　その時、ふと外の喧けん噪そうが気になった。人の声が大きく響ひびき、走る音も聞こえる。ルディが立ち上がり、窓の外を見ていると、ノックの音がしてドアが開き、アロイスが顔を出した。

「おい。外が妙みように騒さわがしいが、今日は何かあるのか？」

　アロイスと入れ替かわるように、ルディがドアに向かいつつ彼に答える。

「いや、何もないはずだよ。警備の兵達が焦あせってるわけでもないから、急な訪問とかかな？　心配しなくてもいいと思うよ。でも一応、様子見てくるね。──っと、ベル？」

　ドアを開けたルディはすぐに足を止めた。ドアの前にはベルホルトの姿があった。ノックをする直前だったらしく、軽く手を上げている。フェリシアの心臓がドキッと跳はねる。が、彼は一度フェリシアを見て、すぐに視線を逸らした。

（ルディさんはああ言ってくださったけど……やっぱり、怒っていらっしゃる気がする）

　そう思えてならず、フェリシアもベルホルトの顔が見られなくて俯うつむく。

　危険な事態ではなさそうだが、万が一を考えてベルホルトも部屋に入り、ルディが扉とびらの前を陣じん取どって首を傾げた。

「ベル。これ、何の騒ぎ？　今日の予定に、こんなに騒ぐようなことはなかったはずだけど」

「わからん。今イグナーツが探さぐりに行っている。──騒がせて悪いな。恐おそらくどこぞの貴族の急な訪問だろう」

　ベルホルトの声がこちらに向かっている。そう気付いて、フェリシアが顔を上げると、ベルホルトはいつもと変わらない様子でフェリシアを見つめていた。

（怒っていらっしゃるわけではないのかしら……？　なら、どうしてさっきは……）

　フェリシアが内心で混乱していると、部屋のドアが急いだ様子でノックされた。

「失礼します！　殿でん下か、イグナーツです！　状じよう況きようがわかりました！」

　ルディがドアを開けると、イグナーツがつんのめりそうになりながら部屋に入ってきた。まるで逃にげ込んできたような彼の様子に、部屋の空気が緊きん張ちようする。

「殿下っ！　緊きん急きゆう事態です！──私の！」

「何だ、一体どうし──お前の？」

　厳しい表情になったベルホルトだったが、イグナーツが最後に付け足した「私の！」という言葉に、途と端たんに怪け訝げんそうな顔になる。

「ハッ！　いえ申し訳ありません、殿下にとってもです！　いやこの国にとってか……⁉」

　蒼あおい顔をして頭を抱かかえるイグナーツに、ベルホルトとルディが怪訝そうな顔を見合わせる。

　イグナーツの言葉を室内の全員が待ち、彼は震ふるえる唇くちびるで今の事態を報告した。

「あ、あの方が……テオさまが、帰って来られたそうです……！」

　絶望したイグナーツの声を聞き、ベルホルトは驚いた様子で目を瞠った。フェリシアは首を傾げてアロイスを見上げるが、彼も「テオさま」が誰だれなのかは知らないようだ。

（テオさま？　イグナーツさんがそう呼んでいらっしゃるなら、王族か、貴族の方？　でも、どうしてイグナーツさんがあんなに取り乱しているのかしら……？）

　ベルホルトは疲つかれたような、苛いら立だったような複雑な表情を浮うかべて、片手で顔を覆おおった。

「……まさかと言うべきか、あいつらしいと言うべきか」

　ベルホルトの前で、イグナーツは頭を抱えている。それほど慌てる相手なのかとフェリシアが思っていると、フェリシアと同じ疑問を抱いだいていたらしいアロイスが尋たずねた。

「そのテオさまという方は、どなたです？　王族の方ですか？」

　イグナーツは顔を上げ、眼鏡を直してから、重々しく口を開いた。

「テオドール＝ディアマント殿下……認めたくはありませんが、王位継けい承しよう権第二位の方です。今までは見聞を広めるため、諸外国を旅していらっしゃった……はずだったのですが」

　王位継承権。その言葉を聞いて、フェリシアだけでなくアロイスも目を瞠る。

「ベルホルト王子以外にも王位継承者がいるとは、聞いていませんが」

　アロイスがベルホルトにそう言うと、彼は腕うでを組んで言った。

「俺は奴やつに王位を譲ゆずる気はないし、まさかあいつがこんなに早く帰ってくるとは思わなかったのでな。隠かくしてはいないが、あえて公表もしていない。しかし、よりによってなぜ今……」

「何か、今の時期だと不都合がおありなので？」

　首を傾かしげるアロイスに、イグナーツが冷静だが苦々しげに口を開いた。

「フェリシア王女が送ってくださった薬のおかげで、現在陛下のご病気は快方に向かっております。ですが、まだ予断は許さぬ状況。そしてベルホルト殿下とテオさまは、どちらももう王位を継ついでも問題ない年ねん齢れいです。あの方がこの時期に帰国したとなると──」

「外野の王位争いがうるさくなるかもしれんな」

　イグナーツが言いかけてやめたことを、ベルホルトがはっきりとした声で言った。

「何をおっしゃるのです、王位は殿下のものです！　というより、あのような危険な方に王位など与えたら、あっという間にこの国は破は滅めつしますよ！」

「わかっている。だから俺もあいつに王位を譲る気などないと言っているだろう」

　そのやりとりを聞いていたアロイスが不意に、ぽんと優やさしくフェリシアの肩かたを叩たたいた。

「危険な方が帰って来られたようですし、俺達は帰国しましょうか、フェリシア王女」

「し、しない！」

　綺麗な顔に完かん璧ぺきな笑えみを浮かべ、どさくさに帰国しようとするアロイスに、フェリシアは慌あわてて首を横に振ふった。完璧な笑顔のまま、アロイスの口から小さな舌打ちが聞こえた。

　ふと、フェリシアは先ほどからルディの声がしないことに気付く。彼女はイグナーツが入ってきてから一歩も動かず、その場で立ちすくんでいた。

「ルディさん？　あの、どうかされましたか……？」

　フェリシアがそっと呼びかけると、ルディはまるで大声で呼ばれたかのように、肩を震わせ、大きく目を見開いてフェリシアを見つめてきた。長い睫まつげが揺ゆれて一、二度瞬まばたきした後、何事もなかったかのようにフェリシアに微笑ほほえむ。

「ごめんごめん、ちょっとぼーっとしてた。そっか、テオさま帰って来たんだ。あの人、端はたから見る分には強きよう烈れつで見てて面おも白しろいんだけどねー」

「お前の他人への肯こう定てい感とコミュニケーション能力は行き過ぎていていっそおかしいぞ⁉」

　けらけら笑うルディに、普ふ段だんは冷静なはずのイグナーツも叫さけんでいた。

「だいたいあの方が旅に出られたのも、見聞を広めるためなどとおっしゃっていますが、本心は城の生活が窮きゆう屈くつで遊んで暮らしたいというわがままなんです！　旅先でも豪ごう遊ゆうし続け、ついた渾あだ名なは『享きよう楽らく王子』！　まったく、ディアマント王家の血を引いているともあろう方が……」

「ということは、ベル王子の……？」

「俺の叔父おじの子ども……つまり従弟いとこになるな」

　フェリシアの疑問に、落ち着いてはいるが、ベルホルトもどこか嫌いやそうな顔で言った。

「享楽王子とはまた……。話を聞いていると、ただの馬ば鹿か王子に聞こえますが」

　アロイスの無ぶ遠えん慮りよな言葉には、誰も怒おこりはしなかった。しかし、複雑そうな顔で首を横に振る。

「いや、テオは決して馬鹿ではない。むしろ、あいつが城に来た当初は、テオを次期国王にという声もあったぐらいでな。油断のならない奴だ」

　ベルホルトの目に緊張の色が浮かんだ。彼も警けい戒かいするような相手のようだ。

「とにかく、決してあの方に近寄ってはなりませんよ、フェリシア王女！　お願いですから！」

　イグナーツはドアを開けつつ、もう一度部屋を振り返ってフェリシアに忠告した。忠告というよりもはや懇こん願がんだ。その必死な形相に、フェリシアもこくこくと頷うなずく。

　その声が聞こえて来たのは、イグナーツが部屋の外へ一歩踏ふみ出そうとした時だった。

「誰に近寄っちゃいけないの？　危ない人間がいるんだね」

　開いたままのドアの向こうから、少年の透すき通った声が響いた。

　イグナーツの顔色が、真っ青に変へん貌ぼうする。榛はしばみ色の目が大きく見開いた後、彼は勢いよく部屋の外に視線を戻もどし、短い悲鳴を上げた。

「ひっ……！　な、なぜ、あなたがここに……！」

「隣りん国ごくの王女が来てるって聞いたから、ゴアイサツに？」

　声の主の少年は、フェリシアの部屋へと足を踏み入れていた。

　長い睫が揺れ、上質な翡ひ翠すいのような瞳ひとみが、ベルホルトを見上げる。

「ただいま、ベル。帰って来てあげたよ」

「いくら連れん絡らくしても祭典にも顔を出さなかった奴が、今さら何をしに帰って来た？」

「面白そうなことをしてるって聞いたから、遊びにね」

　ベルホルトの鋭するどい視線にも、彼はくすりと、整った唇から鈴すずの音のような笑い声を零こぼす。

　フェリシアといえば、何も言えず、ただその少年に見とれてしまっていた。

　まるで高名な彫ちよう刻こく家の理想を形にしたような、爪つま先さきから頭のてっぺんまで美しい少年。白金を縒よったような髪かみは精密に整えられ、襟えり足あしは首元まで伸のばされている。美しい顔には少年の幼さを残しているが、その微笑みや仕草はどこか蠱こ惑わく的で、フェリシアと同年代とは思えない。

　そして何より、彼の纏まとう服は常人が考える基準からは外れていた。繊せん細さいかつ派手な刺し繡しゆうが施ほどこされた白い服を着こなし、丈たけが極きよく端たんに短いズボンからは白い足を晒さらしていた。しかし下品には見えない。それどころか、彼のその美び貌ぼうを最大限に引き出していた。

「なんて、お綺き麗れいな方……。それに、素す敵てきな服」

　見み惚とれながらほとんど無意識に感かん嘆たんすると、少年の翡翠のような瞳がフェリシアに向いた。

「へえ。そんなの被かぶってても、ちゃんと僕のこと見えてるんだね」

　少年は感心したように言ってから、にこっと可愛かわいらしく微笑み、美しい声を発する。

「僕ほど美しければそんなもの被る必要ないのに、平へい凡ぼんな顔って大変だね」

「テ、テオさま！　この方は隣国のフェリシア王女ですよ！」

　イグナーツがそう諫いさめたが、少年は目を瞠みはり、フェリシアをじっと見つめた。

「へえ、これが絶世の美女？　僕も傾けい国こくの美少年なんて呼ばれてるけど……ベールを外したところで、僕ほど美しいとは思えないね」

「これ、とは何ですか！　あなたと違ちがって身も心も天使のようなお方ですよ！」

「えー？　天使ってことは、僕そっくりじゃない？」

「あなたのどこが天使ですか！　そういうところが大違いだと言っているんです！」

　少年の発言にイグナーツはひたすら怒ど声せいを上げるが、少年はむしろ楽しそうだ。

　その様子をベルホルトが指し示して、フェリシアとアロイスを見て真しん剣けんな表情で言った。

「フェリ、アロイス。先に言っておく。イグナーツのこの反応の通り、こいつの発言に一々腹を立てては遊ばれるだけだ。腹は立つだろうが、適当に聞き流して相手にするな」

「へ？　あ、いえ、別に怒おこってはいませんが……」

　綺麗な笑顔と声が発する強烈な言葉の数々に、フェリシアの頭は咄とつ嗟さに理解が追いつかないだけだった。が、理解してもその通りだと思っているので怒りはない。

　ヒールの音がして、少年に視線を戻す。と、彼は覗のぞき込むようにフェリシアを見つめてきた。

「フェリシア＝エーデルシュタインと、申します」

「フェリシア王女付きの従者、アロイス＝シュメックと申します」

　アロイスは淡たん々たんと名乗り、フェリシアを下がらせた。少年は一度アロイスにも視線を向けたが、すぐにまたフェリシアを見つめ、にこりと微笑む。

「僕はテオだよ。よろしくね」

「テオドール＝ディアマントだ」

　ベルホルトがその名を強調して口を挟はさんだ途と端たん、少年、テオの表情から笑みが消えた。

「──その名前は嫌きらいだって、何度も言ってるでしょ」

　テオのベルホルトを見つめる視線は、睨にらむという表現では足りないほど鋭かった。しかしそんな視線にも、ベルホルトは動じない。
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「そうだったか。だがお前は間違いなく俺の従弟だからな。血の繫つながりを感じたくはないが」

「いや強ごう引いんでマイペースなところとかそっくりですよ」

「ア、アロイス……！」

　フェリシアはアロイスの無遠慮な言葉を窘たしなめたが、否定の言葉は出てこなかった。

　テオはフェリシアを振り返り、まさに天使のような微笑を向けて来た。

「いい？　僕はテオだよ。テオドールって名前、呼んだ奴を殺したくなるぐらい大嫌いなんだ」

「で、ででではっ、テオ王子、と……？」

　フェリシアが怯おびえつつそう呼ぶと、テオは肩を竦すくめ、おかしそうにくすくすと笑った。

「やだな、王子はやめてよ、恥はずかしい。僕は王子なんて呼ばれるような人間じゃないよ」

　彼の笑顔を見て、フェリシアはなぜか背筋が寒くなる。

（な、何？　何だか、恥ずかしいというより……）

　羞しゆう恥ちしているのではなく、王子という言葉を軽けい蔑べつしているように見えた。

　テオはフェリシアと目線を合わせて屈かがみこみ、にこりと微笑む。そして整った唇くちびるを開いた。

「僕のことはテオさまって呼んでいいよ、フェリ」

　彼は小こ柄がらなフェリに目線を合わせてくれたが、言葉は遥か上から目線だった。さすがのアロイスも絶句している。呆ぼう然ぜんとしながら、フェリシアは頷き、彼の言う通りに呼んだ。

「わ、わかり、ました……テオ、さま」

　テオは満足げに微笑む。高こう慢まんな態度も忘れそうな笑え顔がおで、彼はフェリシアに話し続ける。

「実は僕も服を作ってるんだ。だから噂うわさのフェリシア王女には会いたかったんだよ？」

　服を作っているという言葉に、彼の着ている服が彼の作品なのだと察し、フェリシアもテオに興味が湧わいた。

「君、ベールで顔を隠かくしてるのはダサイけど──」

　テオの指先がフェリシアのベールの端はしを摘つまむ。フェリシアはベールを取られるのかと思い、ベールを摑つかんだ。アロイスがすかさず、テオの手を妨ぼう害がいするように腕うでを挟んだ。

「テオさま……とお呼びすればいいんですかね。少々、失礼がすぎるのでは？」

　間に入ったアロイスに、テオは苛いら立だちを隠しもせずに彼の腕をパシリと叩たたいた。

「失礼なのはどっちさ？　従者ごときが。邪じや魔ましないでよ。レースが見えないでしょ」

「は？　レース……？」

　予想外の言葉に、アロイスも目を瞠ってテオの動向を見つめる。テオはフェリシアの顔ではなく、ベールの端を見ていた。指先でベールを撫なでるばかりで、ベールを捲めくる様子はない。

　そしてアロイスに向けていた苛立ちを消して、口元に笑みを浮うかべた。

「へえ。レースの縫ぬい方も丁てい寧ねいだし、色使いも悪くないね。それに、花のドレスと蝶ちようのベールの組み合わせは面白い。これ、太い糸で刺繡をして全体を重くしてるのはわざと？」

「え？　は、はいっ。出来るだけ外れないように……」

（この方、私の顔ではなく、ベールに興味を……？）

　自分で縫った刺繡を褒ほめられて戸と惑まどったが、ふとテオの服の刺繡が目に入った。

「その服の刺繡も、素敵ですね」

　フェリシアの言葉に、テオは満足げに微笑ほほえむ。

「へえ、わかってるね。でもこれ、もっと面おも白しろく出来たと思わない？」

　彼の瞳は、純じゆん粋すいな興味を抱いだいているように見えた。……意見を言っても、いいんだろうか。

　胸の前でぎゅっと手を握にぎり、フェリシアはわずかに声を裏返らせながら言った。

「ええと、刺繡だけでなく、生き地じを一部染めたり、ビーズを縫い付けてみるのもいいかと……」

「ああ、ビーズ刺繡ね。でもよさそうなのがなかったんだよねー。ま、次はそうしてみようかな。ああそうだ、それこそそのベール、重くしてもいいならビーズやパールを付けてみたら？」

「それは素敵ですが、少々派手になりすぎるかと思いまして……」

「顔晒さないつもりなら、そのぐらい派手にすれば？──何、君達。揃そろって変な顔してさ」

　顔を上げたテオの視線の先に、目を瞠ってこちらを見つめるベルホルト達がいた。

「お前はすごいな、フェリ」

　何を褒められたのかわからないが、ルディとイグナーツは驚きよう愕がくして、わずかに震ふるえていた。

「テオさまとまともな会話をするなんて、すごすぎるよ、フェリ……！」

「悪魔をも浄じよう化かさせてしまうほどの天使だというのですか、フェリシア王女……！」

「ちょっと。誰だれが小悪魔なのさ。失礼しちゃうー」

「小悪魔どころか人類を滅ほろぼしそうな大悪魔ですよあなたは！」

　可愛らしく言っているが、大だい胆たんかつポジティブすぎる回答に、イグナーツが怒ど鳴なりつける。

「君達が話についてこられてないだけでしょ。もう少しセンス磨みがいたら？　あ、そうだ、フェリ。君になら価値がわかりそうだから、いいもの見せてあげる。アレ出して」

　いつの間にか、部屋には三人の青年が入っていた。その煌きらびやかな装よそおいと美しい出いで立ちから、テオの従者だとすぐにわかった。そのうちの一人が、テオが出した手に小こ瓶びんを置いた。

「遠方の国でやっと見つけた香こう水すいなんだ」

「わあっ、可愛いです！　金細工とガラス細工が精せい巧こうで、とても綺き麗れいですね！」

「香かおりもいいよ、ほら」

　テオは小瓶の蓋ふたを開け、フェリシアの手に小瓶を手て渡わたす。そのひんやりとした温度を感じたのは、一いつ瞬しゆんだけだった。フェリシアの手から、小瓶が落ちる。──不自然な形で。

「あ……っ！」

　フェリシアの声と、小瓶が割れる音が重なった。辺りには甘い香りが漂ただよう。

「あーあ。割れちゃった。それに……」

　テオが自分の服を見下ろす。小瓶から零こぼれた緑色の香水が、テオの服に飛び散っていた。

「も、申し訳ありません……！」

（でも、今……）

　ただ手から落ちたわけではなく、小瓶が急に手のひらからずれた気がした。フェリシアが困こん惑わくしていると、アロイスがフェリシアを下がらせ、ベルホルトがテオの前に立った。

「フェリ。謝る必要はない。今のはこいつがわざと落としたんだろう？」

「どうして僕が自分のものを汚よごすような真ま似ねをするのさ？」

「あの、私もしっかり持っていなかったので……！　申し訳ありません……っ！」

　テオの前に出ようとするフェリシアを、アロイスが押し留とどめる。アロイスの行動など見えていないかのように、テオはフェリシアに微笑み、語りかけてきた。

「じゃあ、お詫わびに僕のお願い聞いてくれる？」

「テオ、いい加減にしろ」

　ベルホルトが苛立った声をテオに向けたが、テオはその反応を楽しそうに見つめて笑った。

「やだな、そんな怖こわい顔しないでよベル。楽しいことをしようって言ってるんだ」

　そしてテオはフェリシアに向けて、まるで無む邪じや気きな子どものようなウインクをした。

「今度開くドレスコンテストに、フェリも出場してよ。男女一組の礼装ぐらい、三週間もあれば作れるよね？」

「え……？」

　咄とつ嗟さに何も言えないでいるフェリシアに、テオは自分の胸を指さし、挑ちよう戦せん的に微笑む。

「そして、そこで僕と勝負しよう。僕が勝ったら──」

「フェリをお前の道楽に付き合わせるつもりはない」

　ベルホルトがテオを遮さえぎって断言すると、テオは眉まゆを下げ、悲しげな顔で視線を服に落とす。その目が潤うるんでいるように見えた。

「……この服、手て間ま暇ひまかけてやっと出来た服だったのにな……」

「っ……！」

「フェリ、奴やつの自じ業ごう自得だ。気にするな」

　ベルホルトにそう言われても、フェリシアには彼の服が大変な時間と労力の上に出来ているとわかる。たとえフェリシアが悪くなくとも、何かせずにはいられなくなるほどに。

　その時、テオの背後から足音がした。つかつかと歩み寄ってきてテオの隣となりに立ったのは、テオの従者だった。三人の従者の中では一番若く、まだ二十歳はたちほどの青年だ。彼は怒いかりの目をフェリシア達に向け、大声を上げた。

「っもう我が慢まん出来ません！　テオさまが、これほど深く傷ついておられるのですよ！」

「どこがどう深く傷ついている⁉　明らかに噓うそ泣きではないか！　目を覚ませ！」

　若い従者が叫さけんだ言葉に、イグナーツが真っ当な意見を返す。

　しかし彼はテオに心しん酔すいしているらしい。フェリシアを睨にらみつけ、さらに距きよ離りを詰つめた。

「テオさまに悪いと思っていらっしゃるなら、せめて顔を見せて謝ってください！」

　怒鳴りながらフェリシアに手を伸のばしてきた。フェリシアは怒鳴られて竦んでしまい、咄嗟に動けない。アロイスが前に出てくれたが、従者の指先はフェリシアのベールを摑つかんでいた。

「おい、やめろ！」

　周りが叫んだが、ベールは引っ張られ、フェリシアの素す顔がおが晒さらされる。幸いすぐに顔を伏ふせ、アロイスが咄嗟に隠かくしてくれたからか、イグナーツとルディ、テオとその後ろに控ひかえていた他ほかの従者には見えなかったようだった。しかし。

「な、何という……何という……！」

　若い従者はフェリシアの瞳ひとみを見てしまったようだ。そしてその瞬間、瞠どう目もくして固まった。顔が一気に赤くなり、感激した瞳が潤み、震える唇が開く。

「絶世の美女の名に恥はじない美しさ！　美の女め神がみとはあなたのことなのですね！」

「ひぇ……っ！」

　びくんと飛び上がり、フェリシアはアロイスの腕うでを摑んで隠れる。完全に『祝福の力』に影えい響きようされている。彼は膝ひざまで突ついてうっとりとフェリシアを見つめ続ける。

　ベルホルトはベールを奪うばい返してフェリシアに渡わたすと、フェリシアに見とれていた従者を強ごう引いんに引き離はなしてテオを怒鳴りつけた。

「テオ！」

「えー？　僕のせいー？　命令もしてないのにー？　ていうか僕、顔見えなかったー」

「部下の責任はお前が取れ」

　ベルホルトの低い声にフェリシアが震える。それほど、彼は真しん剣けんに怒おこっていた。

　不満げな顔をしていたテオだったが、肩かたを竦すくめるとフェリシアににこっと笑いかける。

「ごめんね、フェリ。もう二度とさせないから」

　謝られたが、その表情は彼自身が今にも悪戯いたずらにベールを取りに来そうな笑え顔がおだった。

　テオはまだ若い従者に目を向けた。すると従者はあっという間に顔を蒼あおくした。

「勝手に動く駒こまは、僕の下僕に相応ふさわしくない。……僕を差し置いて他の誰かを美しいとのたまう馬ば鹿かも、ね」

「そ、そんな！　テオさま、今のは一時の気の迷いで……！」

　テオは無言で従者から視線を逸そらす。まるでそこには最初から何もなかったかのような何気ない仕草。しかしたったそれだけで、彼の存在が彼の中から消えたのがわかった。従者からも表情が消える。他の従者に抱かかえられ、彼は部屋の外へと運ばれていった。

　静かだが容よう赦しやのない断罪に、フェリシアの背筋が急激に冷たくなった。

（この方は……お綺麗、だけど……）

　テオはフェリシアの視線に気付いて微笑ほほえむ。少年らしさもあるのに、驚おどろくほど妖よう艶えんだった。

「ねえ、フェリ」

（とても……怖い方）

　眉を下げて子どもっぽく唇くちびるを尖とがらせるテオに、フェリシアの指先が震えた。

「コンテスト、出てくれないの？　僕へのお詫びはないの？　この服がどれだけの手間と時間をかけて作ったものか、君ならわかるはずなんだけど？」

　それを言われると、フェリシアは何も言えなくなる。

「まぁ、出たくないっていうんなら仕方ないね。……それじゃあさ、君をちょうだい？」

　フェリシアはベールの下で目を瞬まばたかせる。どういう意味なのかわからない。

「これでも僕には王位継けい承しよう権があるらしいし、小国の王女の嫁とつぎ先としてはいいんじゃない？　僕が勝ったら、君は僕と婚こん約やくね？」

「へ……とつぎ、さき？　こんやく……？」

「俺を煽あおっているだけだ。聞くな」

　ベルホルトがそう言うと、テオはくすくすと馬鹿にした笑い声を零こぼす。

「そんなにフェリを僕にとられるのが嫌いやなの、ベル？　嫌ならフェリを信じてコンテストに出して、僕に勝てばいいだけの話なのに。それともフェリのことを信じられない？」

「……安い挑ちよう発はつに俺が乗ると思ったか」

　ベルホルトがテオを睨んだが、彼は楽しげに笑うばかりだ。

「ふふっ、そうだね、君は一ひと筋すじ縄なわではいかないよね。そこが君の面おも白しろいところだもん。でも僕は欲しい物は必ず手に入れないと気が済まないんだ。……どうなっても、知らないよ？」

「フェリに危害を加えたら、お前とて処しよ罰ばつの対象だ。出て行け」

　ベルホルトの低い声に、テオは肩を竦めて笑い、ドアへと向かった。テオが部屋の外へ向かおうとしたその時、彼を呼び止める声があった。

「……テオさま！」

　迷った末に呼び止めたような声は、ルディのものだった。

「……あいつは、一いつ緒しよではないんですか？」

　肩かた越ごしに振ふり返ったテオを見るルディの顔からは、珍めずらしく笑みが消えていた。

　呼びかけられたテオは、ルディを嘲あざ笑わらった表情で見つめた。

「妙みように静かだと思ってたら、隣りん国ごくの王女の心配じゃなく、あいつのこと考えてたんだ。全然成長しないね、ルディ？　誰だれのせいで彼が僕の護衛になったんだっけ？」

「残念ですが、そんな言葉に動どう揺ようするほど、私は可愛かわいくありませんよ」

　煽っても怒らないルディをつまらなそうに見て、テオは言った。

「どうせまたどこかで昼ひる寝ねでもしてるんでしょ。勝手にしろって言ってあるし。じゃーね」

　吐はき捨てるようにそう言い、テオは従者を引き連れて部屋を出て行った。カツンカツンと軽快な足音が遠ざかっていく。

　フェリシアは遠ざかるテオの足音に胸むねを撫なで下ろしていたが、ルディも同じように安あん堵どのため息をついて、微笑んでいた。

「元気なんだ。よかった……」

（もしかして、先ほどルディさんがおっしゃっていた方のこと……？）

　ルディのことも気になるが、今はテオの服のことがフェリシアの肩を落とさせた。それを見てベルホルトが強い口調でフェリシアに言う。

「フェリ。テオの服は気にするなよ。あれはあいつがわざと落とした結果だ」

「ですが、テオさまが手間暇かけて作られたというのは、噓ではありませんでした。せめて、修復のお手伝いぐらいは──」

「必要ないと言っている。あいつには関かかわるな」

　少しばかり苛いら立だっているような声でぴしゃりと遮られ、フェリシアは思わず俯うつむく。

（また、怒らせてしまった……）

　沈しずんだフェリシアの耳に、アロイスのにこやかな声が響ひびいた。

「それにしても、ずいぶんと余よ裕ゆうがあるんですね、ディアマントは。あんな享きよう楽らく王子の豪ごう遊ゆう旅行のために国の金が使えるなんて、さすがです」

「ちょっと、アロイス……！」

　いくらなんでも失礼だと、フェリシアは俯いていた顔を上げて、慌あわてて彼の腕を引いて窘たしなめる。しかし三人とも気に障さわった様子はなく、ルディが軽く答えた。

「いやー、国の金なら文句も言えるんだけどね」

　ルディの苦く笑しよう混じりの言葉を、ベルホルトが腕を組んで難しそうな顔で引き継つぐ。

「あいつは旅費のすべてを自分で稼かせいでるからな。国の金には一いつ切さい手を付けていない」

「あの人を見るに、相当な派手好きでしょう？　そんな金、どうやって？」

「色々手広くやっているようだが、主に服を作っているようだな。あいつの作る服は他国では愛好家が多いらしい。それこそいくらでも金を積むような連中がな」

　それを聞いて、フェリシアは彼の服のレベルの高さに納なつ得とくする。どんな国でも認められている彼は、相当な実力があるに違ちがいない。

　ベルホルトはテオが出ていったドアを見み遣やる。

「あの従者達を見ての通り、奴やつは妙に人を惹ひきつける。その影響力も計り知れない。以前、若者達が国外へ出ているという話をしただろう？　その発ほつ端たんはテオだ」

「あの方が煽せん動どうしたんですか？」

　アロイスの言葉に、イグナーツがぐったりした声を吐き出す。

「だったらまだ、よかったのですが……」

「退たい屈くつな若者達にとって、己おのれを貫つらぬき、自由に振る舞まうあいつの存在は革新的だった。あいつの圧あつ倒とう的な存在感に魅みせられた者達が、こぞってテオを真ま似ねて国を出たんだ」

　ベルホルトは睨にらむように目を細め、ぽつりと呟つぶやいた。

「……厄やつ介かいな王位継承権の持ち主だ」







　ベルホルト達は露ろ骨こつに嫌な顔をしながら、テオが帰国したことで色々と忙いそがしくなるからと、一度執しつ務む室に戻もどって行った。

　香こう水すい瓶びんが割れた部屋にいることをリリィが嫌がったため、掃そう除じの間、フェリシアはアロイスとリリィとともに城内を散歩していた。要よう塞さいの色が強い城とはいえ、今は庭園や木々も多く、広い城内は見ていて楽しい。のんびり歩いていると、アロイスが不意に口を開いた。

「世の中にはとんでもない人間がいるもんだな」

　さすがにフェリシアも否定出来ない。しかし彼の姿を思い出すと、つい目を輝かがやかせてしまう。

「でも！　あの方の服、見たこともない素す敵てきな服だった……！」

「このアホ王女……！　イグナーツがしつこく気をつけろって言ってただろ！」

「んむー！　わ、わかってるってば！　やめてー！」

　アロイスにベールを顔に押しつけられ、フェリシアは必死で逃にげようとする。その様子にアロイスは小さく吹ふき出してから、手を離はなした。ベールを直そうと手を上げたところで、突とつ如じよ強い風が吹き、ベールが外れてしまった。ベールはふわりと風に舞まって、近くの木こ陰かげに落ちる。フェリシアが追おうとすると、アロイスがフェリシアを止め、目を隠かくして来た。

「おっと。待て。誰もいないと思ったら、木のとこに誰かいるな」

「え⁉」

　覆おおわれた視界の中で、リリィが前方に駆かけて行く音が聞こえた。

「よし、リリィ、そのままだ」

　アロイスがベールを拾ってフェリシアの頭に被かぶせると、彼は目元を覆っていた手を下ろす。目を開けると、男性が木に背中を預け、片足を投げ出した状態で座っている。その顔面に、リリィがくっついていた。

「リ、リリィ！　もう大だい丈じよう夫ぶだから離れて！　す、すみません……！」

　駆け寄って来たリリィを抱だき上げ、フェリシアが謝るが、男性からの反応はない。

　フェリシアは傍そばに寄って、彼を覗のぞき込む。年の頃ころは二十四、五ほどの青年。黒い髪かみは短く切っているが、襟えり足あしは長く伸のばし、一つに束ねている。精せい悍かんな美び丈じよう夫ふだが、今は無防備に寝顔をさらしている。体つきは逞たくましく、座っていてもかなり大きな男だとわかった。

　青年は目を閉とざして動かない。突とつ然ぜん顔に動物がくっついて、無反応を貫けるだろうか。

　じっと青年を見つめていたアロイスが、ぽつりと言う。

「……死んでる？」

「そ、そんな！　しっかりしてくださいいいい！」

　フェリシアが焦あせった声と共に肩かたを揺ゆすると、彼はようやく目を開けた。しばらくぼーっと虚こ空くうを見つめて、彼はゆっくりと言葉を口にした。

「……ふわふわの、雲が、顔に降ってきた……？」

（ね、寝ぼけていらっしゃる？　というか、それはたぶんリリィです……）

「起こしてしまって、申し訳ありません。あの、大丈夫ですか？　具合が悪いとか……」

　寝ぼけていたらしい彼の目が、ようやくフェリシアを見て、首を傾かしげた。

「俺は健康だけど……どうして？」

「いえ、こんなところで寝ていらっしゃるので、もしかしてどこかお悪いのではと」

　リリィが顔にくっついていたから窒ちつ息そくを心配していました……とは言えなかった。

「……何ともないよ。心配してくれて、ありがとう」

　のんびりした優やさしい話し方に、人見知りのフェリシアも少し緊きん張ちようが解ほぐれる。

「城ではいつもここで昼寝してたから、懐なつかしがってたら、ちょっとうとうとしてたんだ」

「懐かしい？」

「うん。俺は三年前まで城で騎き士しをしてたんだけど……要人の護衛で城を離れて──ふあ」

　言いながら、彼は一つ欠伸あくびをする。とても騎士とは思えないのんびりっぷりだ。

　ふと、フェリシアは彼の話に既き視し感かんを覚える。どこで聞いたんだっけ。思い出そうとした時、青年が不意に嬉うれしそうに顔を綻ほころばせた。

「でもやっと……会いたかった人に会える」

（もしかしてこの方が、ルディさんの……！）

「あのっ、お相手の方がどのような方か、聞いてもよろしいですか？」

　勢い込んで尋たずねるフェリシアを、アロイスが怪け訝げんそうに見つめてくる。しかしその視線にフェリシアが答えるよりも、青年が答える方が早かった。

「……小さくて、世界一可愛かわいい。いるだけで、俺を幸せにしてくれる人。俺の世界の中心」

　幸せそうに微笑ほほえむ彼の表情と惜おしみない惚のろ気けに、聞いているフェリシアの方が照れてしまう。ベールの下で赤くなるが、青年には見えていないようだ。しばらく青年は微笑んでいたが、不意にその目を閉ざした。

「でも三年間、何もやりとりをしてなかったから、俺のことなんて、待ってないかもしれない」

「そんなことありません！　その方も、きっと待っていらっしゃいます！」

　青年のいう彼女がルディなら、彼女は心待ちにしている。自分でも驚おどろくほど強い口調になっていたが、ふと彼の言葉の中で、気になる単語を思い出した。

（小さい……？）

　ルディは瘦そう身しんではあるが、決して小こ柄がらな方ではなかった。もしかしたら、違う人物かもしれない。熱かったフェリシアの顔から、サッと熱が引いていく。

　その時、頭の上に何かが乗った。アロイスが「あっ」と焦った声を零こぼし、手を伸ばしかけたが、途と中ちゆうで止める。青年がフェリシアに微笑みかけ、ベールの上から頭を撫なでていた。

「ありがとう。君はいい子だね。よしよし」

「え？　あ、ありがとうございます……？」

（もしかして私、小さい子だと思われてる……？）

　彼は年上だろうが、子ども扱あつかいされるほどの年ねん齢れい差はないように思える。そんなことを考えていると、青年の手が離れた。

「……でも俺は、きっと彼女を失望させてしまったから、なかなか、会いに行けなくて」

（ルディさんは失望なんてしてなかった……。やっぱり人違い⁉）

　内心で慌てていると、ふと青年がフェリシアのベールを見つめた。

「そのベール、流行はやってるんだね。……彼女もベール被かぶってたら、やだな。せっかくの可愛い顔も、綺き麗れいな赤い髪も見えない」

「赤い髪？」

　フェリシアが知る限り、この城で赤い髪の人物は一人しかいない。しかし思い当たる女性は、小柄ではない。アロイスも怪訝そうに眉まゆを寄せた。

「赤髪で小柄な女なんて見たことないぞ。今はこの城にはいないんじゃないか？」

　確かに赤い髪は印象に残る。いよいよ人違いかと思ったが、青年は首を横に振ふった。

「いや……いないはずはないよ。彼女は──」

　青年が何か言いかけた時、頭上から声がした。

「フェリ。こんなところで、何をして──」

　フェリシアが振り返ると、二階の通路にベルホルトの姿があった。彼はフェリシアの傍にいる青年を見て目を瞠みはり、背後を振り返った。そしてそこにいたルディに何か指示を出して下がらせ、そのまま階下を指さして彼女に言った。

「そこから走って、この下に飛び降りろ」

「は？　このぐらいの高さならいいけど、何で？」

　ベルホルトの突然の要求に、ルディの疑問の声がした。フェリシアは蒼あおい顔で叫さけぶ。

「ダ、ダメです！　怪け我がをしますー！」

「させんだろう、たぶん」

　しない、というならわかるが、「させん」というのは、誰だれかに期待している言葉だった。

　そんなことを考えていると、軽快な足音がして、ルディが余よ裕ゆうの表情で手て摺すりを乗り越こえた。

「きゃーっ！　ルディさん⁉」

　フェリシアが叫び、ルディの手が手摺から離れたその瞬しゆん間かん、フェリシアの傍を何か大きなものが横切った。その突とつ風ぷうとルディが落ちるという恐きよう怖ふで、フェリシアは目を瞑つむってしまった。

「えっ！　ちょっ、どいてどいて──！」

　それまで自信満々だったルディの焦った声がして、フェリシアは身を固くした。が、何かが落ちる音は軽く、誰も騒さわがない。

　フェリシアが恐おそる恐る目を開けると、ベールの向こうに青年の大きな背中が見え、その向こうには横抱きにされ、驚いた顔のルディの表情が見えた。青年もルディを見下ろしている。

「ガーディ……！」

　ルディが青年の名を呼ぶと、彼──ガーディは気まずげにルディから視線を逸そらした。ルディは未いまだ驚いた顔でガーディを見つめていたが、不意に明るく笑った。

「ありがと、ガーディ。でも受け止めてくれなくても、このぐらいの高さなら平気だったのに」

「……ごめん。君の声が聞こえて、君の顔を見たら……身体からだが、勝手に──」

　逸らした視線が、堪こらえきれないというようにルディに戻もどる。ガーディの視線に、ルディは明るく笑えみを返すが、よく見るとその表情は少し硬かたい。

　ルディの表情を見て、ガーディは悲しげに目を伏ふせ、ルディの身体を一度ぎゅっと抱き締しめてから、彼女を下ろそうとした。が、ガーディが手を離そうとした瞬間、彼を引き留めるように、ルディの腕うではガーディの首に回されていた。

「おかえり……ガーディ」

　ルディの腕はわずかに震ふるえながら、ガーディを抱き締めていた。ガーディは大きく目を瞠ってから、喜びを嚙かみしめるように彼女をもう一度強く抱き締めた。

「ただいま、ルディ……っ」

　二人の間に流れる空気はどこかぎこちない。しかし、互たがいが会いたくて待ち続けていた人物であることは明らかだった。

　ルディは顔を上げた。一瞬、フェリシアに見えたその表情は悲しげだったが、彼女はすぐに笑顔を作ってガーディの肩を叩たたいた。ガーディは名残なごり惜しそうに、ルディを下ろす。

「ごめんな、重かっただろ？」

「？　重くないよ。ルディは、小さいから」

　心底不思議そうに言ったガーディに、アロイスが声を掛かける。

「いや、ちょっと待て。おいあんた」

　一度ルディを同じ目線で見て、アロイスは彼女を指さし、ガーディに怪訝な視線を移した。

「もしかしてこいつが……小さくて、可愛い、赤あか髪がみの女か？」

「違ちがう。小さくて、世界一可愛いんだ」

　ガーディは至し極ごく真ま面じ目めな顔で首を横に振り、アロイスの言葉を少しばかり、しかししっかりと訂てい正せいした。しかし次の瞬間にハッとして、ルディから視線を逸らした。

「ごめん……。こんなこと俺に言われても、困るよね……」

「あんた深刻そうだけど、あんま誤ご魔ま化かせてないぞ」

　思わずアロイスがそう突つっ込んだ。ガーディは真しん剣けんな様子だが、どこかズレている。

　ルディを小さいと言ったのは、どうやらガーディの中での基準だったらしい。確かに彼は長身のルディよりさらに頭一つ分は背が高い。小柄なフェリシアは空を仰あおぐようにしなければ、彼の顔が見えなかった。子ども扱いされたのも仕方がなかったのかもしれない。

　フェリシアがルディを見ると、彼女は困ったように笑っていた。声を掛けようか迷っていると、背後からベルホルトの声がした。

「相変わらずだな、あいつは」

　そう言って、ベルホルトはフェリシアの傍そばに立った。彼の後ろにはイグナーツもいる。

　ベルホルトに気付いて、ガーディはこちらにやってきた。大きな身体を折って、ガーディはベルホルトに一礼する。

「ベルホルト殿でん下か。ご挨あい拶さつが遅おくれて、申し訳ありません」

「それはいいが……余計なことをしたか？」

　ガーディが下ろした場所から、ルディは動かない。彼女を一度振り返ってから、ガーディはベルホルトに向かい首を横に振った。

「少なくとも俺は、会えて嬉しかったです。……とても」

　ガーディがそう言った後ろで、ルディがぎゅっと手を握にぎり締めた。ベルホルトもそれを一いち瞥べつしたが、すぐに視線を戻し、フェリシアを見つめてからガーディに尋たずねた。

「そうか。フェリ……いや、フェリシア王女と何を話していたんだ？」

「そこで寝ねてる俺を心配してくれて、それから──王女……？」

　ベルホルトの質問にのんびり答えている途中で、不意にガーディは首を傾かしげる。するとイグナーツがフェリシアを紹しよう介かいしてくれた。

「エーデルシュタイン王国王女、フェリシア＝エーデルシュタインさまだ」

　イグナーツの紹介を聞いて、ガーディは眠ねむそうだった目を瞠った。

「これは……失礼をいたしました。ガーディ＝リュティガーと申します」

「い、いえ、失礼なことなんて何も。フェリシアです。よろしくお願いしますね」

　胸に手を当てて、ガーディはフェリシアに合わせて深く頭を下げる。フェリシアの言葉に顔を上げ、ガーディは穏おだやかに微笑ほほえんだ。

　その時、鋭するどい声がこちらに飛んできた。

「おいガーディ！　何をしている！　テオさまがお呼びだ、さっさと来い！」

　テオの従者の一人が、二階の通路からガーディを呼んだ。その声にガーディは眉を寄せる。ぼんやりしている時は何も思わなかったが、不ふ機き嫌げんそうな顔は少し怖こわい。

「……勝手にしろって言ったくせに。あのわがままナルシスト王子」

「口の利きき方には気をつけろと何度も言っているだろう。テオさまがいなければ、今いま頃ごろお前は投とう獄ごくされていたことを忘れるな」

（えっ……投獄……？）

　フェリシアは驚おどろいたが、睨にらまれているガーディは表情を変えず、ゆっくり首を傾げる。

「……そうだったっけ……？」

「この万年寝ぼけ男が！　いいからさっさと来い！」

　従者に急せかされ、ガーディは適当な返事をしてから、ルディを振り返る。ルディも顔を上げ、ガーディを見つめていた。

「しばらくは、城にいるから……」

「……うん、わかった」

　ルディが微笑んで頷うなずいたのを見て、ガーディは従者とともに去っていった。二人とも、「また」とは口にしなかった。

　大きな背中を見送るルディに、フェリシアはそっと声をかける。

「ルディさん……あの、よろしいのですか？　もう少し、お話しされては……」

　フェリシアの言葉に、ルディは何事もなかったかのようににこっと笑って見せた。

「びっくりして、言いたいこと忘れちゃったんだ。それにお互い仕事中だからね、仕方ないよ。ベルもありがと。ああでもしなきゃ、私は会いに行けなかったかもしれないな」

　微笑んではいるが、ルディのその笑顔にはどこか寂さみしさが覗うかがわれる。その笑顔を受けても、ベルホルトは厳しい視線でルディを見つめていた。

「これからは、会いに行けるんだろうな？」

　ルディは疲つかれたように、力なく微笑む。

「……どうかな。あいつも、忙いそがしいだろうから」

　ルディもガーディも、互いに会えることを心から楽しみにしていた。なのに、次に会う約束もしなかった。

（お二人とも、あんなに会いたがっていらっしゃったのに……どうして……？）

　ルディの赤い髪に、フェリシアの贈おくった髪かみ飾かざりが風に揺ゆれている。二人の再会がルディの願いなら、叶かなったことになるはずなのに。







「ルディさんとガーディさん、会いたくないわけじゃないのに……何があったのかしら……」

　テオとガーディに会ったその日の夜、部屋で昼間の二人を思い出して、フェリシアはアロイスにぽつりと言った。しかしそれを聞いたアロイスが呆あきれた顔で答える。

「お前が心配することじゃないだろ。……それよりお前、享きよう楽らく王子の方はどうするんだ。何か詫わびるなら早めにやって終わりにした方がいい」

　膝ひざに乗ってきたリリィを抱だき締めながら、フェリシアはびくっと肩かたを震わせる。正直、その問題からは目を背そむけていた自分もいた。

「……どう、お詫びしたらいいと思う？　嫁とつぎ先さきとか婚こん約やくとか、そんなの冗じよう談だんよね？」

「さあな。コンテストに出れば話は早いんだろうが、万が一負けた場合、何を要求されるかわかったもんじゃない。俺にとっちゃ、お前があんな奴やつに嫁ぐこと以上に悪いことはないけどな」

　アロイスはフェリシアの頭に手を置き、綺き麗れいな顔を不機嫌そうに歪ゆがませた。

「もう一度、ベルホルト王子と、嫌いやだがあの享楽王子とも話し合わないとな。まぁ、疲れた頭で考えたって仕方ない。今日はもう休め」

「うん……おやすみ」

　アロイスにはそう言ったものの、あまり眠れそうにない。落ち着くためにベールの刺し繡しゆうを始めたが、それにもあまり身が入らない。せめて横になろうと、部屋の明かりを落とし、寝間着に着き替がえようとした。

　ベッドに転がって遊んでいたリリィが、突とつ然ぜんパッと立ち上がり、バルコニーを凝ぎよう視しした。

「リリィ？　どうしたの？」

　リリィは音も立てずにバルコニーに近づいて行く。フェリシアも、リリィの後ろからバルコニーを窺うかがう。そこに細身の人ひと影かげが見えた。フェリシアはびくりと身体からだを強こわ張ばらせ、動どう揺ようしつつも傍にあったベールを被かぶる。

　燭しよく台だいの明かりをバルコニーに向けると、白い横顔が見えた。フェリシアは叫さけびそうになったが、見覚えのある翡ひ翠すいの瞳ひとみに、驚きのあまり悲鳴が引っ込んでしまう。

　彼はにっこりと笑って、口に人差し指を当てた。

「どうして、ここに……それにここは、三階では……⁉」

「上から下りてきたんだよ。静かにしてよ。内ない緒しよで来たの、バレちゃうでしょ」

　どうやら四階のバルコニーを伝って、ここまで下りてきたようだ。綺麗なだけではなく、身体能力も高い。こんなところでベルホルトと血の繫つながりを感じてしまう。

　フェリシアは動揺し、次の行動を決めかねていたその時。テオが小さく咳せきをした。その瞬しゆん間かん、彼は何かに驚いたように大きく目を瞠みはり、ぎゅっと胸むな元もとを摑つかんだ。フェリシアは驚いた彼の白い顔が、より一層青白いことに気付く。

「……気が変わった。もう、いい──」

　言いかけ、テオは口元を押さえて咳せき込み、膝から頽くずおれて蹲うずくまった。

「テオさま？　どうされたのですか……？」

　フェリシアがバルコニーのガラス張りのドアを開けようとした。が、足元でリリィが警告するように鳴いた。フェリシアは以前、病人だと思って助けた者に連れ去られたことがある。

「でも、リリィ……！」

　フェリシアは再びテオに視線を戻もどす。彼が咳き込む度、口元を押さえた指の隙すき間まから紅あかい液体が零こぼれ落ちる。

（血……⁉）

　そうわかった瞬間、フェリシアはバルコニーの戸を開けた。血を吐はきながら咳き込むテオの足元には、すでにいくつもの血の斑はん点てんが出来ていた。

「ま、待っててください、今、お医者さまを──」

「呼ぶな……っ！」

　押し殺したテオの声が、フェリシアの足を止めた。いや、足と言わず全身が動かない。

「絶対、呼ぶな。誰だれか一人でも呼んだら、殺す……っ！」

「っ……！」

　翡翠の瞳が、強くフェリシアを睨んでいて、足が竦すくんだ。

　テオはリリィが牙きばを剝むこうとしたのを一瞥し、口元を押さえながら、もう片方の手でフェリシアの腕うでを摑んだ。腕を強く引かれてその場に膝を突つくと、ベール越ごしに頰ほおを摑まれた。手入れされた爪つめが、ベール越しにもフェリシアの頰に食い込んできた。

「騒さわいだら……っ、絶世の美女の顔に、傷がつくよ……？」

　リリィが唸うなり声と共に、ピタリと動きを止める。しかしいつでも嚙かみつけると言いたげに鋭い牙を見せている。

「リ、リリィ。大だい丈じよう夫ぶ。落ち着いて」

　フェリシアから恐きよう怖ふ心は薄うすくなっていた。テオの爪は食い込んでいるが、傷つけるような力はない。体温は高く、喉のどからはヒューヒューと掠かすれた音がしていた。

　フェリシアはそっとテオの手首を持って、顔から離はなす。思っていた以上にあっさり、彼の細い手が離れた。テオから悔くやしげな舌打ちが聞こえた気がしたが、すぐに咳き込み、口元を押さえる。そしてフェリシアの肩を押し返す。
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「もう、いい。放ほうっておいて……っ！　くそっ、何で、今……！」

（でも、熱もあるみたいだし、放っておくことなんて……。どうしよう……）

　誰かを呼んだら殺すと言ったその表情は本気だった。しかしそれ以上に、テオの瞳からは誰かに知られたくないという強い意志が感じられた。

　恐おそろしくも思えるが、強い意志が宿ったその表情。その姿は──

（この方はとてもお綺麗で……とても強い方）

　彼の瞳には、研とぎ澄すまされた剣けんのような光があった。

　フェリシアは胸の前でぎゅっと手を握にぎると、テオに声を掛かけた。

「……わかりました。誰も呼びませんから、私の部屋で休んでください」

「何、言ってんの……？」

　テオは怪け訝げんそうな目をフェリシアに向ける。

　燭台をそばに置いて、フェリシアはテオの腕を持って、渾こん身しんの力で持ち上げる。

「借りだなんて……思わない、から」

「私が勝手にしていることですから。リリィも、内緒ね」

　リリィは不満そうに低く喉を鳴らしたが、それ以上は何もしなかった。

　テオを何とかベッドに運び、吐いた血を拭ぬぐう布を差し出すと、彼も受け取った。しかしまだ咳が止まらない。どうしようかと悩なやんでいると、部屋がノックされた。

「フェリ？　どうした？　さっきから、咳してないか？」

　その瞬間、テオは目を剝くと鋭するどい眼光でフェリシアを睨にらみ、腕を摑んできた。フェリシアは「言いません」と蒼あおい顔で大きく首を横に振ふってから、ドアの前のアロイスに答える。

「な、何でもないの。ちょっと噎むせちゃっただけだから」

　フェリシアが咳をしつつ答えると、アロイスのいつもの声が返って来る。

「アホ。さっさと寝ねろ」

「う、うん、もう寝る。おやすみなさい」

　何とか誤ご魔ま化かせたとホッとしていると、テオはフェリシアの腕を放し、布に口を押しつけて咳で肩を揺らした。咳は徐じよ々じよに治まっていった。

　水を持ってきたフェリシアは、ベッド脇わきの椅い子すに座って、落ち着いたテオに呼びかける。

「テオさま、お加減は……？　やっぱり、お医者さまを……」

「呼んだら殺すって言ったの、忘れた？」

　掠れているが刺とげ々とげしい、不ふ機き嫌げんな声と鋭い視線が向かってきて、フェリシアは竦み上がった。

「ひっ！　す、すみません、ごめんなさいっ！」

「ぷっ……。ふふっ、そんなに怯おびえなくてもいいでしょ」

　不機嫌だった顔に笑みが戻り、テオは身を起こした。フェリシアは少しホッとする。

「少し休めば治まるんだよ。……よりによってこんなところで出るなんてね。ま、いいけど」

　そういえば、テオはなぜフェリシアの部屋にやってきたのだろうか。フェリシアが尋たずねようかと考えていると、テオはもう一度小さく咳き込んだ。もう血は出ていないが、顔色は悪い。

「あの、テオさま。誰にも知られたくないのはわかりました。でも血を吐くなんて、普ふ通つうの病ではないはずです。どんな病気かはわかりませんが……」

「どんな病気かはわかってる。でも、僕はここで誰かを頼たよる気はないよ。王族に借りを作るなんて、冗談じゃない」

　テオはきっぱりとそう言って、フェリシアが持ってきた水を飲んだ。

「借りだなんて……。ベル王子は、あの方自身も昔、重病だったんです。だからきっと──」

「病の苦しみをわかってるから、借りとは思わずに治ち療りように協力してくれる……って？　絶対嫌いやだね。施ほどこしなんて願い下げだよ。王族や貴族からは、特にね」

「あなたも王族のはずなのに、どうして──」

　テオの瞳がフェリシアを見た。鋭い刃は物ものを向けられたようで、フェリシアの声が呼吸と共に止まる。その目のまま、テオは口元に笑みを浮うかべる。

「あるところに、貴族とは名ばかりの、借金塗まみれの没ぼつ落らく貴族の娘むすめがおりました」

　唐とう突とつなテオの言葉に、フェリシアは何も言えないまま、ただただ耳を傾かたむける。

「娘は唯ゆい一いつの取り柄である美しさで王の弟に近づいて子どもを作り、妻の座に着こうとしました。しかし子どもが生まれる前に、王弟は病で死んでしまいました。生まれた子どもが役に立たないと知ったその娘は、子どもを捨てて他ほかの男に乗り換かえ、酒に溺おぼれて死んでしまいましたとさ。めでたしめでたし」

「……では、テオさまは……」

「当然、王弟の隠かくし子なんて知らなかったよ。物心がつく頃ころには、生きるために騙だまされたり騙したりの世界にいた。まぁ、僕を騙した奴やつには相応の報復はしてあげたけどね。借りは返さないと気が済まない主義なんだ」

　くすくすと笑うテオの笑顔に、フェリシアは顔を蒼くして黙だまる。

（きっと私の想像も付かないほど、大変な生き方をしてこられたはず……でも、何だか……）

「何、黙っちゃって。もしかして僕のこと、憐あわれんでるの？」

「そうではなくて……何だかあなたが楽しそうに見え、て……」

　言ってから、見けん当とう違ちがいだった場合のことを考え、フェリシアはサッと血の気が引いた。が、テオの上機嫌な笑みを見て安あん堵どした。楽しそうだと思ったのは間違ってはいなかったらしい。

「君って、そんなの着けてるのに、その辺の馬ば鹿かどもよりもよく見えてるね」

　テオの指先がフェリシアのベールを撫なでた。フェリシアはびくりとしたが、テオはフェリシアのベールを捲めくることはなく、その手は力なくベッドに落ちる。

「ここでの生活よりは、楽しかったよ。──捨てられた僕が、どうして城に来たと思う？」

　楽しかった──そう言った彼の顔は言葉通り楽しそうだった。しかしすぐにその表情は消え、含ふくむような笑みを浮かべて、フェリシアに問いかけた。

「ベル王子の病は、一時重じゆう症しようだったと聞いています。もしかして、そのことで……？」

「そ。世よ継つぎがいなくなるかもしれないってことになって、僕の存在を公表せざるをえなくなった。僕はシラーって貴族に見つけられて、城に連れて来られ、突とつ然ぜん『世継ぎ』として扱あつかわれた。……そんなこと、望んでもいないのにさ」

　テオの瞳ひとみに、先ほども感じた、刃物のように鋭い光が宿る。そこでテオは一度、小さく笑い、立てた膝ひざに頭を預けてフェリシアを見上げた。

「王族も貴族もみんな僕を持て囃はやして、あんな生活から抜ぬけ出せてよかったですね、って、喜んだり、羨うらやましがったりしてた。でも、見ていたのは僕じゃなくて、王家の血筋。その向こうにある権力だった」

（あれ……？　何だか……）

　フェリシアは鼓こ動どうが速くなるのを感じた。テオの言葉に、フェリシアの何かが共鳴する。

「僕自身を認めてもいない奴らの持て囃す声がどれだけ苦痛か、わかる？」

　いくら称しよう賛さんの声を浴びても、自分自身を見てもらえない。その空むなしさは、フェリシアにも覚えがあった。

「それは……その気持ちは少し、わかる気がします……」

　フェリシアが小さく、呟つぶやくようにそう言うと、テオは初めて、心から驚おどろいたような顔をした。瞠みはっていた目を細め、テオは妖よう艶えんに笑った。

「へえ、意外。褒ほめられるだけ褒められて、頭のふやけたシアワセな王女さまだと思ってたけど、そうでもないんだ。ちょっと君に興味が湧わいたよ」

　皮肉と感心を一いつ緒しよに言われて、フェリシアはどう返していいかわからず、話題を戻もどす。

「そ、それが嫌で、旅に出られたのですか？」

「そ。その前に、好き放題やってやったけど。馬鹿な王族や貴族からお金巻き上げてー、好きな服を作って着てー、豪ごう遊ゆうしてー、色んな奴と噂うわさ立ててー、この城引っ搔かき回してあげたんだ」

　その時のディアマント城の様子を想像して、フェリシアはドキドキする。この見た目もやることも派手なテオがやるからには、相当な事態だったのではないだろうか。

　テオの言葉に、フェリシアは一つ気になる部分があった。

「服を、作って……？」

「美しいこの僕に、だっさい服を着せようとしてくるんだよ？　あれは最悪だったね。だからそういう奴らに、僕は自分が作った服を着て、黙らせてやったんだ。みんな顔真っ赤にして見とれてた。それでも認めない奴らには、作った服を売って目の前に大金用意してやったら、やっぱり黙り込んじゃった。あれは面おも白しろかったね」

　ベルホルトが重症の頃と言うと、テオも十三歳ほどのはずだ。そんな少年が、いきなり連れて来られた場所で、自分を認めさせる実力と才覚。自由に振る舞まいながらも、自分の道を自分で切り拓ひらいていく強さ。ベルホルトもテオに対しこう言っていた。

　──退たい屈くつな若者達にとって、己おのれを貫つらぬき、自由に振る舞うあいつの存在は革新的だった。あいつの圧あつ倒とう的な存在感に魅みせられた者達が、こぞってテオを真ま似ねて国を出たんだ。

「すごい……」

　俯うつむいて呟いたフェリシアを、テオは下から覗のぞき込んでくる。ベールの下も見られるのではないかと、フェリシアは慌あわてて身を引いた。

「で？　僕の気持ちがわかる王女さまは、どうして僕を助けたわけ？　何が望み？」

「何も望みなんて……。私はただ、あなたがつらそうだったので……」

「僕、気が短いんだ。さっさと本当のこと答えて。さーん、にー、いーち……」

「ええ⁉　あの、あのあの……っ」

　フェリシアももう一度考えてみるが、考えなんてなかった。ただただ、苦しんでいる彼を放ほうっておくことが出来なかっただけだ。しかし彼にそう言って納なつ得とくしてもらえるとは思えない。

　助けようと思ったきっかけが、テオのプライドの高い瞳であったことを思い出した。フェリシアは充じゆう分ぶん考えがまとまらないまま、慌てて答えを口にする。

「私、あなたのことを初めて見た時っ、こんなに美しくて、斬ざん新しんで綺き麗れいな服を着こなしている方を、初めて見て、その、それで……！　もっと見たいと……」

（何言ってるの私ー！　これは助けた理由じゃないじゃない！）

　焦あせってしまって、何を言っているのか自分でもわからない。テオは不意に笑い出した。

「ぷっ……あははははっ！　君、馬鹿なの？」

　笑われても、フェリシアは何も言えない。顔を俯かせていると、テオはフェリシアの顎あごを人差し指で掬すくって、顔を上げさせた。その顔が上機嫌に笑えんでいる。

「でも、素す直なおな馬鹿は嫌きらいじゃないよ。それに馬鹿だけど、君は僕の価値をわかってる」

「価値、ですか……？」

「僕に美しいって言うことは、僕をちゃんと見てるってこと」

　テオの人差し指が顎から離はなれ、フェリシアのベールを掠かすめ、揺ゆらす。

「君はそんなの被かぶって、何を守ってるの？　何が得られるの？　それとも、何もいらないの？」

　テオはフェリシアがベールを被っている事情を知らない。しかしその言葉の数々は、フェリシアの胸に深く突つき刺ささった。

　何も言えずに俯いてしまったフェリシアだったが、テオは大して興味もないのか、ベッドから下りて立ち上がった。

「ま、いいけど。じゃ、目的達成したし、かーえろっと」

「え⁉　もう平気なのですか？　というか、目的って……？」

　テオは血を吐はいていたとは思えない足取りで、さっさとドアに向かっていく。フェリシアが心配してついていくと、彼は部屋を出てから振ふり返り、悪戯いたずらっぽく笑った。

「お人ひと好よしで僕を部屋に招き入れたこと、後こう悔かいしないといいね」

「ど、どういう意味かわかりませんが、あなたを助けたことに後悔なんてしません」

「どうかなぁ？　ああそうだ。僕の病のこと、他言したら許さないよ。僕、自分でも怒おこると何するかわからないから。……ま、君にはそんな度胸もないか」

「言いませ──ひゃっ⁉」

　やはり少し熱っぽい手が、フェリシアの両の頰ほおを撫でた。そしてそのままフェリシアの首に腕うでを回して抱だき締しめる。

「テ、テオさま……⁉」

「僕、君のこと結構気に入ったよ、フェリ。これはホント。──じゃあ、また明日あしたね」

　そう言うとテオはフェリシアを離し、ヒラヒラと手を振って去って行った。

（ハッ！　そういえば、どうして私の部屋のバルコニーにいらっしゃったのか、訊きいてない。どうしたら服のお詫わびを出来るのかも）

　完全にテオのペースに吞のまれて、フェリシアからの肝かん心じんな質問はほとんど出来なかった。

（あれ？　でも、服を汚よごしたことは口にされなかった。服を汚した時は拘こだわっていらしたのに、どうして……？）

　結局、テオとは話が出来たが、彼はさらなる疑問しか残さなかった。

　しかしフェリシアの疑問の答えも、翌日にはわかった。彼が言った『目的』の意味も。
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　テオの言葉が気になって、結局眠ねむったのは朝方だった。肩かたを揺すられ、フェリシアは目を覚ます。朝日が眩まぶしい。

「フェリ。朝だぞ」

「ん……アロイス、おはよう」

「はい、おはよう。さぁ、頭をしっかり起こそうか」

　優やさしい声に、フェリシアは目を擦こすって、ベッドに腰こし掛かけた彼を見上げた。

　アロイスは優しい笑顔と声をフェリシアに向けていたが、よく見ればその目の奥は笑っていなかった。フェリシアの目が一気に覚め、飛び上がるようにして身を起こした。

「ひっ⁉　な、何？　どうしたの……？」

　優しい笑顔はそのままに、威い圧あつ感かんだけを増ぞう幅ふくさせて、アロイスは口を開いた。

「お前とあの享きよう楽らく王子が恋こい仲なかだって噂が立ってる」

「…………………………へ？」

　享楽王子──テオと恋仲だと噂が立っている。

　この言葉の理解に十秒ほどかけて、フェリシアは目を丸くする。

「ど、どうして、何で、そんなことになってるの……⁉」

「昨晩、お前の部屋から享楽王子が出て行く姿を見てる奴やつが何人かいるんだよ。お前、いつあいつを部屋に入れた？　何で俺に何も言わなかった？　リリィがいるから、ないとは思うが、何かされたんじゃないだろうな？」

　アロイスの表面上は優しい笑顔と怒いかりのオーラがじりじりとフェリシアに迫せまってくる。アロイスの怒りの笑顔から身体からだを反らせて逃にげつつ、フェリシアは涙なみだ目めになる。

「ア、アロイス、怖こわい怖い怖い……っ！　ごめんなさいごめんなさい！」

「俺の質問に答えなさい」

　怒ってる。綺麗で完かん璧ぺきな笑顔で、過去ベスト三位に入るぐらい怒ってる。

「っ……！　リリィ、お前──」

　アロイスの足に、リリィが嚙かみついていた。しかしすぐにやめ、耳をぺたんと寝ねかせる。

「……そうだな。俺達が油断したのもあるな」

　反省するリリィと目を伏ふせるアロイスを見て、フェリシアは声を上げる。

「違ちがっ……リリィは何も悪くないの。ちゃんと私を守ってくれてた！」

「……そうだな。それはそれだ。お前には危機感がなさ過ぎる」

　今度は怒りの表情で、アロイスはフェリシアの頭をガシッと摑つかんだ。

「ひっ！　そ、それに、テオさまとは、昨日会ったばかりで、恋仲なんてあるわけ……っ」

「何もなくても、夜に女の部屋から男が出てくるってことはそう勘かん違ちがいされてもおかしくないってことなんだよ！　何であんな危険な奴入れたんだ」

「それは……」

（あんなに苦しそうな姿をみて、放っておくことなんて……）

　──僕の病のこと、他言したら許さないよ。

　何も言わないフェリシアに、アロイスは一度ため息をついて、口を開く。

「……たぶん、ベルホルト王子の耳にも入ってるぞ」

「え……」

　フェリシアの心臓が大きく跳はねる。フェリシアは半ば呆ぼう然ぜんとしながら、首を横に振る。

「何も、ない……。私、テオさまとは、話をしていただけ……！」

「だったら、自分の口でそう言え。朝食誘さそわれてるんだから、さっさと用意しろ」

　アロイスが頭をぽんと叩たたく。それに少し励はげまされ、フェリシアは小さく頷うなずいた。

　正直、会うのがこわい。どうしてこんなに動どう揺ようしているのか、自分でもわからない。




　フェリシアはベルホルトとイグナーツ、ルディ、アロイスと朝食を摂とったが、せっかくの料理も味がしなかった。食事中も彼はテオとの話題は出さず、変わったところもなかった。

　食後の紅茶を飲みながら、ベルホルトはフェリシアを見つめて口を開いた。

「あまり食べていなかったようだが、体調は何ともないか？」

「へ、平気、です……！」

　フェリシアの動揺した様子を見て、ベルホルトは紅茶を置いて、フェリシアの方に少し身を乗り出した。

「あえて話に出さなかったんだが、その様子だと、そうもいかんな。……テオのことだ」

　返事よりも先に、フェリシアの身体がびくっと跳ね上がる。

「私、何も……！」

「わかっている。どうせあいつが押し入ったんだろう。なぜあいつを部屋に入れたりしたんだ」

「すみま、せん……」

　ベルホルトの言葉に、心臓がぎゅっと縮み、手が冷たくなった。危機感が足りなかった。こんな噂うわさが広まるなんて、思いもしなかった。

「でも、本当に何もないんです！　私は、ただ……」

　フェリシアは思わず立ち上がり、声を上げて首を横に振る。身体では必死で否定するが、彼を部屋に入れた理由を、言葉で説明出来ない。

（言ってしまえばいいんだろうけど……。テオさまは、誰だれにも知られたくないはず……）

　それだけは、彼の心からの願いのように思えた。

（誤解されたくないのに……！）

　フェリシアがぎゅっと手を握にぎり締め、どうにか言葉を口にしようとした時。

　ノックもなしに、ドアが開いた。そして爽さわやかな朝によく似合う透すき通った声が響ひびく。

「おはよう、フェリ。昨日の夜は楽しかったね」

　テオの声に、立ち上がっていたフェリシア以外の四人も席を立つ。ベルホルトがテオの前に立ち、彼を睨にらむ。その目にははっきりとした怒りと敵意が見える。

「隣りん国ごくの王女の寝しん室しつに忍しのび込むなど、賊ぞくのすることだぞ」

「朝から何怒ってるのさ、ベル。あ、僕がフェリと楽しい夜を過ごしたから？」

　テオは煽あおるようにベルホルトに笑い、視線をフェリシアに移す。

「こいつの傍そばにはリリィがいるんです。何も起こるはずがありませんよ」

　アロイスも静かな怒りを込めて、テオに言う。フェリシアの足元でリリィも唸うなった。テオはアロイスとリリィの怒りでさえも面おも白しろそうに見つめている。

「そうだね。でも、今後はわからないよ？　噂っていうのは勝手に広まるものだし、僕はまだ交際については何も言ってないけど、認めれば、噂はもっと尾おひれがついて広がるしね」

　くすくすと楽しそうに笑うテオに、フェリシアも向き合った。

「テオさまは……私などと噂が立ってもいいのですか？」

「構わないよ。だって最初からそのつもりだったんだもん」

「え……？」

「噂が立てばそれでよかったのさ。君の部屋に入っただけで、僕の目的は達成されてたんだ」

　今のテオは、昨夜の弱々しい姿が噓うそのように健康そのもので、自信に満ち溢あふれた姿だ。

（そんな……じゃあ、あれは全部、私の部屋に入るための演技だったの？　でも……）

　──絶対、呼ぶな。誰か一人でも呼んだら、殺す……っ！

　テオは鋭するどいナイフを突つきつけるように睨みつけ、フェリシアに確かにそう言った。

（誰も呼ぶなとおっしゃっていたのに、どうして噂が立つのを良しとしているの？　噂が立てばそれでいいなら──）

　しかし昨夜の彼は咳せき込み、その度たび血を吐はいており、体温も明らかに高かった。

（テオさまがご病気なのは、きっと本当。それを知られたくないのも……）

　フェリシアが顔を上げると、テオがこちらを見つめていることに気付く。

「どうしたの、フェリ？　黙だまっちゃって。何か言いたいことでもあるの？」

　言ったらどうなるか──テオの目は脅おどすようでもあったが、それ以上にフェリシアが決して病気のことを口にしないことを確信していた。

（……言えない。きっとあれは、この方が一番秘密にしたいこと）

　フェリシアの祝福の力のように。言ってしまえば、きっとフェリシアは楽になる。しかしそれは彼の大切な何かを傷つけることになる気がした。

「……テオさまとは、服の話をしていただけです」

　テオはフェリシアに笑いかけてから、深緑の瞳ひとみに怒りをたたえるベルホルトに視線を移した。

「フェリが昨日コンテストに出るって言えば、僕もこんな手段はとらなかったんだけどな」

　ベルホルトがきつくテオを睨みつける。

「……お前は、一体何がしたい」

「僕の人生の楽しみは、自分を着き飾かざることと、勝負をして勝つこと。ドレスコンテストなんて、この国で僕が初めて面白そうだと思ったことだもん。参加して、優勝したいじゃない？　でも他ほかの参加者なんてきっと相手にならないから、フェリが出てくれないとつまらないんだよ」

　ちらりとフェリシアを一いち瞥べつして、テオはベルホルトに笑いかけた。

「それに僕、本当にフェリのこと気に入っちゃったんだ。だから昨日言った通り、僕が勝ったら、フェリをちょうだい？」

　言葉だけを見れば愛の告白のようだったが、テオの声には甘い感情は込められていない。

「フェリを、物のように言うな……！」

　そう言ったベルホルトの声は静かだったが、低い声には強い怒いかりが込められていた。

「いい加減、戯ざれ言はやめろ。妻を取る気などないはずだ。……それとも、そこまでして俺と王位を争いたいということか？」

　ベルホルトの深緑の瞳が射い貫ぬくようにテオを見み据すえた。その厳しい視線を受け、テオは翡ひ翠すいの瞳を細めて楽しげに笑った。

「好きにとれば？　僕なら君より、この国を面白く出来るかもね？」

　挑ちよう戦せんともとれる言葉をベルホルトに投げた後、テオはフェリシアににこっと微笑ほほえみかけた。

「でもフェリが欲しいのは本当だよ。フェリは小国とは言え一応一国の王女だし、召めし使いには出来ないでしょ？　だから妻として、一生僕の服を作らせようと思って」

（それは妻でなく実質召し使いでは……⁉　いえ、そういうことではなく……！）

　予想外の妻の役目に、フェリシアは内心で戦せん慄りつしたが、今の問題はそこではない。

　テオはコンテストに出ると言わない限り、引かないだろう。

　覚かく悟ごを決めるしかない。フェリシアは両手を握り締しめ、口を開いた。

「私……コンテストに出ます」

「フェリ……！」

　ベルホルトが怒おこるように、フェリシアを振ふり返る。彼の顔は険しく、胸がずきりと痛んだ。余計なことを言っただろうか。しかし他に、テオを止める手立てが思いつかない。

「元々、私がテオさまの小こ瓶びんを割ってしまったのが原因です。ですから、私が……」

「だからと言ってお前が──」

「じゃあ、決まりね」

　フェリシアとベルホルトのやりとりに無む理り矢や理り言葉を重ねて、テオはマイペースに続ける。

「それとさ、ベル。コンテストの条件をちょっと変えない？　誰がデザインしてるかは公表しないことにしようよ。顔も、流行のベールや仮面で隠かくしてさ。その方が公正だし、盛り上がるでしょ？　僕もズルされたくないし」

「あんたはする方じゃないのかよ」

　アロイスがしっかり聞こえる声で言うと、テオはアロイスを面白そうに見つめて言った。

「僕は勝負事で不正はしないよ。勝負は正々堂々と叩き潰つぶすのが、一番楽しいからね」

　それを聞いて、フェリシアの背筋に冷たいものが走る。わかってはいたが、とんでもない相手と勝負をすることになってしまったのではないか。

　怯おびえるフェリシアを、テオは貫くように指さす。笑っているが、その目は真しん剣けんだった。

「それから、これは僕と君の間でのルール。自分でデザインした服は自分で着ること。フェリの相方は、もちろんベルでね。僕の相方は勝手に決めさせてもらうよ」

「え⁉　そんな……！」

　テオはフェリシアの意見など聞くつもりもないらしい。勝手に決めて、くるりと背を向けた。その背中をベルホルトが引き留める。

「待て。お前が負けた時はどうするつもりだ」

「その時は、何でも言うこと聞いてあげるよ。負ける気なんてないからさ」

　ダンスのステップを踏ふむように、上じよう機き嫌げんでテオは部屋を出て行った。半ば呆ぼう然ぜんとしていたフェリシアは、その軽快な足音が聞こえなくなってから、ようやく我に返って顔を蒼あおくした。

「私が、私とベル王子の服を……⁉　そんな、どうしよう……！」

　頭を抱かかえたフェリシアの傍に、ベルホルトが立った。フェリシアが見上げると、彼は厳しい目でフェリシアを見下ろしていた。

「なぜ勝手に出場するなどと答えた。これではお前の身が危険に晒さらされるだろう」

　強い口調で言われ、フェリシアの肩かたが震ふるえる。

「申し訳、ありません……っ」

　ベルホルトはテオの、フェリシアを侮ぶ辱じよくするようなセリフに対して怒ってくれた。フェリシアのことをただ怒っているだけではない。心配してくれている。わかっているのに、フェリシアの喉のどは詰つまって、顔は俯うつむいてしまう。

「いや……奴やつを止められなかった俺も悪い。すまなかった」

「そんな……っ！　違ちがいます、ベル王子は悪くありません！」

　ベルホルトの彼自身を責める言葉に思わず顔を上げると、ベルホルトはフェリシアの目の前に手を翳かざす。その向こうでは、厳しい視線すらもフェリシアから逸そらされていた。

「……言い合っていても仕方のないことだ」

　ベルホルトは自分が悪いと結論づけて、話を終わらせてしまった。フェリシアが何も言えずに俯くと、イグナーツが遠えん慮りよがちにベルホルトに尋たずねかける。

「……殿でん下か。テオさまは、王位を争うおつもりでしょうか？」

「さあな。あいつは王に興味などないと思っていたが。……どちらかというと心配なのは、フェリへの興味だ」

　ベルホルトの言葉に、フェリシアは俯かせていた顔を慌あわてて上げる。

「私、本当に少しお話をしただけですし、それに部屋に入れたのも、事情があって……」

「どんな事情だ？」

　ベルホルトが即そく座ざに尋ねたが、フェリシアは声を詰まらせる。テオの身体からだを思うなら、言った方がいい。でも、彼の意志を尊重するなら。

　悩なやんで黙り込むフェリシアを見て、ベルホルトは目を伏ふせた。

「……言いたくないなら、いい」

　諦あきらめたような声と合わない視線に、フェリシアの視界が揺ゆらぐ。

（呆あきれ、られた……？　私が何も言わないから……）

　ダメだと思いつつも、思考が暗く沈しずんでいく。──嫌きらわれているのでは。

「殿下、そろそろお時間が……」

　イグナーツが時計を見て、申し訳なさそうに次の予定の時間であることを知らせる。部屋を退出しようとするベルホルト達を見て、フェリシアは慌てた。

「あの、私、本当に……！」

「……悪いが、時間だ。話はまた後で聞く」

　背を向けたまま、ベルホルトは答える。

（話を聞いて……！　あなたにだけは、ちゃんと聞いてほしいのに……！）

　ドアに向かったベルホルトに、フェリシアは駆かけ寄る。待って。待って。待って……！

「ベル王子！──きゃっ……！」

　その背に手を伸のばした瞬しゆん間かん、足がもつれ、フェリシアはドレスの裾すそを踏んで転んだ。真後ろで転んだフェリシアに、ベルホルトも驚おどろいて振り返った。

　転んだ恥はずかしさと情けなさで、焦あせりがさらに加速する。フェリシアは慌てて起き上がり、ベルホルトを見上げた。今の状じよう況きようを、よく見ていなかった。顔を上げると、するりと音がした。

「信じてください、ベル王子！」

　この人にだけは、誤解されたくない。それしか頭になかった。

「フェリ！」

　アロイスの焦った声がした時には、はっきりとベルホルトの顔が見えた。

（あ……）

　転んだ際にずれたベールが、顔を上げたことで取れてしまった。

　ベールがぱさりと床ゆかに落ちる。イグナーツとルディも、フェリシアの目が見える位置にいた。二人はフェリシアの顔とその目を見て、声を上げた。

「やはり天使のごとき美しさです！　このような清せい浄じような方がテオさまと恋こい仲なかなどありえない！」

「フェリ、やっぱ可愛かわいいいいいい！　もう何でもしてあげたくなっちゃうっ！」

「お前達は引っ込んでいろ」

　ベルホルトは興奮したイグナーツとルディを押しやり、フェリシアを立ち上がらせた。そして真っ直すぐフェリシアを見つめ、そっと肩を摑つかみ、優やさしく微笑んだ。

「フェリ。俺はお前の言葉を信じている。お前の瞳ひとみを見ても、見なくても、気持ちが変わることはない」

　はっきり見える深緑の瞳に、フェリシアの空色の瞳が映っている。

（だけど、この目は……！　だけど、ベル王子には……だけど、だけど……！）

　祝福の力は瞳を見た者を魅み了りようするが、ベルホルトには祝福の力は効かない。しかし今、フェリシアの祝福の力はなぜか強くなっている。

（だってベル王子は、今まで私に冷たかったのに、急に、こんな……っ）

　これではまるで、ベルホルトにも祝福の力が効いてしまったようで。

（違う、効かない。ベル王子には祝福の力は効かない。なのに……何で信じられないの！　私なんかを信じてるって言ってくださったのに！　信じたいのに！）

　頭では必死に否定するのに、フェリシアの心が納なつ得とくしてくれない。これは祝福の力のせいかもしれない──その疑念が、どうしたって消えてくれない。

（ベル王子に祝福の力が効いてしまったら、もう、私自身を見てもらえない……。そんなの、嫌いや……っ！）

　目の前のベルホルトがフェリシアの様子を見て口を開きかけた。しかし突とつ然ぜん、視界が暗くなり、背後から声がした。

「──フェリ。落ち着け」

　アロイスの声とともに、フェリシアの身体は背後に抱だき寄せられる。そしてベルホルトの手が、肩から離はなれていく。目の前にはアロイスの手が翳されていた。

「やっぱりこいつ、今日は調子が悪いみたいです。コンテストまでもう三週間しかありませんし、衣い装しように集中させます。なので、しばらく放ほうっておいてもらえますか」

　アロイスの声は刺とげ々とげしく、いっそ敵意さえ感じられた。

（違う、ベル王子が悪いんじゃなくて、それに、それじゃあ、お話し出来ないのに……！）

　何か言いたいのに、声が出てこない。自分でも何が言いたいのかわからない。何を言えばいいのか、わからない。アロイスに閉とざされた視界の中、ベルホルトの声がした。

「……わかった」

　そう言って、ベルホルト達は部屋を出て行ったようだった。

（どうして……？）

　ドアが閉まる音が、耳に反はん響きようしている。







　部屋に戻もどり、フェリシアは半ば無む理り矢や理りアロイスにソファに座らされた。

「まずは落ち着け」

　アロイスはソファに座ったフェリシアの前に膝ひざを突つき、こちらを見上げてくる。あたたかいアロイスの手が、フェリシアの手を優しく包んだ。そこでやっと、声が出た。

「……祝福の力が強くなっていたから、ベル王子にも影えい響きようしてしまったのかもしれないって、そう思ったら、怖こわくなって……っ」

　アロイスは手を繫つないだまま、フェリシアの隣となりに座った。

「どうしてだ？」

「だってそうなったら、ベル王子のことを信じられない。信じたいのに、信じられない自分が嫌。それに、もう私自身のことを見てくれないかもしれない。それが、全部嫌なの……っ！」

「……それは、祝福の力の理解者がいなくなるから、嫌なのか」

　フェリシアは黙だまり込む。もちろん理解者がいなくなるのは悲しい。しかし。

「……わからない。ベル王子に対して、わからない気持ちがあって、混乱してしまうの……」

　膝の上でぎゅっと握にぎっていた手から視線を外し、アロイスを見上げる。

「アロイス、私、どうしたらいいの？」

　アロイスは繫いだ手にぎゅっと力を込めてきた。同じ空色の瞳が、フェリシアを見つめてくる。その瞳がわずかに揺れた気がして、フェリシアは目を瞬まばたかせる。

「アロイス……？」

　何だか、様子がおかしい気がする。アロイスは一度瞼まぶたを伏せた。握った手はそのままでしばらく目を閉じていたが、次に目を開けた時には、アロイスはいつもの兄の表情だった。

「……ベルホルト王子に、祝福の力は効かない。それは俺が保証してやる」

　握っていた手を離し、アロイスはフェリシアの額に自分の額を触ふれさせて言った。

「ちゃんと自分の気持ちを整理して、向き合え。俺に甘えることは構わない。だけど俺は、その問いには答えてやれない。お前が考えて、答えを出すしかないんだ。……あとはその答えから、目を背そむけるな」

　ぽん、と優しく頭を撫なでられる。昔から、アロイスはこうしてフェリシアを落ち着かせてくれる。フェリシアはしばらくその手に甘えていた。

　フェリシアが落ち着くと、アロイスの冷静な言葉が聞こえた。

「何とかしないと、コンテストもまずいな」

　アロイスのその声に、フェリシアは数秒固まり、そして震ふるえ出す。

「そうだった！　どうしようアロイス！　私、自分のドレスなんて作ったことないし、似合うかもわからないし、それに……！」

　自分のドレスだけではなく、ベルホルトの服もデザインしなければならない。

（ベル王子の服を──あれ？　待って。あれ……？）

　ベルホルトの姿を思い浮うかべる。今まで彼が着ていた服は思い出せるが、見たことのない服は見えてこない。いくら考えても、彼の姿は、今までフェリシアが見たことのある服ばかりだ。

　血の気が引いて行く。

「ベル王子の衣装も……何も、浮かんで来ない……」

　それを聞いて、アロイスはキラキラした笑えみを浮かべてフェリシアに優しく言った。

「浮かばないなら馬ば鹿かには見えない服ってことでいいんじゃないか？」

「こんな時に冗じよう談だん言わないでー！」

「わかったわかった。まずは一回落ち着け。何か甘いものでも持ってきてやるから」

　もう一度頭をぽんと撫で、アロイスは立ち上がって部屋を出た。撫でられた頭に触れ、フェリシアは首を傾かしげた。







　部屋を出てドアを閉めると、アロイスは腕うでを組んで虚こ空くうを見つめた。

「……色々とまずいな、これは」

　脛すねの辺りに柔やわらかな感かん触しよくがあった。驚おどろいて足元を見るとリリィがいた。

「何だよリリィ。フェリのところにいなくていいのか？」

　アロイスの足に身体からだをすり寄せてから、リリィはアロイスの前方でちょこんと座り、飴あめ玉だまのようなくりんとした目で見上げてくる。

「お前もしかして、俺のこと心配し──」

　言いかけた時、突とつ如じよリリィはアロイスの目前まで跳ちよう躍やくした。「びゃ！」という鳴き声と頰ほおへの衝しよう撃げきと共に、アロイスの視界が横に揺ゆれた。猫ねこにしては大きな前足に叩たたかれ、アロイスはふらついた。頰の表面の痛みよりも、頭を揺らされた衝撃の方が効いている。

「こっの……っ、お前は猫じゃないんだぞ。俺の首もげるだろうが……！」

　リリィは再び跳躍し、アロイスの胸むな元もとに飛び込んできた。アロイスが腕で抱き留とめることを当然だと思っている。これではどっちが主あるじだかわからない。

　リリィはじっとアロイスの目を見つめてくる。その目を見て、アロイスは苦く笑しようした。

「しっかりしろってか？　お前は本当にフェリのことしか頭にないな。……俺と一いつ緒しよだ」

　不満そうに鳴き、リリィはアロイスの腕から下りて部屋に戻ろうとした。その時、リリィの足音に重なって、背後から物音が聞こえた。アロイスが振ふり返ると、角から影かげが遠ざかった。

「──リリィ、追え」

　アロイスの低い声に、リリィは影を追って廊ろう下かを走り去っていく。アロイスは部屋に入り、再びフェリシアの隣に座る。

「アロイス？　何、どうかしたの？　リリィは……？」

「……何でもない。リリィが帰って来るまでいるぞ。甘いものはお預け」

「う、うん……大だい丈じよう夫ぶ？」

　フェリシアが心配しているのはアロイスだった。それに気付かないふりをして、笑みを作る。

「ああ、心配するな。何があっても、お前は俺が守ってやるから」
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　ドレスを作るために設しつらえられた作業部屋のドアが開き、そこからルディの顔が覗のぞいた。

「どう、フェリ？　デザイン進んで……ありゃ、ダメっぽい？」

「ルディさんんんん……っ！」

　コンテスト出場を決めた日からはすでに三日が経たっている。祝福の力の効果は切れているのだが、ルディは半泣きのフェリシアの声を聞いて、頭を撫でてくれた。

　それを見て、アロイスはドアに向かいつつ、ルディに声を投げかけてきた。

「俺は少し用があるから出てくる。すぐ戻ってくるから、フェリを頼たのんだ」

　ルディが快かい諾だくすると、アロイスはすぐさま部屋を出て行った。

（アロイス、最近、ピリピリしてる気が……。聞いても誤ご魔ま化かして教えてくれないし……）

　フェリシアが内心彼を心配していると、ルディがフェリシアを覗き込む。

「フェリ？　大丈夫？」

「あ、はい！　デザインが……進まなくて、ですね……」

「……もしかして、またベルのことで頭悩なやませてる？」

　図星を指され、フェリシアは小さく呻うめきつつ頷うなずく。

「でも、ベル王子には何も非はないんです！　私が勝手に、悩んでいるだけで……」

「自分の気持ちがわからない、とか？」

　自分が言ったのかと思ったが、違ちがう。ルディの言葉だった。フェリシアが目を瞠みはると、彼女は優やさしく笑った。

「よくあることだよ。ていうか、私は今まさにそれだもん」

「え……？　ルディさんが……？」

　ルディは頷き、ソファにフェリシアを座らせた。ルディも並んで座る。

「……ガーディに、何か言いたいんだけど、何を言ったらいいのかわかんなくてさ」

「ガーディさんとは、まだお話しされていないのですか……？」

「うん、向こうもテオさまの護衛任務が終わったってわけじゃないみたいだし……。いや、私が会おうとしてないのかな。……会う勇気がなくて」

　その横顔に、彼女らしくない自信のなさが浮かぶ。いつもは明るい彼女のその表情に、何とか元気づけたいと思う。フェリシアに何が出来るかはわからないが、でも──

「あの、もしよろしければ、ガーディさんとのこと、お話ししてくださいませんか……？」

　聞いてはいけないことだろうかとドキドキしたが、ルディはあっさり話し始めた。

「ありがと。んーと、どこから話そうかな……」

　ルディは微笑ほほえみながら、懐なつかしそうに思い出を語ってくれた。

　三年前、騎き士しだったガーディは、ベルホルトの視察に護衛として共に遠方に赴おもむいた。その頃ころにはすでにルディとは恋こい仲なかで、お互たがいが傍そばにいることで気合いも入り、視察は無事に終わった。しかしその帰りの山道の中、盗とう賊ぞくに襲おそわれたのだという。

　その話になると、ルディは顔に暗い影を落とした。

「投とう獄ごくがどうのって、テオさまの従者が言ってたでしょ？　あれはさ、盗賊に襲われた時、ガーディがベルよりも私を庇かばって怪け我がさせたってことになったからなんだ。……でも、事実は違う。ガーディはちゃんとベルを守ってた。あの時ガーディがいなかったら、確実に私達は全員殺されてたぐらいだよ。でも盗賊の数が多くて、色んな奴やつがベルを狙ねらってきた」

　盗賊の刃やいばがベルホルトに向いた。しかし彼は他ほかの盗賊を相手にしていて避よけられない。その時ルディは、主であり親友のベルホルトを守るため、死ぬ覚かく悟ごで彼の前に立った。

　しかしルディは今、ここにいる──そんなフェリシアの視線に、ルディは頷いた。

「……私は、いつの間にかガーディに抱かかえられてて、ガーディは敵の剣けんを弾はじいてた。でも、その弾いた剣がベルの腕を掠かすめてしまったんだ。結構深い傷になっちゃってね」

「なら、それは事故ですっ。ガーディさんはルディさんの命も、ベル王子の命も守っていらっしゃるじゃないですか！」

　フェリシアが思わず強い口調になったのを見て、一度ルディは意外そうな顔をして笑った。

「そうなんだ。でも、同じ庇われた立場でも、私は従者なのに無傷で、ベルは王子なのに怪我してる。城に帰ったら『王子より恋こい人びとを庇うなど護衛にあるまじき行動だ』って、ガーディは罪に問われた」

　ベルホルトがその時の状じよう況きようを説明し、ガーディは投獄を免まぬかれた。しかし納なつ得とくしていない者も多く、何よりガーディ自身が自分の力不足を責め、自分を許していなかった。

「あれは私の力不足だったんだけどね。私が、ベルと自分を守らなきゃいけなかったのに」

　目を伏ふせるルディの手に、フェリシアは自分の手を重ねて首を横に振った。

「誰だれも悪くなんてありません。お二人とも、ご自分のお仕事をまっとうされただけです」

　フェリシアの言葉に一度目を瞠ってから、ルディは微笑んだ。

「ありがと。ベルと同じこと言うね。……でもその後は、どれだけガーディは悪くないって言っても、ガーディは自分が守れなかったのが悪いって言ってた。私も悪くないって言われても、受け入れられなかった。お互いに自分を責めて、言葉が届かなくなってたんだ。そんな時に、テオさまが旅に出るって話が出てきてさ」

「それで……ガーディさんがテオさまの護衛として同行されることになったのですね」

　ルディは頷いた。気まずい関係の頃に、離はなればなれになることになった。

「急な決定だったから、私、何も言えないままガーディを送り出しちゃったんだ」

　ルディの瞳ひとみに、後こう悔かいの色が滲にじんだが、彼女は俯うつむきかけた顔を上げる。後悔の色は消えていた。

「でも、後から考えて、ガーディの気持ちがわかったから、今まで待っていられた」

「ガーディさんのお気持ち……？」

「うん。自分の力不足で守れなかった悔くやしさ。だから、テオさまの護衛の任務を完かん璧ぺきにこなそうって思ってたんだと思う。そしたら、また一緒にいられる日が来るんだって」

　そう言って息を吐つくと、ルディはソファの背もたれにもたれかかった。

「帰って来たら色々言うつもりだったのに、いざとなると、何もいえなくてさー。……私も、勇気が出ないんだ。ガーディが大切で、大好きで……愛してるから、余計に」

　座り直してから、ルディは困ったように笑った。

（こんなに互いを想おもい合っていらっしゃるのに……。どうすれば、ルディさんとガーディさんが、笑え顔がおを向け合ってくれるの……？）

　フェリシアの脳のう裏りに、ひらりとした花びらのようなものがちらつく。それはフェリシアの頭の中でくるくると舞まい踊おどる。ドレスだ。そのドレスを纏まとい、踊っているのは──ルディだった。優しく微笑む彼女が身を寄せているのは、昨日幸せそうに笑っていたガーディだった。

（私、どうして今……お二人の姿が浮うかんだの……？）

　ルディはいつも明るい笑顔でフェリシアを助けてくれる。そんな彼女に、寂さみしい顔をして欲しくない。

（きっと私は……ルディさんとガーディさんに、こうして笑ってて欲しいんだ）

　そして自分とベルホルトの衣い装しようが浮かばないのは、きっと、フェリシア自身がベルホルトとどうありたいのかがわからないから──そんな気がした。

「フェリ？」

　ルディが心配そうにフェリシアを覗き込んでくる。考え込んでいたフェリシアはハッとして、ルディに向き直って言った。

「今からでも、遅おそくありません！　ガーディさん、私にルディさんのことをお話しされていた時、とっても幸せそうに笑っていらっしゃいました。ベールが流行はやってるのを見て、ベールを被かぶってたら、可愛かわいい顔と綺き麗れいな赤い髪かみが見えないから嫌いやだなっておっしゃってました」

　ルディはそれを聞いて、少しの間目を瞠って黙だまっていた。そして不意に、まとめていた髪を解ほどく。真っ直すぐで長い赤髪は結んでいた痕あとも残らず、さらさらと彼女の背中や胸に落ちる。彼女は自分の髪を見下ろしながら呟つぶやくように言った。

「……私ね、昔は髪も短くて、今よりずっと男っぽかったんだ。でもガーディが、この真っ赤な髪を見ると綺麗で元気が出るっていうから、三年間ずっと伸のばしてたんだ。……ガーディに、また綺麗って言って欲しかったから」

　自分の髪を撫なでて、ルディはフェリシアに優しく柔やわらかく微笑んだ。

「ありがと、フェリ。私もちゃんと、気持ちを整理して、言いたいことをガーディに伝えるよ」

　柔らかい笑みの中で、彼女の赤い瞳は強く輝かがやいていた。

「……話してみないと、わかりませんよね……」

　フェリシアはそう独りごち、ルディを見上げた。ベールでよく見えないかもしれないが、彼女に微笑みかける。

「私こそ、ありがとうございます、ルディさん。私もベル王子にお会いして、ちゃんと、お話しします。怒おこらせてしまうのは、どうしてなのか。私が何かしてしまったのか……」

「あ、それさ、もしかすると……」

　ルディはそう言いかけたが、首を横に振ふってやめた。

「ううん。フェリが自分で聞いた方がいいね。ベルの奴、フェリに会いたがってるんだけど、放ほうっておいてって言われてるから、珍めずらしく我が慢まんしてるんだ。……だからさ、会いに行ってやって。ベルはいつでも、フェリを待ってるよ」

　ルディが噓うそをつくはずはない。それだけで、会いに行く勇気も出た。

「はい……っ」

　フェリシアはルディの笑顔に、しっかりと頷うなずいた。
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　フェリシアは胸の前でぎゅっと手を組んで目の前のドアを見つめていた。ベルホルトの執しつ務む室だ。昨日ルディが来た時に話を通しておき、フェリシアのために時間を作ってもらった。

　隣となりにいたアロイスが、ちらりとフェリシアを見てきた。そして突とつ然ぜん優やさしく微笑んだ。

「怖こわいなら帰るか？」

「か、帰らない……っ！」

「エーデルシュタインに」

「帰らないってば！」

　隙すきあらば帰国しようとするアロイスに言い返すと、彼はやはり笑顔で舌打ちした。

　フェリシアは一度深呼吸して冷静さを取り戻もどす。

　──お前が考えて、答えを出すしかないんだ。……あとはその答えから、目を背そむけるな。

　アロイスにそう言われた。答えはまだわからないが、ベルホルトに向き合わなければ、その答えもわからないままな気がした。

　──ベルはいつでも、フェリを待ってるよ。

　話を聞いてくれたアロイスと、一いつ緒しよに励はげまし合ったルディの言葉が頭に蘇よみがえる。

（踏ふみ出さないと、何も、変わらない。私は今、立ち止まっていてはいけないの）

　握にぎり締しめた手で、フェリシアは自らドアをノックした。ドアがゆっくりと、開く。




　ドアの向こうでは、ベルホルトがまだ執務机に座っていた。しかしドアを開けてくれたイグナーツはにこやかに「どうぞ」と部屋の中に招く。ルディも手招いていた。机の前までやってくると、ベルホルトはペンを置き、ルディに書類を渡わたして立ち上がった。

「この書類だけ終わらせたくてな、すまない」

「こちらこそすみません、突然……」

「いや……。俺も、放っておいてすまなかったな」

　ベルホルトはフェリシアを見つめてくれた。それだけで、フェリシアは安あん堵どする。

（大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと、話せる……！）

　フェリシアは胸の前で両手を組んで握り、意を決して声を出そうとした。

「あ、こいつの話の前に、俺から一つ報告をさせてください」

　フェリシアが覚かく悟ごを決めて話し出そうとした途と端たん、アロイスがさらりと口を挟はさんだ。フェリシアはアロイスに文句を言おうと口を開きかけたが、彼の真しん剣けんな横顔を見て口を閉とざす。ベルホルト達も表情に緊きん張ちようが帯びた。

「ここ最近、フェリの動きを監かん視しするような者を見かけます。と言っても、こいつは部屋にひきこもっているので、動きも何もないんですけどね。捕つかまえてみても、フェリのファンだからと言うんですが、理由はそれだけではなさそうなので、一応ご報告を」

　アロイスの報告を聞いて、フェリシアは目を瞬まばたかせる。アロイスが最近どこかへ行ったり、ピリピリしていたのは不ふ審しん者を探さぐっていたからだったらしい。そんな人がいるとは、フェリシアはまったく気が付いていなかった。

　ベルホルトは厳しい視線で尋たずねる。

「誰だれかはわかるか？」

「どうも、以前からあなたの政策や方向性に反対している連中のようですよ。筆頭は、カスパル＝シラー卿きよう。彼はあの享きよう楽らく王子……じゃなくてテオさまと懇こん意いのようですね。あとは……」

　その後もアロイスは何人かの名前を挙げる。ベルホルトは名前を聞いて腕うでを組んだ。少し考え込み、イグナーツとルディと顔を合わせて頷いた。

「最近、よくテオのもとに顔を出している者達だな。俺も動向は探っているが、今のところ動きはない。こちらも注意はしておこう。警護の人数はどうする？　増やすか？」

「大たい抵ていは一人か二人ですし、こいつは基本部屋から出ません。無む駄だに人がいてもいざというとき動きが鈍にぶくなるだけですから、その必要はありませんよ」

　冷静なアロイスの判断に、ベルホルトも頷いた。

「わかった。警備の者達にはくれぐれも気をつけるよう、再度言っておく」

「よろしくお願いします。俺の話はそれだけです。──ほら、お前の番だぞ」

「……え？　あっ！　はい！」

　急に話を戻され、フェリシアは頭が追いつかず、あわあわしながら話し始める。

「じ、実は私、まだ、コンテストの服のデザインが浮かんで来なくて……」

　言ってから、フェリシアの頭から血の気が引く音が聞こえた。

（いきなり言っちゃった……！　心配される？　呆あきれられる？　どうしよう……！）

　ベルホルトは机からフェリシアの前までやってきて、真ま面じ目めな顔でフェリシアを見下ろした。

「そうだったのか。何か、俺に出来ることはあるか？」

「えっ？　ええと、すみません、わかりません……。だけど一人で悩なやんでいても、何も解決しない気がして、ベル王子に相談に来たんです。それで……」

　フェリシアはイグナーツとルディを交こう互ごに見た。

「ベル王子と二人で、お話しさせてもらえませんか……っ？」

　絞しぼり出すような声だったが、フェリシアははっきりとそう言った。ちらりとベルホルトを見上げると、彼はフェリシアを見下ろして目を瞠みはっていた。

（嫌、だった……⁉　いえ、決めつけちゃダメ……！）

　自分の後ろ向きな考えを首を横に振って振り払はらっていると、ルディとイグナーツはにこやかに頷き、ドアの向こうに出て行った。アロイスはといえば、睨にらむまではいかない、どこか棘とげのある目をベルホルトに向けていたが、すぐにフェリシアに視線を向けてきた。

「リリィはどうする？」

　フェリシアが答える前に、リリィはフェリシアの腕の中に飛び込み、するりと頰ほおをすり寄せる。やっぱり離はなれたくないのかと思ったが、一声「ぴゃ」と鳴くと、床ゆかに下りててちてちと軽快な足音を立ててドアの前に向かっていった。フェリシアはリリィの後ろ姿を見つめて微笑ほほえむ。リリィは小さな頃ころから一緒だ。言葉はなくても、何が言いたいのかはわかった。

（ありがとう、リリィ。がんばるね）

　アロイスはフェリシアは見ずに、ベルホルトの前に立って、小声で何か言った。

「……既き成せい事実とか作ったら殺しますよ」

「俺をテオと一緒にするな」

　アロイスの囁ささやきはフェリシアには聞こえなかったが、ベルホルトの言葉から、アロイスが何か失礼なことを言ったのだとわかる。フェリシアが慌あわてると、アロイスがぽんと頭を撫なでた。

「……デザインのこと、忘れるなよ。コンテストで負けりゃ、お前はあのナルシスト王子と婚こん約やくしなきゃならないんだからな」

「わ、わかってる！」

　フェリシアが返答するのをしっかり聞いてから、アロイスは部屋を出て行った。

　二人きりになると、フェリシアの心臓の音はさらに速くなる。それを抑おさえるように胸に手を当て、フェリシアはベルホルトに向かい合った。

「ベル王子に、お話ししたいことがあるんです」

「何だ？」

　ベルホルトはじっとフェリシアを見つめてきた。しかしそう言った瞬しゆん間かん、少しばかりその視線が動どう揺ようするように揺ゆれた気がした。どこか身構えているような気がして、フェリシアは内心不思議に思いながらも話し出す。

「衣い装しようのことを相談したいというのは、本当です。でもその前に、私、ベル王子と気まずいままなのが、嫌いやなんです。誤解されたままなのも……！」

　ベルホルトは意外そうに目を瞠ってフェリシアを見つめてきた。

「誤解？　テオとのことか？」

「はい。あの日は、どうしてもあの方を部屋に入れないといけなかったんです。事情は、テオさまの個人的なことで、知られたくないと思っていらっしゃるようなので、話せません。でも本当に、私とテオさまは何もないんです」

「お前に危険が及およぶことは？」

　ベルホルトの視線は厳しい。その視線をフェリシアは受け止める。そしてそれは、フェリシアを心配してくれている眼まな差ざしなのだと気付いた。その気持ちに応こたえるように、フェリシアは首を横に振ふってしっかり答える。

「いいえ。コンテストのことも関係ありません。本当です」

　フェリシアの言葉を聞いて、ベルホルトは厳しい目元を和やわらげ、微笑んだ。

「言っただろう。俺はお前の言葉を信じていると」

　その言葉と微笑みに、胸が締め付けられる思いがした。

（やっぱり、ベル王子には祝福の力の影えい響きようはない。なのに、私は疑ってしまった……）

　フェリシアが落ち込み、俯うつむきかけたところで、ベルホルトの小さな笑い声が聞こえた。顔を上げると、彼は安堵したように笑っていた。フェリシアが首を傾かしげると、ベルホルトは言った。

「俺はてっきり……帰国すると言い出すのかと思って焦あせった」

「え⁉　い、言いませんそんなこと！」

　思いもしなかった言葉に驚おどろき、フェリシアは慌てて手と首を横に振って否定する。その様子を見てまた小さく笑い声を零こぼすベルホルトに、フェリシアも嬉うれしくなった。

「だって、せっかくベル王子が招いてくださったんですから」

　自分でもわかるほど嬉しそうな声になってしまった。なんだか無む性しように恥はずかしくて、フェリシアは顔を熱くしつつ口を押さえた。

　ふとフェリシアがベルホルトを見上げると、彼は目を瞠り、すぐにふいと顔を逸そらした。その眉み間けんには皺しわが寄っている。その顔を見た瞬間、胸の奥が冷たくなっていった。

（あ……また、だ。また、怒おこらせてしまった……っ）

　言いたいことは他ほかにもあったが、つい思ったことを口にしてしまう。

「ベル王子……私は、何かベル王子の気に障さわるようなことを、しているのでしょうか」

　ベルホルトは逸らした視線を戻もどして怪け訝げんそうな顔をした。

「何の話だ、一体？」

「再会してから、目を合わせてくださらない時が何度かありました。今も、です。私があまりに浮うかれて、馬ば鹿かなことを言うから、呆れてしまわれたんですか？　それならそうと、おっしゃってください。直しますから。私、あなたに嫌きらわれたくありません……っ」

　一気に吐はき出すように言って、フェリシアは息を吐つく。言っているうちに涙なみだが浮かんできた。涙目でベルホルトを見ると、彼は固まっていた。やっぱり怒らせていたんだろうか。

　わかっていたのに、胸がひどく痛む。泣いてはいけないのに、じわじわと涙が目に溜たまる。

「いや……それは……だな……っ！」

　ベルホルトの焦ったような言い淀よどむ声がして、フェリシアは顔を上げる。物事を冷静にはっきり言う彼には珍めずらしく、浮かんでいた涙も思わず引っ込む。

「……不快にさせて、すまなかった。だが聞いてくれ。それは──」

　ベルホルトは目を伏ふせ、気まずげに顔を逸らす。

「それは……お前に会えたことが予想以上に嬉しかったり、お前が俺を喜ばせるようなことを言うからだ。……ベール越ごしといえど、顔が直視出来なかったんだ。今もそうだ。お前と笑いあえたことが、嬉しくて、だな……」

「……へ？」

　パチパチと瞬まばたきしてベルホルトを見つめていると、彼の眉間に皺が寄っていく。この表情と仕草で、フェリシアは怒っていると思っていた。しかしどうやら違ちがうらしい。

　ベルホルトはフェリシアに視線を戻した。その目元がわずかに赤くなっていることに気付く。

「……あれ以上お前を見ていると、こういう顔を見られそうで嫌だったんだ。それに、見ていると触ふれたくなる。だから見ないように必死に逸らしていたんだ。悪いか。いや、悪かったんだな、すまん」

　開き直りながら謝り、ベルホルトは真っ直すぐにフェリシアを見つめてくる。やっぱり、その目元が赤い。必死に顔をしかめて、堪こらえていたということらしい。

「それは、あの、もしかして……照れて、いらっしゃったのですか……？」

「そういうことだ」

　完全に開き直るとすっきりしたらしく、ベルホルトは微笑んだ。

「お前が、あまりにも……何と言えばいいんだ、ルディが言いそうなのは……可愛かわいい、か？」

　可愛い。

　ベルホルトの口からそんな単語が出るとは思わなくて、フェリシアはぽかんと口を開けてしまう。じわじわとその言葉が自分に向けられていることに気付き、顔が熱くなっていく。

　しかし次の彼の言葉に、フェリシアの顔の熱はすぐに引いてしまった。

「……気に障るというなら、俺の方がしていただろう」

「え？　そんな、ベル王子は何も……」

「お前の許可も取らずにキスしようとした。お前に拒きよ否ひされて、情けない話だが、俺は……」

　躊躇ためらうような一瞬の沈ちん黙もくの後、彼は言った。

「……お前にこれ以上拒きよ絶ぜつされたくないと、尻しり込ごみしていたんだ」

　拒絶という言葉の大きさに、フェリシアは愕がく然ぜんとした。嫌な気持ちなんてなかったのに、態度はベルホルトを拒絶してしまっていた。

「ベル王子……私……っ」

「お前がそんな顔をすることはない」

　ベルホルトはフェリシアに優やさしく笑ってから、自じ嘲ちようの笑えみを浮かべた。その様子から、彼が落ち込んでいるのだとわかった。

（違う、ベル王子は悪くない。違うのに……！）

　そう言いたいのに、言葉が出て来ない。違うという言葉の後に何が続くのか、その先の気持ちが、フェリシアにはまだ見えない。

「まだ、俺の気持ちはわからないか？」

　ベルホルトの気持ち。キスをしようとした彼の行動の意味が、その答えのような気がした。

　目の裏で、何かが見えかけた。しかしフェリシアはその瞬間、ひやりと冷たいものを感じて、その気持ちから目を逸らした。気付いてはいけない。気付いてしまったら──

「すみま、せん……」

「謝らなくていい。いつか気付いてくれさえすればな」

　フェリシアの左手に、ベルホルトの右手が珍しく躊躇いがちに触れた。フェリシアは驚いたが、彼を見つめてその手に力を込める。ベルホルトはそれに安心したように笑い、少し屈かがんで、フェリシアの手を自分の頰ほおに当てた。

「お前に気付いて欲しいという、俺のわがままでもあるんだ」

　願い事をするようにそう言って、彼はフェリシアを見つめる。深い緑の瞳ひとみに見つめられて、フェリシアは胸が締しめ付けられた。

（わからない……）

　ベルホルトのことばかり考えて、それでも何もわからなくて、頭が混乱する。

（どうして、キスをしたんですか。私のことを、どう思っていらっしゃるんですか。……あなたのことが知りたい。あなたを、全部……知りたい）

　その時、もつれていたネックレスのチェーンが解ほどけるような、そんな感覚があった。

（全部、知りたい……？）

　以前、誰だれかが言っていた。友達はベールを着けたままでいい、そのままの姿で楽なのが一番だと。

　──でもさ、フェリのこと好きになった人は、そうはいかない。フェリのこと、全部知りたくなるよ。

　そうだ。ルディが以前そう言っていた。

（私は、ベル王子のことが、知りたい……。え？　どういうこと？　私、どうしてこの人のことが知りたいの？）

　気まずいままでいたくなかった。誤解されたくなかった。拒絶されたなんて思わないでほしい。どうしてキスをしたのか、教えて欲しい。全部。

（この懐なつかしい気持ちを……私は知ってる）

　七年前、初はつ恋こいの少年に抱いだいたものと同じもの。でも今は少し形の違う気持ち。

（私は、ベル王子のことが……好きなんだ）

　ベールを外した時のように、その気持ちが何なのか、はっきりと見えた。

　そしてフェリシアはその気持ちを──否定しようとした。

（噓うそ……そんなこと、私が、ベル王子を……）

　もう誰にも恋などしないと思っていたのに。誰にも愛されるはずはないのだからと、決意したはずだったのに。

　一人で焦あせるフェリシアに、ベルホルトが声を掛かけてきた。

「フェリ？」

　俯うつむいていた顔を上げると、ベルホルトがフェリシアを覗のぞき込んでいた。ベール越しでも、その距きよ離りは近く、手を握にぎられているだけで心臓が壊こわれそうなほど脈打っていた。手が震ふるえ始め、それに気付いたベルホルトが、手を離はなそうとした。

「ああ、すまない──」

　手から力を抜ぬいたベルホルトだったが、手は離れていない。フェリシアも手を見下ろすと、フェリシアの方が、強く彼の手を握っていた。離してほしいのに、離してほしくない。

「あれ……私、どうして……？」

　自分がしていることなのに、何をしているのかわからない。混乱するフェリシアを、ベルホルトがどこか心配そうに見つめてきた。

「フェリ……？」

「あの、私、頭がぐちゃぐちゃで……コンテストの衣い装しようも、浮かばなくて……ベル王子とお話しすれば、何か変わるかもしれないと思って、来たんです。だから、もう少し、こうして……」

（あれ？　違う……手を握ってしまった理由を……）

　これでは誤ご魔ま化かしてしまったみたいだ。フェリシアが次の言葉に悩なやんでいると、ベルホルトが手を握り返してきた。驚おどろいて彼を見ると、どこか嬉しそうに微笑ほほえんでいた。

「ああ、そうだったな。いつもはどうしている？　どうすればデザインは浮うかぶんだ？」

　フェリシアの混乱を、その力強い声が抑おさえてくれる気がした。フェリシアは胸の鼓こ動どうの速さを感じながらも、落ち着いた声で答える。

「着る人のことを考えます。でも、自分の姿は難しくて、コンテストのことも考えると……」

「なら一度、コンテストのことは忘れろ」

　きょとんとするフェリシアに、ベルホルトは楽しげに言う。

「俺は今回、お前に楽しんで欲しくて呼んだんだ。服も楽しんで作って欲しい。そうだな、俺と踊おどるために作るのはどうだ？　こうして手を取って、俺と踊るんだ。……いや、これは俺が楽しいだけか」

　ベルホルトは一度フェリシアの手を離し、ダンスの握り方に変える。

　──舞ぶ踏とう会で、ベルホルトがフェリシアの手を取ってくれる。青い袖そで口ぐちには、くっきりした白い糸の刺し繡しゆう。フェリシアもその手を握り、彼に身を寄せる。幾いく重えにもレースを重ねたドレスの裾すそがふわりと舞まい踊る。

「嫌いやだと言わないのは、承しよう諾だくと取るぞ？──フェリ？」

　ベルホルトが呼びかけ、フェリシアはハッと我に返った。しかし頭に浮かんだイメージは、はっきりとフェリシアの中に残っていた。

「……出来たかも、しれません……」

「出来た？」

「デザイン……です。ベル王子、すごいです！　どうしてでしょう、私、一人で考えていても、全然何も浮かばなかったのに！　ベル王子とお話ししただけで……！」

　鮮せん明めいなイメージに、思わずはしゃいで声を上げてしまった。我に返り、赤くなって俯いていると、ベルホルトの手がフェリシアの手を痛いほどに握り締めてきた。

「お前……そんな声で、そんなことを、言うな……っ」

　聞こえて来たのは、感情を押し殺した声だった。怒いかりとはどこか違ちがうようだったが、フェリシアは慌あわてて顔を上げる。ベルホルトは手を握ったまま、口元を覆おおって顔を逸そらしていた。

「私、何か気に障さわるようなことを言ってしまいましたか……⁉」

（あれ？　でも、この反応って……）

　眉まゆを寄せて、顔を逸らし、ベルホルトは強い口調で言う。

「違う。断じて違う。逆だ。──このぐらいは、許せ」

「逆……？　きゃっ⁉」

　ベルホルトは強く握っていた手を突とつ然ぜん離した。フェリシアが喪そう失しつ感かんを感じる間もなく、彼の両りよう腕うでがフェリシアの身体からだを強く抱だき締めた。

「テオの妻になどさせるものか。絶対に、何としても阻そ止しする」

　どうしてこんなにきつく抱き締めながら、決意するように、強く言葉にするのだろう。まるでテオに取られないように。フェリシアを守るように。

（どうして、私なんかを、こんなに大事に……）

　ベルホルトは強ごう引いんでマイペースだが、フェリシアには真しん摯しに向き合ってくれる。だから決して軽い気持ちでフェリシアを抱き締めたりはしないだろう。

　そう思うのに、フェリシアの頭の中で、否定の言葉が溢あふれ続ける。

（……そんなはずない。馬ば鹿かなことを考えちゃだめ。そんな都合のいいこと、あるはずない！）

　頭の中でフェリシアが必死で叫さけぶ。なのに、ベルホルトの体温がその声をすべて消し去り、フェリシアが欲しい言葉に変えていく。

　──私は、この人に愛されている。

「っ……ダメ……ダメ！」

　叫んで、フェリシアはベルホルトの身体を押し返した。腕の力が緩ゆるみ、フェリシアはベルホルトの腕から抜け出して彼と距離を取った。ベール越ごしにも、彼が驚いているのが見える。

「フェリ……？」

　胸の前でぎゅっと手を握り、フェリシアは自分の考えを否定するように頭を振ふる。

「ち、違いますよね？　ベル王子が、私を気に懸かけてくださるのは、優やさしいから、です……っ」

　震える声で、そう言い切ってしまう。決めつける。だって、そんなはずないのだから。

　ベルホルトは驚いていたが、すぐに冷静になって、フェリシアに歩み寄ってくる。

「俺の気持ちに気付いたのか？　そうなんだな？」

「違います。あなたが、そんなわけ……っ」

　こんな風に、人の気持ちを決めつけてはいけない。しかし、誰だれよりも、何よりも自分に向けて欲しい気持ちのはずなのに、フェリシアの口からは否定の言葉しか出て来ない。

「これは私の勘かん違ちがいなんですっ！」

　フェリシアが声を荒あららげると、ベルホルトも被かぶせるように焦るような声を上げた。

「勘違いではない！　わかったんだろう？　俺がお前を──」

「だって！」

　ベルホルトの言葉を聞いてはいけない。耳を塞ふさぐと、ベールに触ふれた。

　昔、誰かに言われた言葉を思い出す。本当のことを告げてくれたあの言葉。

　──それは間違いだよ、フェリシア。お前には──

　フェリシアは耳元でベールを握り締しめ、その言葉の続きを口にする。

「私には、祝福の魔法がかかってるんです」

　だから、本心から愛されるはずなどない。

「祝福の、魔法……？　以前話していた、お前の目を見ると皆みなが褒ほめ称たたえるという力のことか？　俺には効かない。お前だって知っているだろう」

　ベルホルトの言葉に、フェリシアは首を横に振った。

「でも、今、この力は強くなっているんです。だからベル王子も、影えい響きようされてしまったかもしれないんです」

　四日前、それまで冷たく感じていたベルホルトは、フェリシアがベールを取った途と端たんに優しい言葉をかけて微笑んでくれた。フェリシアはそれが、ベルホルトが祝福の力の影響を受けているためではないかと疑っていた。しかしそこまで考えて、フェリシアは気付く。

（でも、今まで冷たく感じていたベル王子の態度は……）

　ベルホルトが眉を寄せて目を逸らすのは、彼の照れ隠かくしだったと先ほどわかった。

　フェリシアはゆっくりと顔を上げ、ベルホルトを見た。彼はフェリシアが耳元に当てていた腕を摑つかんで、その手をそっと耳から離した。

「それはお前を、愛いとしく想おもっていたからだ。もう、わかっているだろう」

　薄うすいベールは、ベルホルトの力強い視線も声も、遮さえぎってはくれなかった。フェリシアは目を伏ふせて、力なく俯く。

「……言葉で言って、信じたか？」

　フェリシアは静かに首を横に振った。きっとベルホルトがフェリシアへの気持ちを言葉にしていたら、真っ先に否定して、彼も自分も傷つけていた。

「フェリ。ベールを外してもいいか？」

　フェリシアは何も答えない。答えられない。声が出ない。どうしていいか、わからない。

　冷たい空気とベルホルトの手が頰ほおに触れ、フェリシアは目を開けて顔を上げる。

「お前の目を見ても見なくても、どれだけお前に否定されようとも──」

　ベルホルトの深緑の瞳ひとみに、ベールを捲めくったフェリシアが映っていた。

「俺がお前を愛する気持ちは変わらない」

　ベルホルトはフェリシアの目を見て、はっきりとそう言った。誰だれにも揺ゆるがされることのない、力強い声で、彼はさらに言葉を紡つむぐ。

「俺は……この先もお前と共に生きていきたいと思っている」

「さ、き……？」

　きっと今、すごく嬉うれしいことを言われている。しかし驚おどろきが先行して、理解が追いつかない。

「今度はお前も、俺とどうありたいのか、考えてみてくれないか」

「ベル王子と……どう、ありたいか……？」

「ああ。焦あせらなくてもいい。だが、考えてみてくれないか。俺が、お前の隣となりにいることを」

　ベルホルトは穏おだやかに笑うが、焦らずにはいられなかった。だってベルホルトは、フェリシアが彼の気持ちに気付くまで、ずっと待っていてくれた。これでは待たせてばかりだ。

　ベルホルトの隣にいる、自分──考えた瞬しゆん間かん、フェリシアの頭の中で、衣い装しようのイメージがさらに膨ふくらむ。目の前にはベルホルトの笑え顔がおがあり、自分もまた笑っている。

（……私は、ベル王子とこうありたいんだ）
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　その言葉が、胸の中にすとんと落ちてくる。

「ベル王子、私──」

　フェリシアが声を発しようとした時だった。部屋の前で物音がした。何を言っているかは判然としなかったが、怒ど声せいのような声が聞こえた。

　ベルホルトはフェリシアの肩かたを強く抱き寄せ、素す早ばやくドアを窺うかがう。数秒そのままだったが、ドアの向こうからイグナーツの声がした。

「殿でん下か。騒さわがしくしてしまい、申し訳ありません。こちらを窺う者がいたのですが、逃にげたので、今ルディとリリィが追いかけました。殿下とフェリシア王女はルディ達が戻もどるまではそこにいてください」

　イグナーツがそう言って数分後、ルディが戻って来たらしく、従者三人とリリィが部屋に戻って来た。リリィを抱かかえ、ルディが悔くやしげな顔をしていた。リリィも不ふ機き嫌げんそうだ。

「逃げられた。一人じゃなかったから、撒まかれた。ごめん。あと、それもあったんだけど……」

　ルディは釈しやく然ぜんとしない、見ようによっては悲しそうな顔をした。

「ガーディに、止められたんだ。追おうとしたんだけど……でも、行かせてくれなかった。これ以上は何をされるかわからないから、行かせられない、帰ってって……」

　ルディに撫なでられながら、リリィも「ぴゃ」と同意の返事をした。そんな彼女を見て、ベルホルトは目を細めながら、厳しい声で言った。

「おいルディ、何を落ち込んでいる。テオの護衛であるガーディがお前を止めるということは、不ふ審しん者はテオと関かかわりがあると言っているようなものだろう」

　ベルホルトの言葉に、ルディはハッとして、大きく目を瞠みはった。

「ああ、そっか……そうだ。何で気付かなかったんだろ、私」

　どこか呆ぼう然ぜんと呟つぶやくように言うルディの前に、ベルホルトが立った。

「ガーディは、己おのれの力不足を見つめ直すためにテオの旅に同行し、この三年間、完かん璧ぺきに任務を遂すい行こうした。だが今、お前のためだけにそれを台無しにするところだったんだ。それがどういうことなのか、わからんお前じゃないだろう。……落ち込んだお前は気色が悪いぞ」

　容よう赦しやのないベルホルトの言葉に、ルディは目を瞬まばたかせる。イグナーツもため息を吐ついた。

「殿下……私が思っていても言わなかったというのに、そんなにはっきり……」

　イグナーツはそう言ったが、あまりフォローになっていない。フェリシアが恐おそる恐るルディを見たその時。大きな笑い声が弾はじけた。

「確かに、こんな私気色悪い！　フェリとも頑がん張ばろうって約束したのに、これじゃダメだね」

　大きく深呼吸し、顔を上げた時には、ルディの目は強く輝かがやいていた。

「ありがと、ベル。決心ついたよ」

「え……決、心？」

　フェリシアの不安げな声を聞いて、ルディは明るく手を振ふって笑った。

「ああ、違う違う。諦あきらめたわけじゃないよ？　ただ、ガーディと腰こしを据すえて話せる時が来たら、言おうって決めてたことがあるんだ」

　ルディはそう言って明るく笑ったが、彼女が手を強く握にぎったことに気付く。

（会えなくて、悲しくないはずない……よね？）

　彼女がフェリシアの話を聞く間、そうしてくれたように、フェリシアは彼女が握った拳こぶしに手を伸のばし、恐る恐る触れる。この間より、冷たい気がする。

　ルディは驚いた顔でフェリシアを見下ろした。驚かせてしまったかと手を放そうとしたが、ルディが手を握り返してきた。ルディは少し安あん堵どしたように目を細めて微笑ほほえんだ。

（私はルディさんと話したおかげで、自分の気持ちにも……ベル王子の気持ちにも気付けた。私も、何かお返ししたい……）

　お返しと言っても、フェリシアに出来ることは限られていた。

（ドレスを……作ろう。作りたい。ルディさんとガーディさんに、幸せになって欲しい）

　敵対していてもなお、互たがいを想い合うルディとガーディが報むくわれて欲しい。そう思ってから、フェリシアは自分のことを顧かえりみる。

（私は、ベル王子のことが……。ベル王子も、私のこと……。でも私は、ベル王子に何も言ってない。ベル王子は私のこの気持ちを知らない。これは想い合ってるとは……言えない）

　ベルホルトと想い合っていると言えるようになるには、どうすればいいのか。

（私も、ベル王子に──）

「フェリ」

　考え込んでいるところでベルホルトに呼ばれて、フェリシアは我に返る。その様子を見て、ベルホルトはぽんとフェリシアの肩に手を置いた。

「テオの奴やつは必ず何か企たくらんでいる。お前は今後も一人にならないよう気をつけろ。だが怯おびえる必要はない。必ず守る。何かあればすぐに駆かけつけるから、すぐに言え。こちらも何かわかればすぐに伝える」

「ですが、ベル王子ばかりに、そんな……」

「招いたのはこちらだ。本来は、お前に楽しんでもらうはずだったんだからな」

　謝るようにベルホルトはそう言った。フェリシアが言葉を返そうとする前に、アロイスがフェリシアの頭に手を置いた。

「お前が今一番優先しなきゃならないことは、コンテストで享きよう楽らく王子に勝てるデザインを考えることだ。部屋から出ずにひきこもってな。得意だろ？」

　アロイスが笑いかける。他人が聞けばフェリシアを馬ば鹿かにしたような言葉だが、アロイスの口調はフェリシアの身を案じ、また信しん頼らいしているものだった。フェリシアも微笑んでアロイスにしっかりと頷うなずいた。

「うん。わかった。それが、私に出来る一番のこと……なのよね」

「そうだ。お前は負けたらあの高こう慢まんナルシスト享楽王子の妻だからな。忘れるなよ」

「うっ、そ、それは……やだ。がんばって、勝たなきゃ……！」

　ぐっと手を握るフェリシアに、ベルホルトが笑いかける。

「一人で気負うな。俺も協力できることはするから、言ってくれ」

　話が終わろうとしている。そこでフェリシアは焦った。だって、このままだったら──

「私は部屋から出ません。ですが、あの……っ」

　思わず口から言葉が走り出た。それを言ったらどう思われるかなど、考えなかった。

「私がベル王子に会いたい時は、どうすれば……？」

　フェリシアがそう言った後、その場にいた全員がフェリシアを見つめてきた。四人と一いつ匹ぴきの視線を受けて、フェリシアは戸と惑まどう。

「え……？　私、何か変なこと、言いました……？」

　視線が一つ減った。ベルホルトが眉み間けんに皺しわを寄せて、顔を逸そらす。

「……お前な、また、そういうことを……っ」

（あれ？　私、また何か怒おこらせ──じゃなくて、この反応は……）

　フェリシアはもう、彼のこの反応がどういう意味を持っているのか、知っている。

（……え⁉　どうしてベル王子が照れていらっしゃるの……⁉　私、何て言ったんだっけ⁉）

　──私がベル王子に会いたい時は、どうすれば……？

　思い出して、一気に顔が熱くなった。いや、顔と言わず首や耳まで熱い。

　眉間に皺を寄せていたベルホルトは顔をフェリシアに戻すと同時に笑った。

「出来る限り、皆みなで食事を摂とるようにしよう。それでどうだ？……俺は別に二人でもいいが」

「えっ⁉──きゃっ⁉」

「面おも白しろい冗じよう談だんですね、こんな状じよう況きようで」

　フェリシアは肩を急に摑つかまれて後ろに引かれた。アロイスを見上げてみると、笑え顔がおだったが目が笑っていない。またベルホルトと睨にらみ合いをするのかと思ったが、アロイスはすぐに面白くなさそうな表情でため息を吐いて、ベルホルトから視線を外した。

（アロイス……？）

　いつもなら睨み合いになるのにと不思議に思ってアロイスを見上げていると、ベルホルトがフェリシアを呼んだ。

「フェリ。お前は何も心配しなくていい。コンテストに向けて、楽しんで衣い装しようを作ってくれ。その姿を見られたら、俺も嬉うれしい」

　ベルホルトの言葉に赤くなりながら、フェリシアも頷き、そしてぐっと顔を上げる。

　フェリシアに出来ることを、やっていこう。それが誰だれかの幸せに繫つながるのなら。
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「どうしよう……これじゃ、間に合わない……！」

　衣装を前にして、フェリシアは自分の部屋の隣となりにある小さな作業部屋で一人呟く。

　コンテストはあと三日後に迫せまっていた。

　直後、ノックがして、アロイスが入って来た。

「フェリ、ベルホルト王子と夕食の時間……ってお前、何やってるんだ、それ⁉」

　フェリシアの目の前にある衣装を見て、アロイスはぎょっとして声を上げた。

「あわわわ……っ！　待って！　まだ入っちゃダメ！」

　すでにアロイスは部屋に入り、そしてフェリシアが今隠かくそうとしているものをしっかり見ていた。驚おどろいた顔がすっと真顔になり、それが怒った時の笑顔に変わった。

「なぁーにやってんのかなああああああ？　この忙いそがしい時にぃ……！」

「ひいいいっ！　こ、これはその、もちろんコンテストの服を優先で作ってるし、そっちはもうすぐ完成するか、りゃ⁉」

　言いかけたところで、容よう赦しやなく両りよう頰ほほを摘つままれた。アロイスの怒いかりの笑顔が目の前にある。

「お前がぶっ倒たおれたら、すべてが終わりだ。わかってるか？」

「わかってまふ……ごえんなひゃい……。ひぇも……っ！」

　しばらく頰をむにむにと摘まれていたが、アロイスはトルソーに目を遣やって、フェリシアから手を離はなす。作業部屋にあるトルソーは、全部で四つあった。そのうち二つは、フェリシアとベルホルトのものにしては、二つともサイズが大きい。

「……これ、もしかしてルディとガーディのか？」

「うん……舞ぶ踏とう会に間に合わせたいんだけど、出来上がらないかもしれなくて……」

　フェリシアはそう言って眉まゆを下げる──と、またもアロイスにがしりと頰を摑まれた。

「今はお前のを一番に、間・に・合・わ・せ・る・の！」

「ひゃいいいいいっ！」

　アロイスの笑顔が、フェリシアを竦すくみ上がらせた。その時、再びドアがノックされる。

「フェリ、どうした？」

「きゃー！　ま、まま待ってください！　何でもないんです今行きますからー！」

　ドアの向こうからベルホルトの声がして、フェリシアは慌あわてて衣装を隠そうとするが、なにぶんサイズが大きいのでうまく隠せない。

「慌てすぎだ。隠しといてやるから、用意しろ」

　アロイスが冷静にそう言って、二つのトルソーに布を被かぶせた。







　夕食後、フェリシアはコンテスト用の衣装を仕上げるために再び作業部屋にやってきた。そこでふと、違い和わ感かんに気付く。部屋にはコンテスト用の、フェリシアとベルホルトの衣装を着たトルソー。そしてドアからは少し死角になっている場所にあるトルソーが二つ。

「あれ……？　アロイス、ガーディさんの衣装と、デザイン画、どこに隠したの？」

「衣装はそこに布かけて置いてあるだろ？」

　辺りを片付けていたアロイスはそう言ったが、布がかけてあるトルソーは一つしかない。

「トルソーだけよ？　どこ？」

　二つ並んでいた背の高いトルソーは、片方だけはドレスを着ている。しかし片方は何も着ていない。ガーディの衣装を着ているはずだったものが。

　アロイスはそれを確かく認にんした瞬しゆん間かん、フェリシアを抱だき寄せた。そのままドアの方へ向かう。

「フェリ。絶対に俺から離れるな。リリィはいつでも攻こう撃げき出来るようにしておけ。──おい、衛兵を集めろ！　ベルホルト王子を呼べ！　この部屋に誰か入ってる！」

　ドアを開け、アロイスは部屋の前にいる衛兵達に叫さけぶと、彼らは驚きつつも迅じん速そくに動く。

　衛兵に呼ばれ、ベルホルトとイグナーツ、ルディが部屋にやってきた。ベルホルトが部屋の中を見み渡わたしてから、フェリシアを見下ろした。

「何を盗ぬすまれた？」

　フェリシアは言い淀よどむ。まだコンテスト用の衣装も出来ていないのに、同時にやっていたとは言いにくい。それを見て、アロイスがフォローした。

「エーデルシュタインで受けた仕事の服です。こちらも出来れば早く仕上げたいものでして」

「？　コンテスト用の服でも、完成品でもないのか？」

「あ、はい……そうですね。どうしてでしょう……？」

　ベルホルトが怪け訝げんな顔をして、フェリシアも不思議に思った。なぜほぼ完成しているコンテスト用の衣装ではなく、まだ完成にはほど遠い方の衣装を盗んでいったのだろう。しかも、ガーディの服など、誰でも着られるようなサイズではない。

　他ほかに盗とられたものはなさそうだが、一応確認していると、不意に廊ろう下かの方がざわついた。衛兵達が制止する声が聞こえるが、彼らをかき分け、軽快な足音がこちらへやってきた。

　テオと、その後ろには従者が一人だけついていた。

「騒さわがしいね、何事？　何か探し物なの、フェリ？」

「テオさま……その……」

「……あなたなんですか？」

　アロイスがテオを疑う視線を向けながら、鋭するどい声を向けた。その視線を受け止めて、テオは楽しげに微笑ほほえんでいる。

「何のこと？　僕が何をしたっていうの？」

「アロイスどの。疑いたいお気持ちは非常に、凄すさまじく、よくわかりますが、確信が持てるまであの方に不用意なことは言わない方が賢けん明めいです。正直におっしゃるわけもありませんしね」

　イグナーツの言葉に納なつ得とくしたのか、アロイスも口を閉とざした。

　テオは従者に耳打ちされ、フェリシアに目を向けてきた。

「へえ、泥どろ棒ぼう？　怖こわいね。フェリ、コンテストは大だい丈じよう夫ぶなの？　あと三日だよ？」

「それは、問題ないのですが……」

「そ。それならいいや。僕の衣装はもう出来てるから。じゃあね、楽しみにしてるよ」

　本当に様子を見に来ただけだったのか、テオはあっさり帰っていった。

　テオ達が出て行ってから、アロイスがベルホルト達を見る。

「犯人はあの人じゃないんですか？　怪あやしさしかありませんよ」

「もしもあいつが俺達をコンテストに出したくなくて衣装を盗むとしたら、確実に、俺達の衣装を盗むだろう。それにあいつは勝負事が好きだ。それをみすみす放ほう棄きはしない」

　ベルホルトの言葉を聞いてから、フェリシアは内心、テオは服を盗んだりはしないと確信していた。テオは自身のファッションセンスに誰よりプライドを持っている。そんな彼が他人の作った服やデザイン画を盗むはずがない。

　ベルホルトはフェリシアとアロイスに向き直った。

「部屋は変えさせる。持ち物もすべて厳重に運ばせよう」

「どちらに……？」

「俺の部屋の前が空き部屋になっているから、そこでどうだ。少々手て狭ぜまにはなるが。……不安にさせて、すまないな」

「謝らないでください。ベル王子のせいではありません。コンテスト用の服も無事ですから」

　謝るベルホルトにフェリシアは笑いかけると、彼も少しだけ笑えみを取り戻もどしてくれた。

「犯人はこちらで探し出す。だからお前は、コンテストの方に集中してくれ」

　フェリシアはベルホルトに頷うなずいたが、内心は沈しずんでいた。

（でも、見つかっても、間に合わないよね。せめて、ルディさんのドレスだけは……）

　その時、フェリシアの耳にベルホルトとアロイスの低い声が聞こえてきた。

「……テオと婚こん約やくなんてことになったら、さすがに俺も何をするかわからん」

「させるわけないでしょう、そんなこと。あの享きよう楽らく王子を殺してでも阻そ止ししますよ」

「お前らが言うと冗じよう談だんに聞こえないからやめろっての」

　至し極ごく真ま面じ目めな顔で言い合うベルホルトとアロイスに、ルディが冷静に突つっ込んだ。フェリシアはリリィを抱き締しめて後あと退ずさろうとしたが、その場でぐっと立ち止まって、二人を見上げた。

「私も、婚約なんて嫌いやです。だから絶対、負けません……！」

　フェリシアの言葉に、ベルホルト達も笑って頷いてくれた。それだけで、自信が湧わいてくる。きっと勝てると、彼らの笑顔がそう思わせてくれた。
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　テオが自室に戻ると、従者の一人がドアの前で待っていた。

「テオさま、シラー卿きようがいらっしゃってます」

　テオがドアに視線を遣ったのを見て、従者がドアを開ける。部屋には男が座っていた。金きん髪ぱつに青い目をした三十代半ばほどのがっしりした体つきの男だ。着ているものはすべて上質で、一見して貴族だとわかる服装をしている。

　男、カスパル＝シラーの視線の先には、フェリシアの部屋にあった服とデザイン画がある。シラーはソファに座って足を投げ出したテオに、厳しい視線を向けてきた。

「フェリシア王女の衣い装しようを盗むとは何事ですか。コンテストは計画の要ですよ。勝手なことをされては困ります」

「これはコンテストには関係ない服だから、支障はないさ。サイズが違ちがうもの」

「では、なぜそんなことを……」

　テオはまるで邪じや気きなど知らない子どものように、にこっと可愛かわいらしく微笑む。

「イ・ヤ・ガ・ラ・セ。それより、そっちの準備は出来てるの？」

「無論、整っております。あなたの従者を一人借りましたが、構いませんか？　いや、元従者ですかね。もう一度あなたへの忠誠を誓ちかいたいと言っておりましたが……」

「誰だれのことかわかんないけど、好きにすればいいよ。君に任せておけば、間違いないしね」

　テオがそう言うと、シラーは厳しかった目元を緩ゆるめ、安あん堵どした表情になる。

「あなたが旅に出るとおっしゃった時はどうなることかと思いましたが……こうして王になる決意をされて、皆みな、喜んでおります。ベルホルトの政策に反対する者達の多くも、テオドール殿でん下かに賛同しております」

　シラーは立ち上がり、胸に手を当ててテオを真しん剣けんな表情で見つめる。

「テオドール殿下……薄うす汚よごれた姿のあなたを見つけたあの日、私は誓ったのです。この方を次期国王にするのが、私の役目だと」

　誇ほこらしげにテオを見つめてくるシラーに、テオも微笑を返す。

「君は僕を見つけてくれた。その借りはちゃんと返すよ。国王になった暁あかつきには、それなりの待たい遇ぐうを約束するよ、シラー卿」

「ありがたき幸せ」

　シラーはテオに、深々と頭を下げた。その口元に笑みが浮うかんでいるのを、翡ひ翠すいの瞳ひとみが見つめていた。
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　フェリシアはその日、オペラ会場の個人控ひかえ室の中で、震ふるえながら蹲うずくまっていた。リリィは足元で心配そうに見上げ、傍そばではアロイスが呆あきれた顔で立っていた。

「やっぱり、私……ひきこもってちゃ……っ」

「ダメだ。ほら、諦あきらめて立て。皺しわになるだろ」

　アロイスに腕うでを引かれ、フェリシアは項うな垂だれながら立ち上がる。

　フェリシアは完成したドレスを身に纏まとっていた。

　ドレスコンテストは、あと一時間で始まる。フェリシアの緊きん張ちようは高まるばかりだった。

　スカート部分は淡あわいピンク色のチュールを重ね、下に刺し繡しゆうした赤い糸が薄うすく透すけて見えるようになっている。風が吹ふくと、ヒラヒラと靡なびく花びらのようなドレスだった。ベールは足元まであるロングベールで、ドレスと一体化させた。そしてドレスとベール、どちらにも、シロツメクサを模した白くて丸い、ふわふわした玉たま房ぶさをつけた。

「今までお前のドレスは全部見てきたけど、その中でも上出来だな」

　ドレスを見たアロイスが微笑んでそう言った。ドレスを作り始めたころから、彼はずっと傍でフェリシアの作品を見て、それを仕事にもしてくれた。アロイスの言葉は、疑いようもなくフェリシアの自信になる。

「そういや、結局、ガーディの衣装は見つからなかったな。それ以外の妨ぼう害がいもなかったが」

　ドレスの裾すそを直しながら、アロイスがふとそう言った。

「でも、見つかっても間に合わなかったし、ルディさんのは出来たから」

「ったく、こうと決めると頑がん固こだな。ちゃんと寝ねたんだろうな？」

「ね、寝たもん……二時間ぐらい」

「それは仮か眠みんのレベルだアホ。舞ぶ台たい上で寝るなよ。……ってお前、ベールにピンつけてるか？」

　舞台上でベールが外れないよう、ベールを髪かみに留めるピンを仕込もうと思っていたのに、忘れていた。無言で顔を真っ青にするフェリシアの頭を軽く叩たたき、アロイスはドアに向かった。

「誰か持ってるだろ。借りてきてやるから、すぐにつけろ。その間に落ち着……くのは無理か」

　ソファに腰こし掛かけてリリィを撫なでるも、手は冷たいままだ。リリィもあまり嬉うれしそうではない。

　落ち着こうにも落ち着かない心境のフェリシアには、聞こえてきたノックの音も爆ばく音おんだった。びくっと飛び上がり、ソファから立ち上がる。リリィは危なげなく着地した。

「フェリ、出来たか」

「は、はいいい！　ど、どうぞ」

　ベルホルトの声に震えきった声で答えると、ドアが開いた。

「これでいいのか？」

　ベルホルトは身に纏った服を見下ろしながら入ってきたが、フェリシアに視線を向けた途と端たん、その場で立ち止まった。フェリシアをじっと見つめたまま動かない。

「はい。それで、大だい丈じよう夫ぶ、で……す……」

　ベルホルトの服は深い青色を基調とした騎き士しの制服に近いものになった。彼の力強さを思うと、騎士のイメージが抜ぬけなかったのだ。しかし自分でイメージするのと、彼が実際に着ているのを見るのとでは天と地の違いがあった。

（自分でデザインしたんだけど……！　素す敵てきだけど、だからこそ、直視できない……っ）

　ベルホルトを見るとどんどん顔が熱くなり、フェリシアはつい顔を俯うつむかせてしまう。

「着き心ごこ地ちは、いかがですか？　きつかったり緩かったりするところは、ありませんか……？」

　声が途と中ちゆうで裏返りつつ、フェリシアはそう尋たずね、息を整える。フェリシアの問いかけにベルホルトが答えるまでに、少し間があった。

「あ……ああ。大丈夫だ。服のことはよくわからんが、思ったよりも動きやすくていいな。それに、これはお前と揃そろいだな」

　ベルホルトが袖そで口ぐちを示したのを見て、フェリシアは顔を赤くして頷いた。そこには以前、彼が好きな花だと言っていたシロツメクサの刺繡を施ほどこしていた。せっかく二人一組なのだから、二人を繫つなぐ、揃いの部分が欲しかったのだ。気付いてくれたことが嬉しい。

　ただでさえ似合っていて、いつもよりも彼が素敵に見えるのに、これ以上褒ほめられたらフェリシアは本当に倒たおれそうだ。必死で別の話題を探す。

「そういえば……あの、今日は国王陛下は見学されるのですか？」

　尋ねてから、我に返る。ベルホルトにとって父親の病気は大きな心配事のはずだ。パニックになったまま聞いてはいけない。一度深呼吸して、ベルホルトに向き直った。

「……お加減は、いかがでしょう？」

　まだ服をまじまじと見ていたベルホルトはフェリシアの様子は気に留めていなかったらしい。フェリシアの声のトーンが落ちたのを聞いてか、すぐに顔を上げて答えた。

「お前に送ってもらった薬が効いているからな、最近は体調がいい。酷ひどかった咳せきも落ち着いているし、今は血を吐はいていない。今日も見学したいと言っていたが、熱があるようだったから、医者に止められるかもしれんな」

「そうですか……。でも、お身体からだが一番ですものね。お大事になさってください」

　フェリシアはふと口元を押さえる。ベルホルトの言葉に、思い当たることがあった。

「咳と、吐と血けつ……」

「ああ。この病の特とく徴ちようの一つだ。うつる病ではないから安心しろ。遺伝の要素が大きいらしい」

「で、では、ベル王子もかかる可能性が……？」

「俺は罹り患かんして治った方だ。お前と出会ったのは、重じゆう症しよう化して療りよう養ようしていた時期だな」

　ベルホルトとフェリシアは七年前に一度会っている。その時、ベルホルトは病で療養中だった。その時の病が、国王の病と同じらしい。

（テオさまは、ベル王子の従弟いとこ。なら、まさかテオさまのご病気は国王陛下と同じもの……？）

　フェリシアが考え込んでいると、ノックの音がした。ベルホルトが答えて、すぐにルディが入って来る。彼女は二人を見て目を瞠みはって手を叩いた。

「おーい、そろそろ──わっ、二人とも似合うね！　ベル、男前だぞ！　ね、フェリ？」

「えっ！　ええと……っ」

「似合わないか？」

「違ちがいます！　そんなはずありません！」

　つい大声でそう言ってしまい、フェリシアは慌あわてて口を押さえる。が、すでに遅おそい。

「お前が作ってくれたものだからな。お前にそう言われることは、何より嬉しい」

　ベルホルトも嬉しそうに微笑ほほえんだ。それを見てルディは、彼にじとっとした視線を向ける。

「で、ベル。そういうお前はフェリの姿見て、何かコメントしたわけ？」

「そういえば……してないな」

「何やってんだよ！　今しないでどうする！　アロイスもいない今がチャンスだぞ⁉」

「いえ！　そんな！　結構です！」

（し、死んじゃう……！）

　ベルホルトに貶けなされても褒められても、フェリシアの小さい心臓は爆ばく発はつしてしまう気がした。そんなフェリシアの胸中も知らず、ベルホルトはフェリシアをじっと見つめて言った。

「仕方がないだろう。見とれていたんだ」

「っ……！」

　心臓と一いつ緒しよに身体まで飛び上がった。よろけると、ルディが両手で支えてくれた。思わずその身体に抱だきついて一気に熱くなった顔を隠かくす。ベールですでに隠されてはいるのだが。

「ル、ルルルルディさっ……！　私、死んでしまいます……っ」

「よしよし。ごめんねー、こいつ思ったこと全部口にしちゃうからねー。ベル、今のは合格」

「何がだ。フェリ、何か気に障さわったのか？」

「いいいいいいえ！　とととととんでもない！」

　フェリシアは目が回るほど首を横に振ふる。恥はずかしくて──いや、嬉しさが許容量を超こえてしまって、まともにベルホルトの顔を見ることが出来ない。

（こんなに嬉しいのは……好きな人だと、気付いてしまったから？　それもあるけど……）

　これはフェリシアが初めて自分のために作ったドレス。さらにそれは、ベルホルトの隣となりにいたいがために作ったものだ。誰だれよりも、ベルホルトに褒めて欲しかった。

（泣いてしまいそう……っ。だけど、まだダメ。これからなんだから）

　滲にじみそうになる涙なみだを必死で堪こらえ、フェリシアはルディから離はなれる。一度深呼吸して、ベルホルトの前に立った。

「……ベル王子」

　彼に自分がしっかり見えるように、足に力を入れて背筋を伸のばす。ベール越ごしではあるが、ベルホルトの顔を見上げる。

「私……あなたの隣に立っていても、おかしくないですか？」

　ベルホルトはフェリシアに微笑み、手を取って握にぎった。

「無論だ。……出来ればずっと隣にいてほしいぐらいだ」

　ずっと──そう言った時、ベルホルトの手に力が込められた気がした。

「ずっと……とは、コンテストの後も、ですか？　舞ぶ踏とう会はこのドレスのままで出席する予定なのですが……」

　フェリシアが少し戸と惑まどい気味にそう言うと、ルディが優やさしい笑い声を発した。その声に、ベルホルトも笑う。二人の意図がよくわからず、フェリシアは二人の顔を交こう互ごに見る。ベルホルトは握っていた手を振り、フェリシアは彼を見上げた。

「俺はどうだ。お前の隣に立っても、構わないか」

「もちろんです！　ベル王子はいつも通り、凜り々りしく前を向いていてください」

　そう言って一いつ拍ぱく後、ベルホルトの眉み間けんに皺しわが寄り、顔を逸そらした。が、フェリシアの手には力が込められる。

（これは……照れて……？）

「……わかった」

　眉間に皺を寄せたままだったが、ベルホルトはフェリシアに顔を戻もどし、頷うなずいた。そしてふと顔を緩ゆるめ、彼はルディを見た。

「で、ルディ。お前は何かあったから呼びに来たんだろう」

　ルディが「あっ」と声を発した直後。イグナーツが怒ど鳴なりながら部屋に入ってきた。

「ルディ！　お前何をやっている！　そろそろ出場者の控ひかえ室に行かないと間に合わなくなるぞ！　申し訳ありません、殿でん下か、フェリシア王、女──」

　イグナーツは二人を見た瞬しゆん間かん、ピタリと固まった。ルディがそんなイグナーツを見て笑う。

「これじゃ用件忘れても仕方ないだろー？」

「確かに素晴らしい。これは忘れても仕方な──くない！　忘れるな馬ば鹿か者！」

　ルディの言葉に一度はしみじみと頷きかけたイグナーツだったが途中で我に返ってルディを怒鳴りつけた。そして一つ咳せき払ばらいをして、フェリシアとベルホルトに笑いかけた。

「お二人とも、よくお似合いです。やはりフェリシア王女の才能は素晴らしいですね」

「いえ、ベル王子が一緒に考えてくださいましたし、この服を、その……着こなしてくださって……いるから、です……」

　言っていて照れてきて、フェリシアはベールをさらに前に下ろして顔を隠す。見えないが、三人が笑ってくれていることがわかった。

　和なごやかな空気が、心ここ地ちよくて嬉うれしい。そこにノックもなくドアが開いた。フェリシアが顔を上げると、片手に髪かみを留めるピンを持ち、少々苛いら立だったアロイスがいた。

「……おいイグナーツ。先に出場者の控え室に行ってるんじゃなかったのかよ」

　その声に、イグナーツだけではなく、室内にいた全員がハッとする。

「そ、そうだ、のんびりしている場合ではなかった！　行きますよ！」

「お待ちください」

　アロイスの背後、開いたままのドアの向こうから声が聞こえた。上品な顔立ちの美青年が、布を持って立っている。テオと初対面の時にもいた彼の従者だ。

「ベルホルト殿下とフェリシア王女がコンテストに出ていると知られると、明らかに票に偏かたよりが出ます。ベルホルト殿下はここで仮面をお着けください。それとテオさまが、始まるまで衣い装しようがわからない方が楽しみが増すとご提案されたので、身体を覆う布をご用意しました。これは他ほかの出場者にも了りよう承しようを得ております」

　従者が差し出してきた仮面と布をアロイスとイグナーツが受け取り、怪あやしいところはないか確かく認にんする。従者は笑えみを浮うかべてフェリシアとベルホルトを見た。

「テオさまは、このコンテストを大変楽しみにしていらっしゃいますよ」

「となると、やはり警けい戒かいすべきだな」

　テオの従者は反論せず、無言で笑うだけだった。

　フェリシアは個人の控え室でベールにピンをつけて髪に留め、ベルホルトとともに出場者の控え室に入った。すでにフェリシアとベルホルトと同じく、布で身体を隠した男女が大勢いた。出場者は十五組、三十人と聞いている。そのほとんどがもう集合しているようだ。

「ひ、人が、多いですね……っ？」

「誰もお前とはわからん。不安なら手を」

　ベルホルトが手を差し出したが、人が大勢いるところで手を繫つなぐのは少々気恥ずかしい。フェリシアはベルホルトの布を摘つまんだ。

「手は恥ずかしいので……裾すそを摑つかんでいても、いいですか……？」

　仮面で表情は見えないが、ベルホルトはしっかり頷いてくれた。

　ベルホルトが傍そばに居るという安心感を得ると、控え室の様子がよく見える。

（あれ……？）

「あいつがいないな」

　名前は言わなかったが、ベルホルトもフェリ同様、テオを探しているようだった。もしもいたら、仮面を着け、布で隠していても、あの強きよう烈れつな性格ならわかる気がした。

「はい……どうしてでしょう？　あっ！　あの！　あの方って、もしかして……」

　ベルホルトを呼べず、フェリシアは彼の裾を引いた。そして部屋の隅すみで座り、天てん井じようを仰あおいで動かない、牙きばを剝むく獣けものの仮面をつけた男を指さした。座って布を被かぶっていても、控え室の中にいる誰より背が高く、体格がいいことがわかる。その寝ね姿すがたには見覚えがあった。

　ベルホルトが彼に近づき、その膝ひざを叩たたいて起こす。獣の仮面が揺ゆれてこちらを見た。

「んぁ……？　誰……？」

　ガーディは獣の仮面の中からくぐもった声を出す。

「本当にお前はどこでも寝るな」

　ベルホルトがそう言うと、彼は欠伸あくびをかみ殺しつつ立ち上がった。

「……失礼、しました。えっと……ここではどうお呼びしたらいいんでしょう？」

　のんびりはしているが慇いん懃ぎんな口調になったガーディは、こちらの正体がわかったらしい。

「なぜわかった？」

「声……です。それに俺のこと知ってるのは、あなた方ぐらいですから」

　獣の仮面は恐おそろしいが、そののんびりした口調と見える目が優しい。

「お前はなぜここにいる？」

「よくわかりませんが、テ──あのわがまま王子に出場しろと言われました」

「わからんのか。……まぁいい。お前が寝ているということは、ここは安全だな」

「ここに武器を持つ人間はいません。あったら音でわかります」

　ガーディがテオに出ろと言われたのなら、テオはガーディの衣装を作ったのだろうか。相手は誰だろう。ルディは会場の護衛だと言っていたから違ちがう。

「しかし、なぜあいつはいないんだ？」

「……言うなと、言われています。すみません」

「もしいないなら、あいつが出した条件をあいつ自身が破ったことになるが」

「条件は知りませんが、それならあなた方の勝ちでいいと思います。でも……テ──あのナルシストは負けず嫌ぎらいなので、そうはしないかと」

　そうだとしたら、すでにこの中にいるのだろうか。しかしテオらしき人物はいなかった。

　その時、もう一人女性が入ってきた。他ほかの参加者同様、布で服を隠かくしている。頭にはヘッドドレスを着けているが、見えている口元だけでも、まだ若く、美しい少女だとわかる。その立ち居い振ふる舞まいは、上品かつ自信に満ち溢あふれていた。彼女はヒールの音を鳴らして、フェリシア達の方へ真っ直すぐ歩いてきて、ガーディの隣となりに立った。

「あー……えっと……パートナー？　です」

　ガーディが紹しよう介かいすると、少女は無言で微笑ほほえむ。その唇くちびるを見て、フェリシアは既き視し感かんを覚えた。

（何だか、この方……見たことがある、ような……？）

　この少女と会ったことがあっただろうか。そもそもフェリシアは知り合いが少ない。考えても、思い当たる少女はいなかった。

　考え続けていると、スタッフの証あかしである仮面を着けた男性がやってきて、段取りを説明した後、出場者は舞ぶ台たい袖そでに移動する。舞台袖に来ると会場の大勢の声が聞こえた。フェリシアの心臓の鼓こ動どうがどんどん速くなっていく。

　やがて声のよく響ひびく司会者が、壇だん上じようからコンテストの開始を宣言した。オペラ会場ということもあって、声がよく響くようだ。

　会場から拍はく手しゆが沸わき起こる。とうとう始まるのだと思うと、緊きん張ちようと不安でベルホルトの布を両手でぎゅっと摑んだ。ベルホルトがそれを見て、布を摑むフェリシアの手をその上から握にぎってくれた。







　コンテストの出場者は、上手から舞台の中心まで歩き、そこで全身を覆っている布を外す。舞台は壇上の中心から客席の半ばまで、Ｔ字型に特別に設しつらえられており、客席のどこからでも衣装がよく見えるようになっている。そこを出来るだけ衣装が見えるように歩き、最後は下手に捌はけていくという段取りになっていた。

「わぁ……っ、あの方の黄色のドレスも、素す敵てきです！」

　コンテストが始まった当初は緊張でガチガチになっていたフェリシアだったが、舞台袖でドレスを見ている間は緊張も忘れられた。しかし。

「ううっ、でも、素敵な衣装を見られる分、私の番も回ってくる……っ！」

「忙いそがしいな、お前」

　刻々と近づいてくる自分達の出番に、時々我に返ってベールの下で蒼あおくなって震ふるえるフェリシアに、ベルホルトが苦く笑しようした声を向けてくる。

　順番はくじ引きで決まったのだが、よりにもよって最後になってしまった。

　衣装を見ては喜び、終わると蒼くなるフェリシアの傍を、ヒールの音が通り過ぎていく。その後から、獣の仮面を被ったガーディがついていく。彼らはフェリシアの一つ前、十四番目だ。

　少女は綺き麗れいな歩き方で、ガーディはしっかりした足取りで、舞台の中心で止まる。

　二人は派手な音を立てて布を放ほうった。その瞬しゆん間かん、一いつ斉せいに観客が静まる。フェリシアも一度絶句し、そして思わず声が零こぼれた。

「すごい、あの方の衣装……素敵……」

　細い身体からだを包むのは、黒いチュールドレス。薄うすく透すける生き地じの向こうに、真っ白で細い足が透けて見えている。歩く度に白い足にレースの模様が映り、それがまるで動く模様のようで、目が釘くぎ付づけになる。

　ガーディの衣装もまた黒でまとめられていた。上級貴族風の衣装を着き崩くずし、毛皮のついた長い上着を羽織っている。彼自身大きいこともあり、迫はく力りよくがあった。

　美少女と長身のガーディの獣の仮面が相まって、美女と野や獣じゆうという印象だ。

「あれは、テオの衣装だろうな」

「はい、恐おそらく……いえ、絶対そうです。でもどうして、ガーディさんが……？」

（もしかしてテオさま、ご病気で、出られない、とか……？）

　フェリシアが内心で心配していると、舞台上で司会者の声が響いた。

「十四組目の出場者のお二人でした。次の方々で最後になります」

「ひっ⁉」

　フェリシアの身体が、心臓ごと飛び上がる。

　フェリシアが見とれている間に、美少女とガーディは舞台の下手に消えていた。会場はまだ彼らの衣装の美しさの余よ韻いんで、騒そう然ぜんとしている。

　とうとう自分達の番が来てしまった。今から大勢の人の前に立たなければならない。

「行けるか、フェリ。──フェリ？」

　ベルホルトが手を伸のばしてきたが、フェリシアはその手を取ることさえ出来ない。

「あ……あの、ごめんなさい、あ、足が……動かなくて……っ！」

　舞台袖からでも、多くの人がいるのがわかる。たくさんの視線が、フェリシアに向けられる。そう思うと心臓がこれ以上ないほど脈打ち、足が震えて仕方がない。

「あんなにお綺麗な人の後なんて……っ。それに、こんな大勢の前でベールが外れたら！　それに私、誰だれかと競きそったことなんてないんです。好きなものを作って、それで、その方に少しでも幸せになって欲しかっただけで……。負けたら──私、嫌いやです……っ、婚こん約やくなんて……」

　完全にパニックになってしまい、不安が言葉になって爆ばく発はつする。

「フェリ」

　ベルホルトは落ち着いた声でフェリシアを呼び、舞台袖の隅に移動する。彼は舞台の幕を引いて、フェリシアと自分の身体を隠した。

　二人きりの狭せまくて薄うす暗ぐらい空間で、ベルホルトは仮面を外した。そして彼はフェリシアのベールも捲めくり上げる。驚おどろいたのは一瞬だった。わずかな光源の中、彼の顔がはっきりと見える。狭くて薄暗い世界には、ベルホルトとフェリシアしかいない。それがひどく安心した。

　震えるフェリシアの肩かたに、ベルホルトは包むように優やさしく触ふれた。

「お前の隣には、俺がいる」

　視線を合わせるように顔を近づけ、ベルホルトはフェリシアに笑いかける。その瞬間、不安と緊張で速くなっていた鼓動が、別の種類の動どう悸きに変わる。血の気が引いていた顔に、熱が集まる。

　深緑の力強い瞳ひとみが、フェリシアを見つめ続ける。

「婚約なんてさせるものか。何より出来ない。俺達が優勝するからだ」

　ベルホルトは捲ったベールを元に戻もどして、端はしを引っ張る。

「ベールはしっかり髪かみに留めてある。風ぐらいでは外れないし、観客に目は見えない」

　ベールを引っ張ると、同時にベールに縫ぬい付けたピンが髪に引っ張られる。フェリシアはベルホルトの言葉にゆっくり頷うなずいた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。これまでお前がやってきたことと何も変わらない。この衣い装しようを見たものを楽しませよう。その楽しみは一時かもしれん。だが、確実に次の幸せに繫つながる」

　幸せに繫がる──その言葉をベルホルトが言ってくれることで、フェリシアの視線への恐きよう怖ふや勝ち負けへの不安が拭ぬぐい去られる気がした。

「はい……」

　フェリシアが頷くのを見て、ベルホルトも頷いて仮面を着け直し、フェリシアの手を引いた。幕の中から出て、舞台上へと二人で一歩を踏ふみ出す。まだ手も足も震えてはいるが、歩ける。

　フェリシアとベルホルトは舞台の中心である印の上まで歩くと、顔を見合わせて布を取った。

　一瞬の静せい寂じやくの後、客席が大きくざわついた。脱ぬいだ布を受け取りに来たスタッフも、二人を見て固まっていた。ベルホルトが声を掛かけてようやく、我に返って布を受け取った。

　今のざわつきは、どういう意味だろう。不安に駆かられたが、フェリシアの目の前に、手て袋ぶくろに包まれたベルホルトの手が差し出される。

（……大丈夫。ベル王子が、そう言ってくれたんだもの）

　フェリシアはベルホルトの手にそっと手を重ね、客席に延びる舞台へと歩き出す。隣にベルホルトがいるだけで、大勢の視線の前だとは思えないほど、足は軽かろやかに進んでいく。

　ベルホルトが先導するように少し前を歩く。歩く速度はゆっくりだが、彼が歩く度に、鷹たかが飛ぶように力強く、颯さつ爽そうとした風が吹ふく。その風を受けて、フェリシアのピンク色のドレスとベールの裾すそが靡なびき、シロツメクサを模した玉たま房ぶさが、風に舞うようにふわふわと舞い踊おどる。

「フェリ、見えているか？」

　ベルホルトがゆったりと歩きながら、小声でフェリシアに囁ささやいた。歩くことで精せい一いつ杯ぱいだったフェリシアは、ハッとして彼を見上げる。

「客席を見てみろ」

　その言葉にドキッと心臓が一ひと際きわ大きく高鳴る。無意識に客席を見ないようにしていたらしい。しかし隣となりには彼がいる。フェリシアはベールの向こうに目と耳を凝こらす。

　こちらに向けられているのは、興味深く、楽しげな視線と、弾はずんだ声。「可愛かわいい」「綺麗」という、興奮を堪こらえられない声がどこからか聞こえて来た。会場のざわつきには、祝福の力で向けられるものとはまた違ちがう、羨せん望ぼうや尊敬、感心といった感情が込められていた。

　心臓がドキドキする。不安と緊張からではない。ベルホルトと一いつ緒しよにいる時ともまた違う。人々の眼まな差ざしがこんなにあたたかく、嬉うれしく感じたことは初めてだった。

（嬉しい……楽しい……っ！）

　少し前を歩いていたベルホルトの足が止まった。すでに二人は舞ぶ台たいの一番先せん端たんにいた。フェリシアはその場で会場を見み渡わたす。彼らはフェリシアの瞳も見ていないのに、あたたかくフェリシアを見つめてくれていた。

　フェリシアが身体ごと会場を見つめていると、その度たびに会場がざわついた。フェリシアが内心で不思議に思っていると、ベルホルトがフェリシアの手を握り直して小声で囁いた。

「回すぞ」

「え？──きゃあっ！」

　ベルホルトはフェリシアの手を持って、ダンスの要領でくるりとフェリシアの身体を一回転させる。ドレスと長いベールがふわりと宙に舞まった。会場がわっと沸わき、拍はく手しゆが起きる。いきなりその場で一回転させられ、体勢が崩くずれたフェリシアだったが、背中からベルホルトが抱だき留とめてくれた。

「どうだ」

「び、びっくりしました。ふ、ふふっ」

　緊きん張ちようしている。びっくりしている。なのに、思わず笑い声が零れるほど、楽しい。

　弾む心のまま、ベルホルトに手を引かれて、もう一度舞台の道を歩き出す。

（知らない人の、優しい顔。……私がずっと目を伏ふせて、見ようとしなかったもの）

　ベルホルトが連れ出してくれなかったら、ずっと見られなかったもの。

　手を引くベルホルトを、フェリシアは見上げる。

　彼は今、仮面の下でどんな顔をしているのだろう。フェリシアと同じように、笑っていてくれるだろうか。なぜか、そんな気がする。手のぬくもりがそう伝えてくる。

　あたたかい気持ちに包まれて、いつの間にか手足の震ふるえはなくなっていた。
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「──フェリ、終わったぞ」

　ベルホルトの言葉で、フェリシアは何だか夢から覚めたような心ここ地ちになる。周りをよく見ると、すでに舞台袖そでにいた。

「え⁉　いつの間に⁉　私、何だか、ぼーっとしてて……」

「そうか？　ぼーっとしているというより、観客をじっと見ていたように見えたが」

　言われてそうだったと気付く。今も、ベール越ごしに笑う人々の顔が目の裏に焼き付いている。

「……はい。そうです。あんなに、楽しそうに見てくださっているのが、嬉しくて……」

「お前の作った衣装が、皆みなの心に響ひびいた証しよう拠こだ。それと、俺達が楽しんでいたからじゃないか？」

（楽しんでいた。私も、ベル王子も……？）

　フェリシアが黙だまったのを見て、ベルホルトは首を傾かしげた。

「楽しくなかったか？」

「いえ！　楽しかったです。自分でも、驚きました。楽しかった……っ」

　フェリシアが声を弾ませてそう言うと、ベルホルトは仮面をずらし、フェリシアに笑いかけてくれた。その笑えみがまた、フェリシアを嬉しくさせる。

「あ！　でも、テオさまの衣装に勝たないと……！　あれに……⁉」

「心配しなくても優勝だ。観客を見ただろう。自分の力を信じろ」

　フェリシアの手を摑つかみ、ベルホルトは力強くそう言ってくれた。フェリシアの手はもう震えてはいないし、冷たくもない。

「はい……っ！」

　ベルホルトの言動のすべてが、フェリシアに自信をくれる。

　発表後は個人の控ひかえ室に戻り、投票と集計を待つことになっていた。一時間ほど待っていると、控え室のドアが開き、スタッフの仮面の顔が覗のぞく。

「投票と集計が終わりました。もう一度壇だん上じようへどうぞ！」




　壇上には出場者の十五組が立ち並ぶ。その中でも、観客の目はこちらに向いている気がした。フェリシア達と、隣のガーディと少女に集中しているようだ。

「それでは、これより優勝発表に移ります。その前に、女性のみなさまはもう一度前へ」

「え？」

　こんな段取りだっただろうか。周りを見れば、他ほかの参加者も戸と惑まどった様子だったが、すぐに前へ出る。フェリシアが迷っていると、ベルホルトが腕うでを摑んできた。

　動けずにいるフェリシアに、司会者が駆かけ寄ってくる。

「こんな段取りはなかったはずだ」

　ベルホルトの低い声に、司会者は少し気き後おくれしたようにのけぞり、小声で囁く。

「観客からの要望ですよ。さ、どうぞ前へ」

　司会者を、恐おそらくは睨にらみつけているのだろう。ベルホルトはじっと彼を見つめていたが、摑んでいたフェリシアの腕を放した。と、隣の少女が微笑ほほえんで手を差し出してくる。

　フェリシアの戸惑いを待たず、少女はフェリシアの手を取って、一緒に前に出た。後ろを振ふり返ると、男性陣じんとは少し距きよ離りがあった。

「それでは、優勝発表と参りましょう！　と、その前に少々準備を致いたしますので、その間にみなさまが気になるドレスのことを訊きいてみましょう！」

　司会者がそう言った時、司会者と同じ仮面を着けた者達が男性達の後ろで表ひよう彰しようの準備だろうか、何か作業をし始める。

　フェリシアは自分でドレスを作った。だが、他の女性達は他の人間がデザインして作ったものというのが大半だろう。こんな段取りはなかったから、彼女達が戸惑うのも当然だった。

「では……そうですね、あなたから！　このドレスを着たご感想などいただけますか？」

「ふぇっ⁉　わ、わ、私……⁉」

　傍そばにいた司会者がフェリシアを指すと、会場からなぜか拍手が起こった。そして司会者はフェリシアに近づき、耳打ちする。

「今から言う通りにしてください。──ベルホルト殿でん下かを死なせたくなかったら」

　突とつ然ぜんの言葉に、フェリシアは固まった。その間に、司会者はこれからフェリシアがすべきことを囁いた。その内容に、フェリシアは愕がく然ぜんとする。

「な……どうして、そんなことを、私が……」

「これを今一番影えい響きよう力のあるあなたが言うことに、意味があるのです」

（影響力……？　私に、そんなの……）

　祝福の力のことではなさそうだ。この国の祭典を盛せい況きように導いたフェリシアは、今、ディアマントで多くの支持を受けている。この影響力を、彼は利用しようとしている。

「いいですね？」

　彼はフェリシアの背中にそっと触ふれた。そこで背中に感じたのは、柔やわらかさと手の温度ではなく、冷たく、硬かたく──鋭するどい感かん触しよくだった。

　手の当たる部分を振り向いて見ると、袖に仕込んだ小さなナイフが見えた。その鋭い輝かがやきが目に映り、身体からだが竦すくむ。

　フェリシアはベルホルトを見る。男性達の後ろには、仮面を着けたスタッフ達がいる。彼らも、司会者と同じように刃は物ものを忍しのばせているらしい。

　ベルホルトまで傷つけられたらと思うと、背筋がゾッと冷たくなった。

「言う通りに、しますから。あの方には……っ」

「ありがとうございます。──どうやら緊張されていたようです。落ち着かれたようですので、どうぞ、ご感想を」

　司会者は朗ほがらかにフェリシアに話を振った。すぐに話し出すことは出来なかった。

（こんなことを言ったら、問題になってしまう……でも……！）

　ベルホルトにも危険が及およんでいる。しかし今フェリシアが騒さわげば、ベルホルトに危害が加えられ、会場も大きく混乱するだろう。フェリシアの様子を見て、アロイス達が助けてくれることを願うしかなかった。

　フェリシアは震える手をぎゅっと握にぎって、口を開いた。

「……私は、フェリシア……フェリシア＝エーデルシュタインです。エーデルシュタイン王国の、王女です」

　会場がざわついた。フェリシアの声では前方しか聞こえなかったようだが、声を聞いた者達が大声で叫さけび、あっという間に会場中に伝わった。

「おい、何を言っている……！」

　ベルホルトの声が背後から聞こえ、フェリシアも肩かた越ごしに振り返り、首を横に振った。

（ダメです、こちらに来ては……！）

　こちらへ来ようとしたベルホルトを、仮面のスタッフ達が止める。それを見たガーディが、ベルホルトを守るように前へ出た。

「止めるな。それともこれはテオの差し金か？」

「俺は何も聞いていません。今は少し様子を見ましょう。……下手に動くのも、危険です」

　ベルホルトがフェリシアを見た。仮面で見えないが、きっと心配している。大だい丈じよう夫ぶだと伝えるようにフェリシアは頷うなずいて、再び会場に顔を向けた。

　会場全体にフェリシアのことが伝わると、また会場はシンと静まりかえる。

「私は……テオさま──テオドール殿下と……」

　こんなこと、言いたくない。それに本人もいないのに、言っていいのだろうか。それとも、司会者はテオとは共犯なのか。何にしても、今は言う通りにしなければならない。

　会場中が息を吞のんでフェリシアの言葉に耳を傾かたむけていた。

「……婚こん約やく、しました……っ！」

　小さなその言葉にも、会場が大きくざわついた。

「フェリ！　やめろ！」

　背中から、ベルホルトの声が聞こえる。しかし振り返ることも出来ない。

「テオドール殿下は、素す晴ばらしい方、です……次期……」

（違ちがうの。婚約なんて……っ！　だって、私が好きなのは……ベル王子なのに……っ）

　だからこそ、フェリシアは口を開き、言葉を紡つむぐ。ベルホルトの身を案じているから。

「私は……テオドール殿下が……次期国王に、相応ふさわしいと──」
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「私は……テオドール殿下が……次期国王に、相応しいと──」

（こんなこと、思ってない……！）

　でも言わないと、ベルホルトが危あやうい。ぎゅっと目を瞑つむり、息を吸って、言葉を吐はき出す。

「国王？　ハッ、冗じよう談だんじゃないね」

　自信に溢あふれた、嘲ちよう笑しようの混じる声が隣となりから聞こえた。

　直後、隣にいた少女が司会者に向かって白い足を繰くり出した。靴くつの爪つま先さきが仮面を着けている顔に叩たたき込まれる。不意を突つかれたせいか、司会者の身体は勢いよく後方へ飛んだ。仮面を外したその顔には見覚えがあった。フェリシアの瞳ひとみを見て祝福の力の影響を受け、心しん酔すいしていたテオの怒いかりを買ってクビにされた若い従者だ。

　大の男を蹴けり飛ばした少女は、ヘッドドレスを投げ捨て、会場に顔を晒さらした。騒そう然ぜんとしていた会場が、一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくする。その隙すきに、少女は自分の名を名乗った。

「僕がそのテオドール。この名前嫌きらいだから、テオって呼ばないと殺すよ」

「テオさま……⁉　本当に、ほんに……んっ⁉」

　美しい少女はくるりと軽快にフェリシアを振り返り、顔を近づけた。その美少女──テオは化け粧しようもしており、完かん璧ぺきな美少女にしか見えない。しかし別人ではない。間違いなくテオ本人だ。赤い唇くちびるが艶つややかに微笑む。

「何びっくりしてるの？　僕、自分で作ったものは自分で着るって条件出したでしょ？　それを自ら放ほう棄きすると思う？　僕の美び貌ぼうならドレスを完璧に着こなすなんて、造作もないよ」

　顔を晒したテオに、ベルホルトが怒ど声せいを上げる。

「テオ！　これはどういうことだ」

「君はもう少しそこにいてよ、邪じや魔まだから。安心しなよ、フェリは守ってあげる。フェリに死なれたら面めん倒どうだからね。ガーディ、ベルは頼たのんだよ」

　こちらへ来ようとしたベルホルトを、再度ガーディが押さえ込んだ。

「どけガーディ！」

「あなたはこの国の次期国王です。うかつなことはなさらないでください」

　そう言って、ガーディは獣けものの仮面を取った。

　壇だん上じように上がっていた、金きん髪ぱつのスタッフが声を上げる。

「な、何をしているのです、テオドール殿下……！　なぜ裏切るような真ま似ねを……！」

「えー、何が？　僕、君と仲良しだったっけ？　ていうか君、誰だれ？」

　頰ほおに人差し指を当てて、テオはきょとんとした無む邪じや気きな顔で首を傾かしげる。

「な、何をおっしゃるのです！　私とあなたの仲ではありませんか！　それにこの場で、フェリシア王女に宣言をさせると……！」

「え？　僕、そんなこと頼んだ覚えないよー？　証しよう拠こは？　書類は？　サインは？　どこ？」

　テオはその綺き麗れいな顔を徐じよ々じよに人を嘲あざ笑わらう笑えみに変えていく。

「わ、私達は、あなたのためにここまでやってきたんですよ⁉」

「僕のため、ねえ。僕のために、君は一体何をしてきたの？」

　テオの気のない言葉に、男は一瞬呆ぼう然ぜんと黙だまり込んで声を上げた。

「なっ……何をおっしゃいます！　私があなたを見つけたんですよ⁉　不幸のどん底にいたあなたを救い上げて才覚を見み出いだし、地位を授さずけたのは私ではありませんか！　あの薄うす汚ぎたない場所から、次期国王という最高の幸せを授けようとしているのは、この私です！」

（この方は、テオさまが可か哀わい想そうだったから、城に連れて来て、国王という幸せを与あたえようとしているの……？　でも……）

　彼は熱心に『テオのことを思って』国王にしたいと思っているようだが、なぜだかフェリシアの胸にその言葉が響ひびかない。

「あなたこそ、ディアマント国王になるべき方なのです！　テオドール殿でん下か！」

　祝福の力に影響された人々の言葉でさえ、フェリシアを思うあたたかさがある。しかし、彼の言葉にはそれがない。
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　フェリシアの口から、知らず、言葉が溢れていた。

「違い、ます。あなたは全然、テオさまの幸せなんて考えていません……！　あなたはテオさまのことを見ようともしていません！　テオさまに自分の幸せを押しつけているだけです！」

「テオドール殿下に会ったばかりのあなたが、何を……！」

　男が激げき昂こうした声を上げ、フェリシアの方へ踏ふみ出した。その時、不意に男の仮面が吹ふき飛び、床ゆかに落ちる。テオが隠かくし持っていたらしいナイフが、男の仮面を飛ばし頰と耳を切っていた。

　頰と耳から血を流して蒼あおくなる男を見て、テオは楽しそうに笑ってから彼を見つめた。

「ねえ、シラー卿きよう？」

　テオがはっきりと、仮面の男の名前を呼んだ。その名前は確か、フェリシアの周囲を探さぐっていた者達の名前だ。なぜベールや仮面で顔を隠しているのに正確にフェリシアを見つけたのか、これでわかった。彼らはフェリシアをドレスで判別していたのだ。

「僕がどうしてディアマントに帰って来たか、わかる？」

　今まで楽しそうに笑みを浮うかべていたテオの顔から、表情が消えた。本当に、美しい人形のようだ。赤い口紅を塗ぬった唇だけが、ゆっくりと動く。

「お前みたいな、僕を操あやつり人形にしようとする奴やつらを叩き潰つぶすためだよ」

　人形のようだが、その目には怒り──あるいはそれ以上の強きよう烈れつな感情が込められていた。

　フェリシアはテオには守られているはずなのだが、テオの怒りを間近で見て、震ふるえが止まらなくなった。シラーという男も、真正面からテオの眼光を受けて顔面を蒼そう白はくにしていた。

「ベルの政権ではのし上がる自信がないから、僕を一から国王に仕立てて、自分達が甘い汁しるを吸いたいんだよね。初めて会った時から知ってたよ」

　テオが嘲笑とはいえ笑みを取り戻もどすと、シラーは彼を睨にらみつけ、必死の形相で怒ど鳴なりつけた。

「あ、あなたは、国王になるのです！　そうでなければ……私の家はどうなる！」

「君の家？　歴史書には名前が残るよ。王子への反逆者、って汚お名めいがね。だからあえてこの場所で──国民の前で、君を晒し上げたのさ。ここにいる観客全員が証人。罪から逃のがれようと金を積もうにも、僕から良いい服いっぱい買って借金塗まみれだし、もう再起不能だね。あはははっ！」

　高らかに笑うテオは恐おそろしかったが、フェリシアは同時に彼の人間らしさに安あん堵どしていた。

　シラーは激昂し、顔を赤くして怒ど号ごうを上げる。

「……っこの、恩知らずが！　もう一度教育しなおしてやる！　捕とらえろ！」

　シラーが剣けんを抜ぬいた途と端たん、壇上にいたスタッフ達が一いつ斉せいにフェリシアとテオに殺さつ到とうしてきたが、テオは隠し持っていたナイフを投げて、まったくこちらに近づけさせない。

　これはイベントではない──そう気付いた観客達は、一斉に出口に殺到する。警備の者と仮面を着けたスタッフが、至る所で刃やいばを交えている。フェリシアとテオの背後でも、剣を抜く音がして振ふり返る。

「ベル王子……！　ガーディさん！」

「そういえば丸まる腰ごしだね。ま、あの二人なら大だい丈じよう夫ぶでしょ」

　護衛であるガーディはもちろん、ベルホルトも、相手の剣に怯ひるまず、避よけては体術だけで反はん撃げきしている。しかしさすがに数が多い。せめて武器があれば──

「ガーディ！」

　どこからか聞き慣れた、よく通る女性の声が響く。が、彼女の姿が見えない。

（ルディさん？　どこに……？）

「私のこと、受け止めてよ⁉」

　そんな声がした後、ガーディは向かってきた相手を投げ飛ばし、急に無防備に両りよう腕うでを前に伸のばした。まるで攻こう撃げきしろと言っているようだ。しかし彼は嬉うれしそうに笑っていた。

「俺の手は、ルディのためにあるんだよ。……来て」

　その笑顔と行動は敵には不気味に映ったらしく、彼らは攻撃するのを躊躇ためらってわずかに後あと退ずさる。そんな時、頭上で物音がして、一瞬ガーディの姿が翳かげった。

　すると、照明や装置のある天てん井じようから何かが落ちてきた。真っ赤な長い髪かみが見えた直後、ガシャンと金属が擦こすれるような音と共に、ガーディの両腕にルディが横よこ抱だきになっていた。

　いきなり落ちてきたルディに、その場にいたガーディとルディ以外の者は目を剝むいて固まる。

「ありがと、ガーディ」

　ルディが微笑ほほえみ、それを嬉しそうに受けて、ガーディもルディに微笑みを返した。

「それはこっちのセリフだよ。ありがとう、ルディ。……持ってきてくれて」

　ガーディがルディを下ろすと、彼女は芯しんの強い目と声で、ガーディへ言葉を紡つむいだ。

「……私は親友も恋こい人びとも、みんな大事なんだ。そのために、私は強くなった。もう何一つ諦あきらめたりしない。……今度は一緒に、守ってくれる？」

「……俺も、そうだよ。今度は、もう誰も傷つけない」

　二人は幸せそうな顔から一気に緊きん張ちよう感かんを帯びた表情で頷うなずき合った。その時フェリシアは先ほどガーディの言った言葉に首を傾げる。

（ん？　持ってきてくれて……？）

　そういえば、ルディが落ちてきた時、ガシャンという金属のような音がした。

　ガーディが不意に腕うでを振る。するとブン、と風を切る音がして、ガーディ、ルディ、そしてベルホルトを中心にして目にも留まらぬ速さで、周りにいたスタッフ──ベルホルト達に弓引く敵が倒たおれていく。ガーディの手には剣が握にぎられている。

　ベルホルトとルディも剣を抜いて腕を振った。ガーディが長い剣を一ひと振ふりすると、一気に敵が吹っ飛ぶ。ベルホルト達はフェリシアとテオの傍そばにやってきた。

「ちょっと、遅おそいよ君達」

「この混乱を招いた本人が何をほざいている」

　ベルホルトが怒いかりの視線と声をテオに向ける。

「僕が荷か担たんした証拠なんかないもーん。──あ、ちょっとフェリ、どこ突つっ立ってんのさ」

　テオが突とつ然ぜんフェリシアの腕を引っ張った。その際、こちらに近づいて来た敵が剣を抜いた。仮面の向こうで、一つに束ねた長い髪が揺ゆれる。淡あわい金の髪色は、フェリシアとよく似ていた。

　彼を見た瞬しゆん間かん、フェリシアから恐きよう怖ふ心が消え、安堵に変わる。隠し持っていたナイフを持とうと腰こし元もとに手を遣やったテオの腕を、フェリシアが摑つかんだ。テオが目を瞠みはる。

「テオさま！　待ってください、あれは……！」

　フェリシアとテオの目前に迫せまってきた金きん髪ぱつの男は、駆かけ寄って来た勢いのまま──反転した。向かってきた者達に、彼の剣の切っ先が向いた。

　この身のこなしと、この背中。フェリシアの傍に一番長くいてくれている背中だ。その背に、フェリシアは笑顔で触ふれる。

「アロイス！──きゃっ、リリィ⁉」

「ったく、この国に来るとろくなことがない」

　仮面と共にそんな言葉をアロイスは忌いま々いましげに吐はき捨てる。

　アロイスの服から飛び出してきたリリィを腕に抱くと、すでに毛並みが威い嚇かくして逆立っていた。決してフェリシアには向けられない、小さくも鋭するどい牙きばを剝きだしにしている。

　アロイスの冷たい視線を向けられた者達が、動きを止めた。

「こいつには指一本触れさせない。触れた奴は殺す」

　フェリシアはアロイスの静かな激げき怒どにびくっと肩かたを震わせたが、テオは彼を見て笑った。

「いいね君。僕の従者にしてあげよっか？　顔も合格だし」

「誰だれが。やっぱり帰国すべきでしたよ。ろくな王子がいませんね、この国は」

「言われてるよ、ベル」

「お前のせいだ」

　ベルホルトは向かって来る敵を薙なぎ倒しながら、テオに厳しい視線を向ける。

「お前の私し闘とうに、コンテストを利用したな」

「利用しない手はないでしょ？　フェリを巻き込むことになるから、君達には黙だまってたけど」

「この責任は取らせるぞ」

「怖こわーい。ところでベル。コンテスト台無しになっちゃったし、どっちが敵をより多く倒せるか、勝負しない？　フェリを賭かけて、さ」

「……どっちにしろ、この状じよう況きようは切り抜けなければならんからな」

　ベルホルトの言葉に、テオは心底楽しそうな笑えみを浮かべ、腰元のナイフを取り出して走り出した。ベルホルトも「フェリを頼たのむ」と言って、走っていった。

　そんな二人の王子を見て、ルディが怒ど声せいを上げる。

「ちょっ、こら！　勝手なことするなーっ！　従者と護衛の身にもなれ馬ば鹿か王子どもっ！」

「俺達も強くなったけど、王子達も強くなってた……。フェリシア王女はじっとしててくれるから、いいこだね」

　のんびり言いながら、ガーディは三人の男をろくに見もせず一気に剣で薙ぎ払はらう。アロイスは敵がいなくなった方へ、フェリシアを移動させた。

　壇だん上じように向かってきた者は、ベルホルトとテオ、ガーディのおかげで、ほとんどすべてが床ゆかに倒れていた。テオは血の付いたナイフを片手で弄もてあそんでベルホルトに声を掛かける。

「僕は十六人だけど、ベルはー？」

「俺もだ」

「じゃあ、残りは……」

　二人の王子の強さに圧あつ倒とうされた仮面の者達は、距きよ離りを開けたシラーの指示を仰あおぐように彼を見た。シラーも顔を蒼あおくしていたが、不意に目を細め、こちらに向かって歩いてきた。そしてフェリシアをひたと見つめる。

「フェリシア、王女……！」

　シラーはフェリシアに向かって手を伸ばしてきた。

「あなたが、口くち添ぞえしてくだされば……っ！」

「往生際ぎわが悪いよ、君」

　テオはフェリシアの隣となりでそう言った直後、シラーと一気に距離を詰つめていた。懐ふところに入り込み、彼の顎あごにナイフを突きつける。シラーは剣も振るえず、ただテオを見つめていた。

　ナイフを突きつけられ、怯おびえた顔で震ふるえていたシラーだったが、諦めた顔で剣けんを手放した。それをテオは足で蹴けり飛ばし、降こう伏ふくする意思を見せたシラーに楽しげに微笑みかけた。

「大だい丈じよう夫ぶ、殺しはしないさ。言ったでしょ、それなりの待たい遇ぐうは約束するってさ。僕の自由を奪うばった罪を、生き地じ獄ごくで償つぐなわせてあげる、から──」

　テオは突然、小さく咳せきをした。真っ直すぐに立っていたその姿がぐらりと揺れる。テオは目を見開き、口元に手を遣ろうとするが、その手も震えていた。足元に赤い点が出来る。

「テオさま……まさか……！」

　そこから、テオは大きく咳せき込み始め、ナイフを落として足元から頽くずおれた。

　その姿を目の前にして、シラーは口角を上げ、テオの足元のナイフを拾い上げた。

「こ、これだけ私を馬鹿にしたんだ、少し痛い目を見てもらいますよ、テオドー──がっ！」

「こいつと俺の怒りをこれ以上買うのは賢けん明めいではないぞ」

　いつの間にかシラーと距離を詰めていたベルホルトが、剣の持ち手でシラーの頭を小こ突づいた。その軽そうに見えた一いち撃げきは的確に脳を揺らしたらしく、シラーは失神して動かなくなった。

　ベルホルトがテオの様子を見て険しい表情になる。大きく咳き込み、蹲うずくまったテオは、尋じん常じようではない量の血を吐いていた。

「テオ、お前、これは……」

　見ただけで不安になる血の量に、フェリシアはテオに駆け寄ってその背に触れる。細い背中が、大きく揺れて咳き込んでいる。苦しげなテオの様子に、フェリシアは思わず叫さけんでいた。

「テオさま、ごめんなさい！　私、もう隠かくせません……！　黙っていて、ごめんなさい！」

「やめろ……っ！　言ったら、殺す、って……」

　咳の合間にテオはフェリシアを睨にらんだが、彼はその場に倒れた。呼びかけるが、反応がない。

　もっと早く言うべきだった。それがたとえテオの意志でも、命には代えられなかったのに。

　フェリシアはベルホルトを見上げて言った。

「ベル王子、テオさまはご病気なんです。あの日も、こうして血を吐かれて……。私が、もっと早く言っていれば……！」

　涙なみだ声ごえになるフェリシアの肩を、ベルホルトはぽんと叩たたく。

「まったく、こいつらしい。俺の施ほどこしを受けたくなかったんだろう」

「ベル、この症しよう状じようって……」

　ルディがテオを見て、彼女にしては硬かたい声を発した。ベルホルトも彼女の声に頷く。

「ああ。父と、昔俺が患わずらっていた病だ。早く医者に診みせたいが……」

　ベルホルトは壇上から会場へと目を向ける。壇上でフェリシア達に向かってきた者達の制圧はほぼ済んだが、会場は未いまだ混乱していた。叫び声と泣き声が響ひびき渡わたっている。出口は人でひしめき合っていた。

「落ち着け！　出口は向こうにもある！　押し合うな！」

　イグナーツが必死に誘ゆう導どうする声も、パニックの前にはほとんど搔かき消えてしまっている。ここは劇場だ。大勢の叫び声はより大きく響く。

「パニックで、全然聞こえていない……」

　フェリシアがそう呟つぶやいた声も叫び声に重なる。ルディが声を張り上げた。

「私はイグナーツと一いつ緒しよに観客を誘導する！　ベル達は安全なところに避ひ難なんしたら、ガーディを寄よ越こしてくれ。アロイスは悪いけど、ベルの護衛も頼む！」

　ルディはそう言って、パニックになる会場へと駆けて行った。アロイスが先導し、ベルホルト、フェリシア、そして気を失ったテオを抱だき上げたガーディが続いて出口に向かう。その間にもシラーに賛同していた者達が通路を塞ふさいできた。

「道を空けろ！　シラー卿きようは降伏したぞ！」

　アロイスがそう叫ぶが、仮面の者達はこちらに剣を向けた。戦いの最さ中なかで、壇上を見ていなかったらしい。彼らはようやくシラーが拘こう束そくされたことに気付いたが、剣を収めはしなかった。

「シラー卿がおらずとも、テオドール殿でん下かさえ国王になれば……！」

「そのテオドール殿下が病で倒たおれたんだよ！　道を空けろ！」

「そんな、まさか……！」

　仮面の奥の目が、ひたとフェリシアを見つめた。その視線にフェリシアはぞくりと背筋に冷たいものが走る。

「フェリシア王女……。あなたの影えい響きよう力さえあればと、シラー卿もおっしゃっていた……！」

「フェリには手を出すな」

　ベルホルトがそう言って剣を向けようとした。が、ベルホルトの前にアロイスが立ち、剣を薙ないだ。その一撃で、男の剣が後方に飛んで行く。

　アロイスはフェリシアとベルホルトの前に立ったまま、肩かた越ごしに振ふり返って言った。

「ベルホルト王子。間ま違ちがえないでください。フェリを守るのは俺の役目だ。──あんたは隣で、フェリを支えてくださいよ」

　剣を飛ばされた男は、懐に忍しのばせていた短剣をアロイスに向けて来た。アロイスは咄とつ嗟さにその短剣を避よけようとしたが、避けきれずに肩に剣の先が刺ささった。

「アロイス！」

　フェリシアが叫んだが、アロイスはすぐに反応し、片手で男の剣を弾はじき、男の鳩みぞ尾おちに膝ひざを入れた。男は床に蹲って呻うめいていたが、アロイスがすぐさま両りよう腕うでを縛しばって拘束する。拘束している間にも、彼の肩から血が流れ続けている。

「アロイス、やだ、血が……っ！」

「掠かすり傷だよ。くそ、この混乱で動きづらいな。全員斬きり伏ふせられた方がよっぽど楽だ」

　アロイスが舌打ちし、自分のスカーフで傷口を結ぶ。フェリシアが急いで手伝うが、思っていたより深く傷ついているようで、血はじわじわと大きく滲にじんでいく。

（このままでは、さらに多くの人が傷ついてしまう。アロイスも、早く手当てしないと……！）

　その時、フェリシアの脳のう裏りにある考えが過よぎる。

（な、何考えてるの、そんなこと、私が出来るわけ……）

　それは自分でも驚おどろくものだった。しかしフェリシアは目の前のベールを見つめ、頭を振って弱気になる心を奮い立たせた。

　ベールの端はしをぎゅっと握にぎり締しめてから、フェリシアは顔を上げた。

「私が、誘導します……っ」

　フェリシアの言葉に、その場にいたベルホルト、アロイス、テオを抱き上げたガーディが目を剝むいた。アロイスはフェリシアの言葉ごと押し込むように、自分の後ろに下がらせる。

「何馬ば鹿かなこと言ってんだ。いいから、お前は後ろにいろ」

「ガーディさんは、早くテオさまを運んでください。アロイスは傷の手当てを」

「おい、フェリ！　こんな時に……」

「私なら、このパニックを収められるかもしれない。──この力で」

　ベールを外し、この目を晒さらせば。

　心臓が大きく脈打っている。でも、この混乱が収まれば、怪け我が人はもう出ない。

「やめろフェリ！　そんなことしなくていい！」

　アロイスがフェリシアのために叫んでくれている。そんなアロイスは、フェリシアを守って怪我をした。

　自分に出来ることがあるなら。これでこれ以上傷つく人が出ないなら。

「私は、大丈夫……」

　噓うそだ。大丈夫じゃない。手が震える。身体からだが動かない。だって、このベールは十歳の時からずっと被かぶり続けて来た。これを外したら──人の心を、変えてしまう。

　きつく握り締めていた手に、あたたかい手が触ふれた。その瞬しゆん間かん、凍こおっていたように動かなかった身体が動き、フェリシアは顔を上げ、手に触れているベルホルトを見つめた。

「ああ、お前なら大丈夫だ。──お前の隣となりには、俺がいる」

　先ほど舞ぶ台たい袖そででも、そう言ってくれた。そしてあんなに大勢の人の視線の中で楽しめた。

　触れた手から、震えが止まっていく。ベルホルトの隣なら、きっと大丈夫。

　フェリシアは会場を見み渡わたす。そこで、アロイスの手が肩かたに掛かかった。

「フェリ！　お前がそこまでする必要はない！　人を救うためとはいえ、その力を使えば、お前がまた苦しむことになるだろ！」

　人の心を変えてしまうこの力で、フェリシアは人の好意が信じられなくなった。それをアロイスは間近で見続けてきた。フェリシアのことを思って、止めてくれている。

「アロイス……ありがとう、でも──」

「フェリは人を惹ひきつけるものを持っている。だがそれは、誰だれかに与あたえられた力などではない」

　アロイスの制止の声もフェリシアの決意の声も押し退のけるように、ベルホルトの声が響く。

「フェリ自身が人を惹きつけ、それに皆みながついていくんだ。祝福の力は、フェリ自身の力の、ほんの一部に過ぎない。効果が切れた後でさえ、皆フェリを慕したっているんだからな」

　祝福の力は、フェリシア自身の力のほんの一部──そんな風に考えたことは今までなかった。祝福の力は大きく、フェリシアはいつも恐おそれていた。

　フェリシアが呆ぼう然ぜんとしていると、ベルホルトはフェリシアに向き直り、手を握り直した。

「お前のことは、俺が守る。だからお前は……皆を守ってくれ。頼たのむ」

　自然と浮うかんでいた涙なみだを慌あわてて拭ぬぐい、フェリシアははっきりと彼の瞳ひとみに答える。

「はい！」

　ベルホルトはフェリシアを守るように立ち、剣けんを構えた。が、その腕を、血に染まった手で下ろす手があった。

「アロイス、ダメよ、傷が……！」

　アロイスは血だらけの手で剣を構え、ベルホルトを睨むように見み据すえた。

「フェリを守るのは、俺の役目だって言ってるだろ。……あんたは、隣で支えてやってくれ」

「……ああ、わかった」

　アロイスの目にしっかりと頷うなずき、ベルホルトは剣を収め、フェリシアの手を握った。アロイスとベルホルトは、自分のすべきことを決意した。

（私も、覚かく悟ごを決めなきゃ……！）

　一度は下りた壇だん上じように、フェリシアはベルホルト、そしてリリィと再び戻もどった。すぐ傍そばではアロイスと、テオを抱き上げたガーディが周囲を警けい戒かいする。会場を見渡すと、至る所で人が戦い、逃にげ惑まどっている。今から、この景色を変える。

　ベルホルトに手を握られる。すると手の震ふるえがいくぶんか治まる。

（大だい丈じよう夫ぶ。この力は怖こわくない。これは、祝福の力なんだから……！）

　フェリシアはベルホルトの手を離はなし、ベールの端を摑つかんだ。目をきつく瞑つむりながら、両手を上げる。ベールの端が胸から顎あごへ、顎から頰ほお、目、額……顔に、冷たい空気が触れる。

　まだ叫さけび声や泣き声、怒ど鳴なり声が聞こえる。

（止めなくちゃ。今日は、こんな日じゃなかったはずだったんだもの）

　フェリシアは瞼まぶたを開き、空色の瞳を晒した。──皆に愛される、魔ま法ほうの瞳。

　大きく息を吸い込んで、フェリシアは声を張り上げた。

「み、みなさん！　私を……私の目を見てくださいっ！」

　心臓は外に聞こえそうなほど大きく脈打っているのに、フェリシアの喉のどは縮んでしまい、大した声にならない。それでも近くにいた数人がフェリシアに気付いた。

「フェリシア王女……？　あれが、あの方の素す顔がお……！」

「なんて美しい……！」

　食い入るように見つめられた後、フェリシアを見た数人は皆うっとりとフェリシアに見とれる。強く熱い視線に、フェリシアはびくっと竦すくみ上がる。

（ダメ。これだけで怯おびえてはダメ……！）

　プレッシャーと恐きよう怖ふで、フェリシアの顔が俯うつむきそうになった時。

「お前一人でがんばらなくていい」

　ベルホルトが再び手を握ってくれた。そして、彼は足元に視線を落とした。フェリシアもその視線の先を見ると、背後に下がるリリィのしっぽが見えた──直後、フェリシアの背後から獣けものの咆ほう哮こうが轟とどろいた。その雷らい鳴めいのような声は空気をビリビリと震わせ、会場に響ひびき渡わたる。

（リリィ⁉　まさか、大きくなったの……⁉）

　フェリシアは慌てて振り返った。もしも成せい獣じゆうの虎とらの姿になっていたら余計にパニックになる。が、リリィは子虎の姿のまま、大きく口を開けていた。フェリシアの顔を見て「ぴゃ」といつもの鳴き声を発する。それが励はげましてくれるようで、フェリシアは安あん堵どした。

　リリィの咆哮でこちらを向いた者達に、ベルホルトがすかさず声を上げた。

「皆、落ち着け！　こちらを見ろ！」

　ベルホルトの良く通る声が響き、多くの人々がこちらを向いた。最初はベルホルトを見ていたが、すぐに隣にいるフェリシアに視線を向け、動きを止めてフェリシアを見つめる。

「あのドレスは、先ほどフェリシア王女と名乗っておられた方……」

「ではあれがフェリシア王女！　何と言う……絶世の美女だ！」

「いや、これほど心があたたかくなる美しさなのだ、きっと天使だ！」

「争っている場合じゃない！　おい！　フェリシア王女がベールを！」

　フェリシアの瞳を見た者達がそれぞれ声を上げ、フェリシアを指さしては周りの者に教える。

　ベルホルトが外がい套とうを翻ひるがえし、さらにこちらに注目を向ける。

「皆、これからフェリシア王女の言葉をよく聞け！」

　視線が、さらに増える。それでも逃げたりベールを被ることは、この時のフェリシアの頭にはなかった。視線の一つ一つを向き合うように見渡して、フェリシアは口を開く。

「みなさん、落ち着いてください！　出口までの道を空けて、怪我人や急病人を先に外へ！」

　フェリシアがそう伝える間にも、喧けん噪そうは徐じよ々じよに収まっていく。

「戦いをやめて、武器を持っている方は鞘さやに収めてください！」

　スタッフに変装していた者達のみならず、フェリシアを見た者は警備の兵士達までもが剣を鞘に収めてフェリシアを見つめている。その視線の多さに喉が詰つまりそうになったが、大きく息を吸って落ちついてから、フェリシアは会場を見渡しながら声を張り上げた。

「観客のみなさんは、警備の方の指示に従って出口へ！　小さなお子さんやご老人には、手を貸して差し上げてください！　協力して、安全に、誰も怪我なんてしないように！」

　フェリシアの声を聞いた観客達が冷静に避ひ難なんするのを見て、フェリシアは会場に残った仮面の者達にも呼びかける。

「シラー卿きようと同じ仮面を着けている方は、その場で止まってください。そして……」

　降こう伏ふくしろ、と言ってしまうのは簡単だ。しかしそれでは、フェリシアが彼らの心を変えてしまうことになる。

「そして……これが本当に正しいやり方なのか、テオさまの幸せを思ってのことなのか、どうかもう一度、ご自分の心に問いかけてください。少しでも思うところがあるのなら……あなた方が今すべきことが、わかるはずです」

　フェリシアの言葉を聞いた仮面の者達が、一人、また一人と仮面を外していく。そこに兵士達がやってきて、彼らを拘こう束そくしていった。

「フェリシア王女！」

　突とつ然ぜん、切せつ羽ぱ詰つまった声がフェリシアを呼んだ。フェリシアが振ふり返る前に、声の主──さっきまで気を失っていたこの事件の首しゆ謀ぼう者しや、シラーが意識を取り戻し、捲まくし立てるように叫んだ。

「なぜあなたまで、テオドール殿でん下かの王位を邪じや魔まされるのです⁉」

「おい、暴れるな！」

　拘束されつつ暴れるシラーを、兵士が慌てて取り押さえる。しかし彼は声を上げ続ける。

「あなたは、テオドール殿下を愛しているのでしょう⁉」

　身内では解決した問題だったが、そういえば、その噂うわさはまだ巷ちまたにはびこっている。フェリシアは焦あせりながら、声を上げた。

「違ちがいます！　私は、テオさまとは何もありません！　噂は誤解です！　あの日はテオさまが近くで倒たおれられたので、看病をしていただけなんです！　それに、私は──」

（誤解を、解かないと……！）

　それだけがフェリシアの頭の中を占せん領りようする。言葉なんて選んでいられなかった。フェリシアはぎゅっと胸の前で手を握にぎり、声を張り上げて心の底からの言葉を口にした。

「私が愛しているのは、ベル王子です！」

　ざわついていたその場がシンと静まりかえる。

　暴れて捲し立てていたシラーやそれを押さえていた兵士達、避難していた観客達、誘ゆう導どうしていたイグナーツやルディ、傍そばにいたアロイス、ガーディも──ベルホルトも、皆フェリシアを見つめてくる。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後。

『え？』

　短い疑問の声が、幾いく重えにも重なって大音量でその場に木霊こだまする。声を出していないのは、フェリシアと気を失っているテオだけのようだった。

「……えっ？　な、何ですか……⁉」

（私、何を言ったんだっけ？　どうしてみんな、そんな目で私を見るの……⁉）

　思い出そうとするのに、視線を向けられていると焦ってしまって冷静に思い出せない。

　助けを求めるようにベルホルトを見上げると、彼は見たことがないほど驚きよう愕がくの表情で、フェリシアを見つめていた。そのまま微び動どうだにしない。呼吸さえ止まっているように見えた。

「ベ、ベル、王子……？」

　──私は今、何を言ったんだっけ？




　フェリシアはその後、残った観客達に何度も落ち着くように呼びかけ、全員を誘導し、大きな怪け我が人を出すこともなく、事態は収束していった。

　自分達も会場の外へ出て、観客達の無事を確かく認にんしたフェリシアは、安堵の息を吐つく。その途と端たん、身体からだから力が抜ぬけてふらついた。その場に頽くずおれそうになったところで、ベルホルトがフェリシアの肩かたを支えてくれた。

「フェリ、本当に、よくやってくれた」

「いえ、そんな！　ベル王子……？」

　フェリシアの手を握るベルホルトの手に、力が込められる。彼の顔を見上げると、フェリシアに謝罪するような目を向けていた。

「……お前にとってベールを外すことは、俺には想像出来ないほどの恐おそろしいことだったはずだ。それを俺は知っていたのに、外させてしまった。すまな──」

「謝らないでください！　私、自分に出来ることをしたかっただけなんです。それに……ベル王子が私の手を取ってくださいましたから、怖こわくはなくなったんです」

　手を握り返し、フェリシアが笑いかけると、ベルホルトは少しだけ目を瞠みはってから、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「そうか。では、言い改めよう。──ありがとう、フェリ」

（よかった……力に、なれた）

　フェリシアはあたたかくなった胸を、ホッと撫なで下ろした。その時、不意にベルホルトが眉み間けんをぎゅっと寄せ、フェリシアから視線を逸そらした。何か怒おこらせたのかと思ったが、違う。これは彼が照れている時の仕草だ。その怒ったような照れた顔のまま、ベルホルトは口を開いた。

「……ところでさっきのあれは、どういうことか、訊きいてもいいか」

「さっき？」

　彼にしては歯切れが悪く、フェリシアは首を傾かしげる。ベルホルトは一度目を伏ふせ、大きく息を吸った。そしてフェリシアに真正面から向き合った。その眉間に、もう皺しわは刻まれていない。真しん剣けんな瞳ひとみを向けられ、フェリシアは顔が熱くなる。

「さっきの言葉は、テオとの誤解を解く咄とつ嗟さの方便ではなく……そのままの意味として、受け取っていいのか？」

　ベルホルトの声で、やっと先ほど自分が言った言葉を思い出す。

　──私が愛しているのは、ベル王子です！

　それは間違いなく、自分の口から迸ほとばしった言葉。

　それは間違いなく、自分の心にある気持ち。

　だからこそ。

「……っいやあああああああああ！」

　フェリシアは顔と言わず全身を真っ赤にして叫さけんだ。一気に血が頭に上って、意識が遠のく。ベルホルトが慌あわてて腕うでを伸のばして受け止めてくれたところで、フェリシアの意識は途と切ぎれた。
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「私……私は、何てことを言ってしまったの……！」

　コンテスト会場での騒さわぎの後、フェリシアは自分が大声で言い放った言葉のせいで頭に血が上り、それまでの緊きん張ちようもあってか気を失った。ドレスコンテスト後に予定されていたベール舞ぶ踏とう会はその日は中止されたが、三日後に無事開かい催さいされることとなった。

　そして今日がその三日後。フェリシアはコンテストにも出したドレスの前で頭を抱かかえていた。

「今日は一体、どんな顔をしてベル王子に会えばいいの……⁉」

（あの言葉は……噓うそじゃない。噓じゃないけど……！）

「何もあんなところで言わなくてもいいじゃない、私！」

　涙なみだ声ごえで叫ぶと、慰なぐさめるようにリリィは「ぴゃ」と鳴き、フェリシアの膝ひざに前足を乗せた。

「ううっ……リリィ、どうしよう」

　フェリシアはリリィを抱だき上げ、ふわふわのお腹なかを撫でながらぷにぷにと肉球に触ふれた。癒いやされる。が、すぐに目下の問題が頭をもたげた。リリィの柔やわらかい背中に縋すがって顔を押しつけると、リリィは嬉しそうに「ぴゃー！」と甲かん高だかい声を上げた。遊んでいると思っている。

「事件の後処理でお忙いそがしいみたいだけど……会っておけばよかったよぉ！　いきなり舞踏会でなんて、どうすれば……！──リリィ、おーもーいぃー」

　フェリシアが項うな垂だれると、リリィが楽しそうに頭によじ登って座った。ただでさえ悩なやみで重くなった頭が物理的にも重くなる。

　リリィが頭から下りると、ノックの音がした。フェリシアはびくっとしたが、すぐにドアが開いたのを見てホッとする。アロイスだ。

「フェリ。ドレス、直ったか？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。ちょっと汚よごれていたぐらいだし、生き地じもまだあったから」

　フェリシアがコンテストで着ていたドレスは、裾すそが汚れていたのはもちろんだが、吐と血けつしたテオの血が付着していた。

　そのテオはあの事件の後、昏こん睡すい状態に陥おちいり、しばらく目を覚まさなかった。先ほどアロイスに様子を見てきてほしいと頼たのんだところだった。

「テオさまのお加減は、どうだった？」

「俺も会ってはないが、今は意識もはっきりして、容態も落ち着いてるみたいだ。ま、結構な間隠かくしてたみたいだから進行はしてるが、今なら薬で充じゆう分ぶん治るってさ」

「そう……よかった。国王陛下と、同じ病気？」

「ああ。昔ベルホルト王子が罹り患かんした病も同じらしいな。遺伝っていってたから、やっぱあの人も王家の血を引いてるんだな、アレでも」

　何気なくアロイスの口から出てきた「ベルホルト王子」という言葉にも、フェリシアはびくっと反応していた。それを見て、アロイスはため息を吐く。

「……お前、そんなんで今日ベルホルト王子に会えるのか？」

「うっ……！　そ、それは……」

　フェリシアが言い淀よどむと、アロイスは輝かがやくような笑えみを浮うかべた。

「俺は会わないままエーデルシュタインに帰ってもいいんだけどな？」

「それはっ……それは、ダメ。ちゃんとお話ししないと」

「何を？」

　アロイスは軽い口調で尋たずねた。しかし口調とは別に、視線は真剣だった。その目をフェリシアも見つめる。アロイスの瞳は昔から、ずっと怖くない。

「私の、気持ち……！　ちゃんと、言いたいの」

　フェリシアがそう言うと、アロイスは静かに瞼まぶたを伏せた。なぜかそれが何かを諦あきらめたような仕草で、フェリシアは首を傾げる。が、彼はすぐにニヤッと意地悪く笑って顔を近づけてきた。

「……会いに来ないってことは、気にしてないのかもしれないぞ？」

「ううっ……そ、そうなのかしら……？」

「アホ。そんなわけないだろ。知りたくて仕方ないけど我が慢まんしてるんだよ、絶対。お前が話してくるまでな。まぁ、普ふ通つうに事後処理で忙しいのもあるんだろうが」

　アロイスの言う通りだ。あれだけ大勢の前で叫んだのだから、フェリシアの真意を気にしているのは当然だろう。フェリシアは胸の前でぎゅっと手を握にぎり締しめる。

「がんばる……！」

「力みすぎてまた気失うなよ。──じゃ、そろそろ用意しろ。出来たら呼べ」

　アロイスはぽんとフェリシアの頭を撫で、部屋を出た。

　フェリシアのドレスは一人で着られるようにしている。手伝いの人間に瞳を見られると困るからだ。着き替がえ終わり、アロイスを呼ぶ。最後にベールを被かぶってから、フェリシアは奥の部屋にあるドレスを見つめた。赤い、マーメイドラインのドレスが一着、そこにある。

　アロイスが白い手て袋ぶくろを嵌はめながらやってきて、フェリシアの背後から覗のぞき込む。

「そのドレス、ルディに着せないのか？　そんなサイズのドレス、ルディしか着られないぞ」

「それはそうなんだけど……でも、ガーディさんの衣い装しようはもうないし……」

　フェリとアロイスがそんなことを話していると、部屋がノックされ、ドアの向こうからルディの声が聞こえてきた。

「フェリー？　準備、何か手伝おうか？」

「あ、いえ、大丈夫です。もう準備は出来てます……けど、ちょっと待って下さい！」

　フェリシアは慌ててルディのドレスを隠してしまった。もしかしたら、今日はドレスかもしれない。フェリシアはそう思ったが、ドアを開けて入って来たルディはやはり男装だった。

「ベルは今準備してるから、お迎むかえに来たよ。慌ててたけど、何かしてたの？」

「いえ、片付けをしていただけです。──あの、ルディさん。ガーディさんと、お話はされましたか……？」

　フェリシアの言葉に、ルディは予想していた通り、肩かたを竦すくめた。

「残念ながら。でも、こう言っちゃなんだけど、テオさまが療りよう養ようしてる間はいるからね。そのうち話は出来るかなって。さ、行こっか」

　ルディは明るく笑って、フェリシアのためにドアを開けてくれた。そして舞踏会会場まで、並んで歩き出す。隣となりでフェリシアに歩ほ幅はばを合わせながらも、颯さつ爽そうと歩くルディを見上げる。

（……あとで、差し上げればいいかしら……いつか、着てもらえたら……）

　そう思う自分と、それではいけないと思う自分がいる。二人とも忙しいのは知っている。だからこそ、自分がきっかけを作ればいいのではないだろうか。

　そんなことを考えていると、ルディが足を止めてフェリシアを振ふり返る。

「ところでフェリ、この先にベルがいるけど、心の準備はいい？」

「はい、大丈夫で……………………ふぇっ⁉」

　考え事をしていたせいで、理解が遅おくれてしまった。ルディに手を伸ばしたが、遅おそかった。

「オッケー！　ベルー、フェリ来たよー」

（あー！　私の馬ば鹿か！　ど、どうやって、いつ切り出したら……いえ、そもそもここで⁉）

　フェリシアの前で、ルディがドアを開く。ベルホルトとイグナーツが準備を終えて、フェリシア達を待っていた。パニックになりかけていたフェリシアだったが、ベルホルトの姿を見て、驚おどろきで冷静さを取り戻もどす。

「ベル王子、その服は……！」

　ベルホルトが着ているのは、コンテスト用にフェリシアが作ったものだった。傷や汚れもあったため、今日は違ちがう服ではないかとフェリシアは少し気落ちしていたのだが、傷や汚れは修復されていた。

「ああ、せっかくお前が作ってくれたものだから、どうしても着たくてな。直させたんだ」

「言ってくだされば、私が直しましたのに……」

「お前も疲つかれていただろう？　簡単に直せるようだったから、お前に頼むのも気が引けてな。気に障さわったか？」

「いいえ！　着てくださって、嬉うれしいです。……本当に」

　今日はフェリシアが作った衣装のベルホルトではないと思っていた。落らく胆たんしていた分、より嬉しい。──ベルホルトが、修復を頼んでまで着たいと思ってくれたことも。

　ベルホルトはフェリシアを見て微笑ほほえみ、手を差し出した。

「そろそろ始まる。行けるか？」

　フェリシアは頷うなずき、ベルホルトの手に自分の手を重ねた。

　ベルホルトのエスコートで、フェリシアは舞ぶ踏とう会会場のドアへと向かいながら、ちらりと彼を見上げた。ベルホルトは穏おだやかな表情のまま、口を閉とざしている。──フェリシアの告白のことには触れてこない。

（私が話すのを、待っててくださるのよね。ど、どうしよう……）

　触れた手のぬくもりで伝わればいいのに──そんな都合のいいことを考えてしまう。







　舞踏会の会場では、すでに大勢の出席者達が集まっていた。『ベール舞踏会』と銘めい打うっているため、女性達は薄うすいベールを被っている者が多いが、男性はみな顔を晒さらしている。そして参加者の中に交じって、衛兵の姿が多く見られた。以前ディアマントに来た際にもここで舞踏会に出たが、警備の衛兵は倍以上に増えているようだ。少々物ぶつ騒そうな感じもするが、コンテストでのことを考えれば当然なのだろう。

　煌きらびやかな会場の中で、一ひと際きわ大きな声が上がった。

「見ろ、あのドレス！」

「ベルホルト殿でん下かと共にいらっしゃるということは……」

『フェリシア王女！』

「ひぇ……っ⁉」

　突とつ然ぜん大勢に呼びかけられ、フェリシアはベルホルトの手を握り締めて飛び上がった。

　祝福の力の効果は一日しか保もたない。すでに効果は切れているはずなのに、舞踏会会場にいる者達はフェリシアに熱っぽい視線を送ってくる。

（な、え、ど、どうして……⁉　まさか、祝福の力が、また強くなってるの……⁉）

　アロイスを振り返ると、フェリシアの不安な様子を察したのか、そっと耳打ちしてきた。

「これは祝福の力の影えい響きようじゃない。よく見ろ」

　フェリシアが周囲の人々を見み渡わたすと、彼らは優やさしい笑顔でフェリシアを見つめていた。

「コンテストでの誘ゆう導どうは素す晴ばらしいものでした！」

「あなたのおかげで、私は助かりました！　ありがとうございました！」

　言葉は熱っぽいが、それだけの熱を込める理由が彼らにはあった。フェリシアは人々の顔を見つめ、ベールの下で顔を真っ赤にする。何を言えばいいのかと、ベルホルトを見上げた。

「あの混乱を収めたのはお前だからな。あのままなら、重傷者も出ていただろう。決して大おお袈げ裟さな感謝の言葉ではないと思うぞ」

「殿下の言う通りです、フェリシア王女！　あなたは多くの人々を救ってくださったのです！」

　イグナーツがベルホルトに強く同意し、フェリシアはさらに顔が熱くなる。

　フェリシアが何を言えばいいのかと戸と惑まどっていると、周りの者達からも興奮した声がかかる。

「あなたは私達の救いの女め神がみです！　まさに、史上の美しさ……っ！」

　何だか祝福の力に影響されたような言葉になってきたが、彼らは確かにフェリシアに感謝し、その気持ちを表しているだけのようだった。それでもあわあわと焦あせるフェリシアの背後から、ヒールが床ゆかを蹴ける音と、透とう明めい感のある声が響ひびいた。

「この僕を差し置いて、誰だれが史上の美しさだって？」

　フェリシアが振り返るのと、周りがざわついたのは同時だった。白い上着と目の色と同じ翡ひ翠すい色のスカーフを着けたテオの姿は気品があり、王子然としていた。

「テオさま！　お身体からだは大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

　フェリシアがそう言うと、テオはにっこりと微笑んだ。しかし目の奥の光は鋭するどい。

「おかげさまで。君が僕の病のことをバラしてくれたからね」

「ひいっ！　ご、ごめんなさいごめんなさい！」

　悲鳴を上げ、竦み上がるフェリシアの前に、ベルホルトが苛いら立だった様子で立った。

「そもそも隠かくすな。そしてフェリを巻き込むな」

「あの時は、フェリに病のことを話す気なんかなかったさ。噂うわささえ立てばよかったし」

「やはりお前、シラーをはめるためにフェリとの噂をでっち上げたんだな」

「やだな、フェリと二人で話したかったのは本当だよ。責めるなら勝手に勘かん違ちがいして噂を流した奴やつらを責めたら？」

　くすくすと楽しげに笑ってから、テオはふとフェリシアに視線を向けた。

「そうそう、コンテストの結果だけど。僕と君が同率一位だったらしいよ。生意気ー」

　フェリシアはテオの言葉にびくびくしつつ、彼のドレスを思い出す。黒でまとめられたドレスはチュールを大だい胆たんに使い、透すけて見えた白い足が歩く度に、細かな模様が動いて見えた。清せい楚そさを目指したフェリシアのドレスとは正反対の、蠱こ惑わく的で退たい廃はい的な美しさがあった。

「今日はあのドレス……着てこられなかったのですね。とてもお似合いでしたのに……」

「フェリ……お前、ドレスに気を取られてこの人の性別忘れてるだろ」

　アロイスに呆あきれ顔で突つっ込まれ、フェリシアはハッとする。あの時は美少女にしか見えなかったが、そういえばテオは男性だった。謝ろうとしたが、その前にテオが口を開く。

「僕、同じ服は二度も着ないもん。そんなのつまんないじゃない？」

「男としてのプライドじゃなくて、ポリシーの問題なのか……」

「女より美しいんだから、ドレスぐらい似合うに決まってるでしょ」

　当然という顔でテオは言い切る。確かに、ヘッドドレスの下も、彼は完全な美少女だった。

　そこでフェリシアはようやく、テオの言ったコンテストの結果を思い出した。

「同率、一位……ということは……」

　フェリシアはベルホルトを見上げた。

「敵を拘こう束そくした数で勝負、だったな。お前は十六、俺はシラーを入れて十七だった」

「そ。だから君の勝ちさ。フェリのことは諦あきらめてあげる」

　意外にも潔いさぎよくテオは負けを認めた。もっとも、彼の今回の目的は「自分を人形のように扱あつかおうとした者達を一いつ掃そうしたい」というものだったのだから、それで満足しているのだろう。しかしテオは人差し指を唇くちびるにあて、フェリシアを物欲しそうに見つめた。上うわ目め遣づかいだけは可愛かわいい。

「あーあ。フェリなら僕の要望を完かん璧ぺきに理解した服を、毎日作ってくれると思ったのに」

「ま、毎日……⁉」

　いくらドレスを作ることが好きでも、毎日彼のレベルの高い要望に応こたえられるとは思えない。

「ベル王子、ありがとうございました……！」

　震ふるえつつベルホルトの腕うでを摑つかんでそう言うと、彼は一度フェリシアの手に目を遣やった。視線に気付いたフェリシアは慌あわてて手を離はなしたが、ベルホルトは小さく笑って言った。

「……そうでなくても、婚こん約やくなどさせなかった」

　フェリシアは真っ赤になったが、ベルホルトは気付かなかったようだ。

「ああそうだ、ベル。これあげる」

　懐ふところから一枚の紙を取り出し、テオはそれをひらりとベルホルトに向けて放ほうった。不規則に舞まう紙を、ベルホルトが摑み取る。少し歪ゆがんだ紙の内容が、フェリシアにも見えてしまった。いくつも数字が並んでいて、一いつ瞬しゆんの後、それがとんでもない金額の小切手だとわかる。

「賠ばい償しようのつもりか？　損害額の倍はあるが」

「まあね。今回は僕にもちょーっとだけ責任はあるみたいだし？　これでチャラにしてよ」

「賠償すればいいという問題ではない。あのコンテストの成功は、病に倒たおれる者への激げき励れいでもあったんだ」

　ベルホルトの真しん摯しな言葉に、フェリシアは彼があのコンテストに大きな期待を寄せていたのだと改めて感じた。

　しかしテオは欠片かけらも興味のなさそうな顔で、肩かたを竦すくめる。

「知らないよそんなこと。どうでもいいし。じゃあどうしろっていうのさ？」

「……勝負に勝てば、お前は何でも言うことを聞くと言ったな」

　テオは不満そうな顔をしつつも頷く。綺き麗れいな顔から舌打ちが聞こえたが、ベルホルトは気にも留めずに強い口調で言った。

「ならば、まずは身体を治せ。そしてこれからは、お前がつまらないと言ったこの国を、面おも白しろくしてみろ。来年もコンテストを行う。その時はお前が指揮を執とれ。その次の年も、毎年だ」

　テオはとても病人とは思えない険のある視線でベルホルトを睨にらんだ。

「……それは僕に、王族として生きろって言ってるの？」

　テオが鋭い視線をベルホルトに向ける。空気が一気に緊きん張ちようを帯びる中、ベルホルトはテオの視線をしっかりと受け止めていた。

　テオは王族の血を引き、そのせいで人生を振ふり回されてきた。王族として生きることは彼にとって屈くつ辱じよく的なのではないか。フェリシアがハラハラする中、ベルホルトは呆れ顔で続けた。

「お前を城に縛しばり付けられるとは毛頭思っていない。だが、王族という言葉に一番縛り付けられているのは、一体誰だ？」

　ベルホルトの言葉の後、一瞬、テオの瞳ひとみが揺ゆれた気がした。しかしそれはほんの一瞬で、テオは心底嫌いやそうに綺麗な顔を歪め、苛立ったため息を吐ついた。

「……ここまでくだらないこと言われるとは思わなかった」

　肩を竦めてから、彼はくすっと口元だけで笑う。

「ま、この国で遊ぶのも、面白いかもね」

『この国の中で遊ぶ』ではなく『この国を弄もてあそぶ』と聞こえるのは、フェリシアの考えすぎだろうか。ディアマントの未来に一いち抹まつの不安を感じていると、テオの視線がフェリシアに向いた。

「で？　君の望みは？」

「え？　私ですか？　ベル王子との勝負では……？」

「コンテストでは君とベル、二人に勝負をしかけたんだ。代わりにやった勝負でも報ほう酬しゆうは一いつ緒しよ。僕はそこまでみみっちくないよ。この舞ぶ踏とう会が終わるまでには考えといてよね。ないなら別にいいけど」

　テオが離れる直前、ガーディがこちらに視線を向けた。いや、正確にはフェリシアの後ろ──ルディに目を向けていた。ルディもガーディを見て、微笑ほほえんだ。どこか無理をして笑え顔がおを作っている気がした。ガーディも小さく微笑んで、黙だまってテオの後をついて行く。

（やっぱり、やれることは……したい）

　テオの姿は人ひと混ごみに紛まぎれて見えなくなったが、背の高いガーディはまだ頭が見えていた。

　フェリシアはくるりと振り返り、ベルホルトとルディ、イグナーツを見上げた。

「ベル王子、イグナーツさん、そしてルディさん！　お願いがあります……！」

　フェリシアの必死な声に、ベルホルト達は顔を見合わせた後、フェリシアを見つめる。フェリシアは三人にお願いの内容を言った後、アロイスとリリィと共にテオの背中を追う。ガーディを見つけて追えばいいので、テオはすぐに捕つかまった。

「テオさま……！　お願いがあります！」

　テオは慌てているフェリシアを、意外そうな顔で見つめてきた。




　ルディに別室で待っているように言ったフェリシアは、小走りでその部屋に向かう。

「お待たせしました！」

「いいけど……どうしたの、急に？」

　ルディが首を傾かしげると、フェリシアはアロイスを見て頷うなずく。アロイスは彼女の前に出て、急いで取りに行った赤いドレスを無言で差し出した。フェリシアはルディに焦あせりながら言う。

「これを、受け取って頂けませんか……⁉　今、ガーディさんの護衛の任務を解くよう、テオさまにお願いしてきました。今夜、お二人でお話ししてください」

「え？　いや、でも……こんなすごいの、私が受け取って──」

　ルディが受け取るのを躊躇ためらうと、フェリシアは半ばパニックになって叫さけぶ。

「急いでください！　テオさまに三十分より遅おそかったら許さないって言われたんですー！」

「わ、わかったわかった。落ち着いて。──ドレスなんて着るの、久しぶりだなぁ」

　フェリシアが渡わたしたドレスを、ルディは目を細めて見つめる。少しの恥はずかしさと、嬉うれしさがその目に滲にじんでいた。




　鏡の前で自分の姿を見下ろすルディに、フェリシアは胸の前で手を組んで感動していた。

「おお、ぴったりだ。どうかな、フェリ？」

　赤を基調とした、マーメイドラインのドレス。ざっくりと大胆に開けた背中は、下品にならないよう、チュール生き地じにして花の刺し繡しゆうを施ほどこした。そこに絹糸のような真っ直すぐな赤あか髪がみがさらりと落ち、歩く度に煌きらめく。顔の横には、赤い髪によく映はえる大輪の白バラの髪かみ飾かざりがある。

「とっても……とってもとってもお綺麗です！　間に合ったよかった……っ！」

「あはは、ドレスがすごいからだよ。でも、こんなのいつ用意してたの？」

「ルディさんのお話を聞いて、ガーディさんとお会いして、それでお二人に笑っていてほしいと思ったら、手が勝手に……」

　少々気恥ずかしく、フェリシアは俯うつむいていたが、すぐに笑みを浮うかべてルディを見上げた。

「私、ルディさんのおかげで、ベル王子とちゃんとお話ししようって、勇気が出たんです。だからルディさんも、ガーディさんとお話ししてほしいんです。実はその、ガーディさんのも作っていたんですが……」

「あ！　もしかして、盗ぬすまれた衣い装しようってそれ⁉」

「はい……。でも、手元にあっても、今日までには全然間に合わなかったので──きゃっ⁉」

　驚おどろいていたルディが、ふっと表情を和やわらげたかと思うと、フェリシアに抱だきついてきた。

「ありがとう、フェリ。ガーディのは残念だったけど、その気持ちだけで、本当に嬉しいよ」

　優やさしい声でそう言った後、ルディはベール越ごしにフェリシアを見つめた。

「私……今日、ちゃんと自分の気持ち、ガーディに言うよ。大だい丈じよう夫ぶ、この私なら、自信ある」

　燃えるような赤い髪が靡なびき、赤い瞳が燦さん然ぜんと輝かがやく。フェリシアも見とれてしまった。




　舞踏会会場に戻もどり、ルディが歩みを進めると、一人、また一人とルディを振り返った。美人で一ひと際きわ背が高く、プロポーションも完璧な彼女に、会場中がざわつき始める。

　ルディはベルホルトとイグナーツの前にやってきて、上品で完璧な礼をしてみせた。

「ベルホルト殿でん下か。ルディ＝ローゼンクランツ、ただいま戻りました。……なーんちゃって」

　よく通る明めい瞭りような声が名乗ると、会場のざわめきがさらに大きくなった。ベルホルトは目を瞠みはったままルディをじっと見てから、フェリシアに視線を移した。

「……さすがだな」

「はいっ！　ルディさん、とってもお綺麗ですよね！」

「いや、お前の腕うでがだ。俺はこいつがこれほど女に見えたことはない」

「ルディ……お前、本当に女だったのだな……？」

「いやー、私もさっき思い出したって感じ。あはは」

　驚きよう愕がくするベルホルトとイグナーツに、ルディは同意して明るく笑った。その時。

「ルディ……？」

　ルディとフェリシアの背後から、のんびりした声がした。その声にルディは笑って振り返る。

「ガー……ディ……？」

　ルディの声から勢いがなくなり、彼女はガーディの姿に釘くぎ付づけになった。ガーディも、ルディのドレス姿に無言で見とれている。二人はしばらく互たがいの姿をじっと見つめ合っていた。

　フェリシアはその光景を嬉しく思いながら見つめていたが、ガーディの服をよくよく見て、思わず声を上げた。

「ガーディさん！　その服……っ！」

　その声で、ガーディとルディは我に返り、フェリシアを見下ろしてきた。

「？　この服が……どうかしましたか？」

　フェリシアは以前この国の騎き士し団の制服をデザインした。ガーディが身に纏まとっているのは、その制服を礼装用に改変したものだ。色は白ではなく、落ち着いたダークブラウンにした。それは間ま違ちがいなく、フェリシアがデザインし、途と中ちゆうまで作り──そして盗まれた服だった。

「ど、どうされたのですか？　一体、誰だれが……」

「テオさまですが。さっき、これに着き替がえろと言われました」

　フェリシアは傍そばの机に寄りかかって、我関せずとワイングラスを傾かたむけるテオを見つめた。

「テオさま、どうして……ですか？　あなたが、ここまでしてくださる理由なんて……っ」

　フェリシアの手ではこの舞踏会には間に合わなかったはずだ。それを彼は仕上げてしまった。

「フェリが面白そうな服作ってるってたまたま知っちゃったから、その服、作ってみたくなったんだ。だから奪うばって、僕が作っちゃった」

　テオは肩かたを竦すくめ、可愛かわいらしく笑ってそう言ってから、フェリシアの耳に口元を寄せた。

「あの服、今日に間に合わせたかったんでしょ？──これで、あの夜の借りは返したから」

　テオが顔を離はなしても、フェリシアはテオを呆ぼう然ぜんと見つめていた。あの夜、というのはテオが部屋にやってきて、発ほつ作さを起こした時のことだろう。

（強ごう引いんで怖こわいけど、やっぱりこの方は……すごい）

　孤こ高こう、とは彼のような人間のことを言うのだろう。自分の力に自信を持ち、自分の力だけで道を切り開き、その道を突つき進んでいる。

（そういうところは、少しベル王子と似ているかも）

　そう思うと、テオのことも好きになれる。いや、もう好きなのかもしれない。……若じやつ干かんの苦手意識と恐きよう怖ふは決して拭ぬぐえないが。

「……ガーディ」

　ルディはガーディを見つめながら、彼の正面に立った。ガーディはルディをもう一度真顔でじっと見つめてから、綻ほころぶように笑った。

「ルディ……すごく綺き麗れい」

「お前も、カッコイイよ」

「髪、伸のびたね。……綺麗。俺、ルディの赤い髪好きだから、伸ばしてくれて嬉しい」

　ガーディがその赤い髪に触ふれると、ルディは頰ほおを赤くした。しかしルディはすぐに、何かを追い払はらうように首を横に振ふり、ガーディを強い目で見つめた。

「ガーディ。私、お前が帰って来てから、ずっと言おうと思ってたことがあるんだ」

「結けつ婚こんしよう」

「そうそれ。けっこ………………んっ？　あれ？　私まだ結婚しようって言ってないよな？」

　真しん剣けんな表情をしていたルディだったが、間に入ったガーディの短い言葉に、途と端たんに混乱する。ガーディはそんな彼女の手を両手で握にぎり締しめた。

「ルディ。俺と、結婚して」

　いつもは眠ねむそうな顔を引き締め、ガーディはルディを食い入るように見つめていた。

「これを、ずっと言おうと思ってたんだ。でも俺は一度、君を悲しませてしまったから……俺自身を許せなくて、君を幸せに出来るのか、不安で……言えなかった。でも、もう無理だ……！」

　のんびりしているガーディからは想像出来ないほど、彼は必死になっていた。

「愛してるんだ。離れてる間も、一秒だって、この気持ちが消えることはなかった。必ず、絶対に、幸せにするから……！」

　聞いているほうが恥ずかしくなるようなプロポーズに、周囲がシンと静まりかえる。周りの人の顔を見れば、大半が顔を赤くしている。フェリシアも例に漏もれず、顔を真っ赤にしていた。ベルホルトは見守るように、二人をじっと見つめている。

　言われた当人のルディは、至近距きよ離りでガーディの目を呆然と見つめていたが、不意に唇くちびるを震ふるわせ、声を張り上げた。

「私が言いたかったこと全部先に言うなよ！」

「え……ごめん……？」

　のんびりした口調に戻って、ガーディが少し困こん惑わくした謝罪をする。

「私だって……っ、あの時、私がちゃんと守れてたら……お前は後ろ指指されることも、どこかに行くこともなかったのにって、自分を許せなかった！　だから私は強くなろうと思ったんだ。……心も、身体からだも、強くて優しい、お前に見合うようにって」

　声を張り上げていたルディだったが、徐じよ々じよにその声は優しく、穏おだやかにトーンを落としていく。そして彼女は柔やわらかく微笑ほほえみ、ガーディの頰に優しく触れた。

「私も……愛してるよ。私と結婚して、ガーディ」

　ルディのその言葉に、ガーディは蕩とろけるように微笑んで、彼女を抱き寄せた。ルディも彼の腕の中で背せ伸のびをし、彼のキスを受け止めた。

　フェリシアまで嬉うれしくなって、自然と手が拍はく手しゆをしていた。フェリシアの拍手の音に、周囲からも祝福の拍手の音が溢あふれる。

　二人は唇を離すともう一度目を合わせて笑い合う。そしてガーディはルディの身体を高く抱き上げ、その場で回った。

「うわっ！　ちょっ、ガーディ⁉　あははっ、喜びすぎだってば！」

「ベルホルト殿下、テオさま、フェリシア王女！　ルディが、俺と結婚してくれると……！」

「はい、おめでとうございますっ！」

（はしゃいでいらっしゃる……？）

　フェリシアにも笑え顔がおを向けるガーディは、会場の誰よりも大きいのに、まるで少年のように喜んでいた。ベルホルトもその様子に苦く笑しようを返す。

「ああ、聞いていた。持ち上げなくともそいつは見えるから、落ち着け」

「勝手にすればー？　今夜だけと言わず、もう護衛はいらないし」

　テオは綺麗に手入れした自分の爪つめを見つめ、その爪の先ほど興味がなさそうに言った。が、後半の言葉にルディとガーディは目を瞠みはる。持ち上げられたまま、ルディがテオに声を掛かけた。

「護衛はいらないって……それ、どういうことですかっ？」

「ガーディがいると、全然危険な目に遭あわなくてつまんないし。……何よりコイツ、何でもかんでもルディルディって、もうほんっっっっとうざいから。クビだよクビ」

　綺麗な顔を歪ゆがめ、テオは心底うっとうしそうな顔で、まるで犬を追い払うようにガーディに手を振った。それを見てベルホルトが感心した顔でガーディを見上げる。

「テオにこんな顔をさせるとは……やるな、ガーディ」

「？　何で俺、貶けなされて褒ほめられてるんですか？……あ。でも、この服を作ってくださったことは、ありがとうございます。ルディにカッコイイって言ってもらえました」

　ガーディに頭を下げられ、テオは苛いら立だったため息をついて持っていたグラスを置いた。

「はあっ、君のそういうとこがうざいしつまんないって言ってんの。もう戻もどる。行くよ」

　従者にそう言い、道を空けさせて、テオは背を向けた。それを見て、フェリシアは慌あわてて彼の背中に追いつく。まだ、ガーディの服を完成させてもらったお礼を言っていない。

「あの。テオさま……っ！　ありがとうございました。その、色々と」

「僕は貸し借りをなくしただけ。あ、でも、君がどうしてもっていうなら──」

　テオの綺麗な人差し指が、ベール越ごしにフェリシアの顎あごに触れ、くいと彼の方へ持ち上げられた。近づいて来た完かん璧ぺきな美び貌ぼうに、フェリシアは見とれつつ恐怖も感じる。

「いつでも妻下僕にしてあげるからね」

「そ、そそそ、そんな、恐おそれ多いです……！」

「ははは、今生の別れだからって、冗じよう談だんはやめてください」

　笑いながら激げき怒どしているアロイスがフェリシアの両りよう肩かたを持って、テオと距離を取らせた。

　テオは背を向けたが、ふと何かを思い出したのか、肩かた越ごしにフェリシアを見つめた。

「次は君の服を着てあげてもいいよ」

　彼は自分の美貌に絶対の自信を持っている。そんな彼の纏まとう服は、かなりのレベルを要求されるだろう。しかしだからこそ、その言葉は彼の最大の褒め言葉だった。

　微笑み合うルディとガーディに目を戻す。二人はフェリシアがドレスのイメージの中で思い描えがいていた彼らよりも、ずっと幸せそうだった。

（お二人は、お互たがいの気持ちを知っていらっしゃるから、ああして……）

　フェリシアは顔を上げる。ルディと話していたベルホルトが、フェリシアの視線に気付いてこちらを向いた。ベール越しでもしっかりとフェリシアの目を見つめてきて、彼は優やさしく微笑んだ。その笑みに、フェリシアは顔が熱くなる。思わず顔を伏ふせてしまった。

（な、何で顔、逸そらしちゃったの私⁉　本当はちゃんと目を──あ）

　ベルホルトが照れた時も、顔を逸らしていた。彼も、こんな気持ちだったんだろうか。それにずっと気付かなかった。気付いても、どう答えていいかわからなかった。しかし今のフェリシアには、答えたい気持ちがある。

（やっぱり……もう一度言わないと。ベル王子に、ちゃんと……ちゃんと──）

「フェリ」

　いつの間にか目の前にベルホルトがいて、フェリシアは驚おどろき、肩かたを震わせた。

「は、はい⁉　ななな何でしょうっ？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶか？　手を握り締めていたから、具合でも悪いのかと……」

「いえ大丈夫、で……っ⁉」

　全身に力を入れていたらしく、フェリシアの視界がくらりと揺ゆれた。身体も背後に倒たおれそうになったが、アロイスが肩を持って受け止めた。

「多少人ひと混ごみには慣れたとはいえ、この人の数だ。疲つかれたんだろ。一度休め」

「えっ、でも……」

　アロイスとベルホルトを交こう互ごに見上げると、ベルホルトもアロイスの言葉に同意した。

「無理はするな。まだ始まったばかりだから、時間もあるしな」

「ただの人酔よいなんだから、あとで戻って来たらいいだろ」

「う、うう……はい」

　ベルホルトとアロイスにそう言われ、フェリシアは頷うなずいた。

　フェリシアはアロイスと歩き出したが、一度足を止める。踵きびすを返してベルホルトの許もとへ戻り、彼の服の端はしを摑つかんだ。ベルホルトが驚いた顔で見下ろしてくる。

「ちゃ、ちゃんと……戻って来ますから……っ！」

　この舞ぶ踏とう会は、ベールを着けているフェリシアでも参加出来るように、ベルホルトが考えてくれたものだ。彼とも踊おどっていないのに、終わりにするわけにはいかない。

「……ああ、わかった」

　ベルホルトは笑って、フェリシアの手に触ふれた。その時、周りからの視線を感じた。フェリシアはコンテストが終わった後、シラーに向かって「私が愛しているのは、ベル王子です！」と叫さけび、それを複数人に見られている。もうとっくに噂うわさになっているのだろう。

　フェリシアは慌ててアロイスと会場を後にした。
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　近くの小さな部屋で休ませてもらえることになり、フェリシアはソファに腰こし掛かけた。膝ひざにリリィが乗り、アロイスが持ってきた水を飲んでいた。

　アロイスは外の空気を入れるために窓を開けた。窓の外から、会場の音楽が聞こえる。

「ここでも音楽は聞こえるのね」

「……お前、会場に戻りたいのか？」

　窓の外を見たまま、アロイスがそう尋たずねてきた。

「だってこれは、私も参加出来るようにって、ベル王子が考えてくださったものだし……」

　アロイスは窓から離はなれ、フェリシアの隣となりに座り、視線を合わせてきた。

「戻らなきゃいけないと思ってんのか？」

　それが王女としての義務だから、戻らなければいけない──そう答えても構わなかった。しかし、フェリシアが会場に戻りたいという気持ちは、義務からくるものではない。

　フェリシアは首を横に振ふって、アロイスを見つめる。

「ううん、私が、戻りたいの。ベル王子のところへ。……コンテストの日に言った言葉は、本当なの。ベル王子も……私のことを、大切に想おもってくれてた」

「祝福の力があってもか？」

　アロイスの言葉に、フェリシアの心臓がドキッと跳はねた。

「昔お前、『お前には、祝福の魔ま法ほうがかけられている』って言われて、初はつ恋こい邪じや魔まされただろ」

　確かに昔、誰だれかにそう言われた。その言葉でフェリシアは初恋を諦あきらめた。恋をすることも諦めていた。きっと、誰も信じられないと思っていたから。

　アロイスの発する声は、怒いかりを抑おさえた静かな声だった。

「それ以来、お前はひきこもった。お前の人生が壊こわされただろ。……俺は今でもそいつのことが許せない。お前も、憎にくんでるんじゃないのか？」

　アロイスは空色の瞳ひとみを、その人を責めるように鋭するどく細めていたが、フェリシアを見つめる時だけは、どこか悲しそうな目をしていた。

　見つめられたフェリシアは、アロイスの言葉にぽかんとしていた。

「憎む？　いいえ。それどころか、私は感謝しているの」

「感謝……？」

　目の前のアロイスの顔が、フェリシアと入れ替かわるようにぽかんとした。

「私、あの時のことはあまり覚えていないんだけど、あの言葉のおかげで、私はちゃんと真実に気付けたの。あのままだったら、私、きっと馬ば鹿かなままだった。それに……今の私だから、好きになってくれた人もいると思うから」

　フェリシアは微笑ほほえんで、あたたかくなる胸の前でぎゅっと手を握にぎる。

「祝福の力があっても、私はベル王子の気持ちを疑いたくないし、この先も信じていきたいって、思ったの。それぐらい私……あの方が、好きなの」

　口にすると、やはり気き恥はずかしい。しかしフェリシアは一番傍そばにいて、フェリシアの人間不信を見てきたアロイスにこそ、ベルホルトを信じたいという思いを知って欲しい。

「もしかしたら、疑ってしまうこともあるかもしれない。でもきっと、ベル王子はその度たびに私に信じさせてくれると思う。どうすれば克こく服ふく出来るか、きっと一いつ緒しよに考えてくれる。だから私も、ちゃんとあの方に、自分の気持ちをもう一度伝えなきゃいけないの」

　フェリシアをじっと見つめていたアロイスは、静かに目を伏せると、不意に顔を俯うつむかせた。

「アロイス？　どうしたの？」

「……フェリ。俺は一つ、噓うそを吐ついていたことがある。祝福の力に影えい響きようされる条件のことだ」

　アロイスは一いつ拍ぱく間を置いてから顔を上げ、フェリシアを見つめて言った。

「本当はな、血筋なんて関係なく、お前を深く愛してる者に、祝福の力の影響は出ないんだよ」

　一いつ瞬しゆん、アロイスの言っていることが理解出来なかった。まさか、そんな条件があったなんて。

「じゃ、じゃあ、ベル王子は──」

「そこは俺は知らん」

　斬きり捨てるように言い、アロイスは続けた。

「お前の両親はお前のことを深く愛してる。だから効かない。だが、血けつ縁えんでもお前の目を見て影響を受ける奴やつもいただろ？」

「それは、遠縁だからだと……思って……。だって、それじゃあ……」

　視線を足元に彷徨さまよわせた後、フェリシアは隣に座るアロイスを見上げる。自分と同じ空色の瞳が、フェリシアを見つめている。

「アロイスは……？」

　フェリシアがそう尋ねると、アロイスは一度口を閉とざした。そしてフェリシアの目を真っ直すぐに見つめてくる。今まで見たこともないほど真しん剣けんな瞳が、ただただフェリシアだけを映す。

「愛してるよ。俺は誰よりも、何よりも、お前を一番愛してる」

　──それはもしかして、家族や、妹としてではなく？　だったら、いつから？

　ずっと一緒に過ごしてきた。ひきこもっても、アロイスだけはフェリシアに本音をぶつけてきてくれた。だから信しん頼らいしていた。それは、親愛からではなく──

「ぷっ……！」

　真剣な目のまま、アロイスは口元を緩ゆるめ、吹ふき出した。フェリシアが瞬まばたきすると、彼はからかう笑えみを浮うかべていた。生まれた時から見ている、兄の顔。

「俺はシスコンだからな」

　アロイスはフェリシアの頭を撫なで、指先で前まえ髪がみを優やさしく搔かき上げる。そしてその額にキスをしてきた。こんなことは、子どもの頃ころ以来だ。

　少し驚きながら、唇くちびるを離したアロイスを見上げ、フェリシアは口を尖とがらせた。

「もう……っ！　またからかった！」

　喉のどの奥でおかしそうに笑いながら、アロイスはフェリシアの肩かたを抱だき寄せる。

「からかってないさ。愛してるよ、フェリ」

　アロイスの笑い声に釣つられ、フェリシアも笑ってしまう。

「私も。アロイスが傍にいてくれなかったら、私、きっとこんなに幸せじゃなかった」

「幸せ……だったか？」

「もちろん。アロイスがいなかったら、リリィにも会えなかったもの。ね？」

　膝の上でアロイスを押し返していたリリィが、「ぴゃ」と鳴いてフェリシアの頰ほおにすり寄る。

「……そうか」

　アロイスのその囁ささやくような声は、安あん堵どしたように聞こえた。アロイスはフェリシアの肩を離し、顔を覗のぞき込んでくる。いつになく優しく、フェリシアを慈いつくしんでいる表情だった。

「フェリ。お前はその祝福の力と共に生きてきた。その力は、本来お前を助けてくれるものだ。お前が信じたいものを信じろ。──今、お前は何を信じたい？」

　アロイスの言葉にフェリシアは素す直なおに胸に浮かんだものを口にする。
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「ベル王子の、気持ち」

　アロイスは頷うなずき、そして彼は優しく、最も信頼出来る声で言った。

「祝福の力が強くなってたのはな、お前が王子への気持ちで精神が不安定だったからだ。お前、思いっきりあの人に搔き乱されてただろ？　だからお前が信じたいあの人の気持ちをしっかり信じていれば、大だい丈じよう夫ぶだ。俺が保証してやる」

　目を閉じたフェリシアの頭を、アロイスはもう一度撫でて、額を合わせた。

「──フェリシア。お前には、祝福の魔法がかけられている」

　それは昔、誰かに言われて絶望した言葉。でも、今はまったく逆の意味に聞こえた。

「だからな、お前が幸せになれない道なんてないんだよ」

　フェリシアは目を開ける。目の前に、誰よりも信頼して、ずっと傍にいてくれた兄がいた。

「アロイスがそう言ってくれると、本当だって思えるの。本当に、アロイスは魔法使いね」

「アホ。お前を元気づけるのなんか、魔法を使うまでもないんだよ」

　アロイスがそう言った直後、フェリシアの膝ひざに座っていたリリィが「びゃー！」と不満そうな鳴き声を上げてアロイスを後ろ足で蹴けって、フェリシアにすり寄った。

「ふふっ、そうね、リリィもいつも元気づけてくれるよね」

「俺を足蹴にしてな」

　そのままリリィを撫でていたが、ふとフェリシアは首を傾かしげた。

「でもアロイス、どうして今、そのことを……？」

「言って信じたか、今までのお前が？　誰かを好きになることもしなかったお前が？」

「うっ……そ、そう、ね」

　眉まゆを寄せたアロイスの言葉が、フェリシアの胸にぐさりと刺ささった。確かに、誰かを愛そうとも思わなかったフェリシアに言ったところで、きっと信じはしなかった。

　その時、ノックの音が響ひびいた。アロイスはひたとドアを見つめてから、フェリシアの頭にベールを被かぶせて立ち上がった。

「結局、待ち切れなかったみたいだな」

　その言葉にフェリシアは首を傾げる。アロイスがドアを開けると、その向こうにはベルホルトがいた。フェリシアは思わず、リリィを抱き締しめて立ち上がる。

「ベル王子……っ」

「……すまん。心配で、来てしまった。入っていいか？」

「ダメでーす」

「……お前な……」

　子どものような返答をするアロイスに、ベルホルトは険しい顔で彼を見る。睨にらむに睨めない、そんな顔だった。

　アロイスは肩を竦すくめ、ベルホルトと入れ替わるようにドアの向こうへ歩いて行く。

「リリィ、行くぞ」

　フェリシアの腕うでの中にいたリリィは、不ふ機き嫌げんそうにしながらも飛び出した。

　アロイスは部屋を出る直前、ベルホルトを振ふり返った。

「泣かせたら、王子だろうと殺しますよ」

　アロイスがそう言った後、彼の足元でリリィも「びゃっ！」と毛を逆立てながら鳴く。

　ベルホルトはアロイスとリリィを見て、しっかり頷く。

「ああ、わかっている」

　その答えにアロイスは何も言わなかったが、リリィは不満そうに唸うなり、ベルホルトの足を一度踏ふみつけて外に飛び出ていった。

　アロイスとリリィの背中を見つめていたベルホルトの瞳ひとみが、ゆっくりとこちらを向き──フェリシアを映した。







　後ろ手でドアを閉め、アロイスはため息を吐いた。

「ったく、俺もいいお兄ちゃんだこと」

　アロイスがそう呟いた直後、リリィが胸むな元もとに飛びついてきた。リリィは唸りながら、アロイスの胸にぐりぐりと頭を押しつけてくる。

「俺に当たるな。つーかお前は相手が誰だれでも、フェリに近づく男は嫌いやなんだろ？」

　アロイスがそう言うと、リリィは頭を押しつけるのをやめ、アロイスをじっと見上げてきた。飴あめ玉だまのような目に、情けない男の顔が映っている。

「……俺が呪のろってたのは、俺自身だったんだな。あいつはもうずっと前から……俺を救ってくれてたんだ」

　リリィは甘えているのか、元気づけているのか、アロイスの頰に額を寄せた。その様子にアロイスは微笑ほほえみ、呟く。

「……誰よりも愛してるよ、フェリ」

　アロイスがそう呟いた直後、リリィが対たい抗こうするように「ぴゃ！」と鳴いた。







　ソファから立ち上がったフェリシアに、ベルホルトはどこか遠えん慮りよがちな声を掛かけてきた。

「……まだ具合が悪いなら、座っているといい」

　ベルホルトの言葉に、フェリシアはびくっとしてからぶんぶんと首を横に振った。

「だ、だいじょぶ、です！　あの、私、あなたに、伝えなければいけないことが、あって……！」

　フェリシアはドレスをぎゅっと握にぎり締める。

「コンテストの日──」

　話さなければと気負っていたところにベルホルトからその言葉が出て、フェリシアは心臓に矢でも射られたかのようにびくっと飛び上がった。

　フェリシアの反応にベルホルトは一度口を閉とざしたが、すぐに続ける。

「──あの日、恐おそれている力を使ってまで、人々を助けてくれたこと、改めて感謝する」

「え……。いえそんな、私は……」

「お前のその力は、悪いものではない。現に多くの者が、お前の力に救われた。少しは自分を認めてやれ」

　ベルホルトはフェリシアの肩を持ち、その肩を抱だき締めた。

「俺はそんなお前を、愛しているんだ」

　優しくて力強い声。抱き締めてくれる体温は、とてもあたたかくフェリシアを包み込んでくれる。この祝福の力ごと、彼は認めて愛してくれている。それがすべて、彼から伝わってくる。

　──嬉うれしい。

　ずっと怖こわかった祝福の力でさえも、ベルホルトがそう言ってくれれば、愛せると思えた。

　フェリシアは彼の背中に手を回して抱きついてから、そっと彼を呼んだ。

「ベル王子」

　ベルホルトはゆっくりフェリシアの身体からだを離はなし、見下ろしてくる。その目がどこか、不安そうに見えた。しかしこのままでは、向き合えない。

　フェリシアは目を瞑つむり、ベールの端はしを持って、外した。するりという衣きぬ擦ずれの音。わずかに冷たく感じる空気のなかで、目を開く。

　明めい瞭りような視界の中で、ベルホルトが目を瞠みはっていた。やはり、この人に祝福の力は効かない。

「私、この力をあんな風に使うなんて、考えたこともありませんでした。でも、あなたが私を想おもってくれているとわかって……この力に向き合う勇気が湧わきました。だから、ああして人前でベールを外せました」

　フェリシアは持っていたベールをぎゅっと握り締める。

「私のこの気持ちも、あなたの力になればいいと思っています。──あの日は勢いで叫さけんでしまいましたが、あれは、私の心からの気持ちです。私も、あなたを……っ」

　肝かん心じんなことを言おうとすると、心臓の鼓こ動どうが大きくなって、声も上ずり、顔が熱くなる。

　ベルホルトはフェリシアの言葉を優やさしい笑えみで待ってくれていた。その期待に応こたえたい。

（あなたの喜ぶ顔が見たい。私の言葉を、まっすぐ受け止めてくれる、あなたのことを……）

　ゆっくり息を吸うと、喉のどに冷たい空気が入る。一度目を伏ふせて、フェリシアはしっかりと目を開けて、ベルホルトを見つめた。

「愛しています、ベル王子」

　自分でも驚おどろくほど穏おだやかにその言葉を口に出せた。そう言えることが嬉しい。

　ベルホルトは目を細める。その目元が、わずかに赤くなっている。それが見えたのは一いつ瞬しゆんだった。次の瞬間には、フェリシアはベルホルトの腕にきつく抱き締められていた。

「幸せだ……っ」

　耳元で、絞しぼり出すような声が聞こえる。そう答えてくれる人がいることが、嬉しい。

　嬉しいばかりで、どうしようもない。幸せな気分で胸がいっぱいになる。こんな時、ベルホルトならどうするのだろう──そう思った瞬間、ある答えが浮うかんだ。

「あなたがキスをした意味が、私にもわかりました」

　踵かかとを上げると、ベルホルトの手がフェリシアの頰ほおに触ふれた。目を閉じ、唇くちびるに触れるあたたかさを受け入れる。フェリシアは持っていたベールを手放し、ベルホルトの背中に手を回した。

　冷たい空気が唇にふれ、フェリシアはふとあることを思い出した。

「私のキスは……その人を幸せにするんです」

　ベルホルトの頰を包み、フェリシアはベルホルトに笑いかけた。

　この力はフェリシアのほんの一部。ベルホルトを幸せにするのは、フェリシア自身。そう決意して、フェリシアは口を開く。

「……あなたに、幸せが続きますように」

「なら、この先何度もしてもらわないとな」

　ベルホルトの言葉に真っ赤になったフェリシアに、再びベルホルトは唇を重ねる。

　二人の足元で、フェリシアのベールが風に揺ゆれ、ふわりと飛んだ。
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　こうして王女さまは、王子さまとの愛を知り、そしてたくさんの人々の愛情によって、悩なやみであった祝福の魔ま法ほうをも愛することが出来たのでした。

「その瞳を見た者すべてから愛される」という祝福の魔法を恐れ、城にひきこもっていた王女さまはもういません。

　王女さまは城から出て、たくさんの人々と触れ合うようになりました。そして王女さまの優しさに触れた多くの人から、深く愛されるようになったのです。

　──祝福の魔法は、王女さまを深く愛する者には効きません。

　王女さまの顔を覆おおっていたベールはいつしかなくなり、王女さまの笑顔は、たくさんの人々が知るところとなりました。その笑顔はとても優しく、見ている人が幸せになるような、そんな笑顔でした。

　そして王女さまは、後にこう呼ばれるようになりました。

　幸福の王おう妃ひさま、と。










　あとがき




　こんにちは。時とき田たとおるです。

　みなさまのおかげで二巻目を出すことが出来ました！　ありがとうございます！　もう一度フェリ達の物語を描えがけて最高に幸せです！

『王女フェリの幸せな試練　祝福のベールアップ』いかがでしたでしょうか？　ひきこもりでおどおどしたフェリも、前巻からは少し成長しています。ベルも少々フェリに対して態度が違ちがっていたりします。そして二人を見るアロイスは……？　そんな彼らの前巻からの成長も見てやってくださいませ。

　そして新キャラはとんでもないのが……。こういうキャラクターは筋書きを無視して自由奔ほん放ぽうに動き回るので大変です。でもそれ以上に書いていて非常に楽しいキャラクターでした！




　イラストを担当してくださった深み山やまキリさま。イメージ通りかつイメージ以上のフェリとベルをありがとうございました！　カバーラフを見た時、感激のあまり、あとからじわじわ泣けてきました。キャラクターをここまで生き生きと描けたのは間ま違ちがいなく深山さまのおかげだと思っております！　本当にありがとうございました！

　担当編集さま。またたくさんのご迷めい惑わくをおかけしてしまって申し訳ありませんでした……。色々書きたくてこんがらがっている私を優しく支えてくださって、いつもいつも本当にありがとうございます！　心から感謝しています！

　本書の出版にあたり尽じん力りよくしてくださった編集部のみなさま、各関係者の方々にも厚くお礼申し上げます。

　友人、家族もいつも迷惑かけてごめんなさい。それでも応おう援えんしてくれてありがとう！

　そしてここまで読んでくださった読者のみなさまに最大限の感謝を！　本当に本当にありがとうございます！　楽しんでいただけたでしょうか？




　さて、このお話はこの巻をもって完結となりますが、この後のキャラクター達もみなさまで想像していただけたら嬉うれしいなと思います。実はもうちょっとだけフェリとベルを書かせていただきましたので、巻末まで読んでいただければ嬉しいです。

　この作品を通して、フェリのように少しでも幸せをお届け出来たなら、私も幸せです。




　それでは、またお会い出来ることを心から祈いのっております。





時田とおる　　
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　ディアマント城の空中庭園は、限られた人間しか知らない場所だ。そこへ到とう達たつするには、長い長い螺ら旋せん階段を登らなければならない。初めてこの場所に来たとき、フェリシアはベルホルトに抱かかえられて階段を登ったが、何度も訪おとずれるうちに一人でも登れるようになった。

　花か壇だんには春の花が咲さき、庭の中央にはシロツメクサの花が白い雪のようにふわふわと揺れていた。シロツメクサの咲く柔やわらかな芝しば生ふの上に二人は座る。

　最近はフェリシアもベルホルトも忙いそがしく、なかなか二人きりになれなかった。今夜、久しぶりに二人きりで話す時間があり、自然と足はここへ向かっていた。

「ベル王子」

　隣となりに座るベルホルトに呼びかけ、フェリシアはこちらを振ふり返った彼の頭に、完成したシロツメクサの花はな冠かんむりを被かぶせた。

「どうぞ、未来の陛下」

　フェリシアが微笑ほほえむと、ベルホルトは頭に載のせられたシロツメクサの花冠に触れて笑った。

「……そう呼ばれるのは、まだ先になりそうだがな。父上も最近では口うるさいぐらいだ」

「もう、またそんなことを。元気になられて、よかったじゃないですか」

「ああ。お前のおかげだな」

　ベルホルトはフェリシアの肩かたを抱だき寄せ、その頰にキスをした。ベルホルトと二人きりの時にはもうベールを被かぶっていない。素す肌はだに触れる柔らかい感かん触しよくに、フェリシアは赤くなる。

「お前にも必要だな、未来の王妃。どうやって作るんだ、教えてくれ」

「え、あ、はいっ、教えますね。まず長めに三本ほどとって……」

　赤くなりながら説明するフェリシアを、ベルホルトは悪戯いたずらっぽい笑え顔がおで覗のぞき込む。

「お前はいつまで経たっても恥はじらうな。俺はお前のそういうところが好きだが、そんなことで明日の結けつ婚こん式は大だい丈じよう夫ぶか？」

「だ、大丈夫ですっ。たくさん練習しましたし！」

　ベルホルトはおかしそうに笑っていたが、不意に声を落とし、呟つぶやくように言った。

「……フェリ。明日、本当に皆みなの前でベールを外してもいいのか？」

　誓ちかいのキスの際には必ずベールを捲めくらなければならない。フェリシアの祝福の魔法がかかった瞳ひとみが、大勢の前で晒さらされることになる。

　シロツメクサの白い花を見つめながら、フェリシアはぎゅっと手を握にぎる。

「本当は、やっぱり怖いです」

　花冠を作る手を止めて見つめてきたベルホルトに、フェリシアは笑いかける。そして胸に広がる幸せな気持ちを抱き締しめるように、目を閉じて胸の前で手を握った。

「でも、私とベル王子が愛する人や、愛してくれる人、これから出会い、触れ合う人々に、ちゃんと見てほしいんです。……あなたと共に歩むと決めた私の姿を。明日は、その最初の一歩目ですから」

　この人がいるだけで、胸があたたかくなり、心が弾はずむ。幸せな気持ちが溢あふれ出して、フェリシアはベルホルトに微笑んだ。

「だから、大丈夫です。みなさんもいてくださいますし、それに……」

　フェリシアは一度ふわふわと揺れるシロツメクサを見つめた。フェリシアがこの国で初めて携たずさわった祭典のパレードを思い出した。当時フェリシアは城にひきこもってばかりで、他国の祭典に協力するなんて考えたこともなかった。しかしベルホルトとともに成功させ、その年の祭典は思い出と、そしてこの国の歴史に残ることになった。

　自分の中の力に怯おびえ、ひきこもっていたフェリシアが、あんなに大きな祭典を盛り上げることが出来るなんて思いもしなかった。フェリシアが変わるきっかけを、ベルホルトはくれた。

　大きく無骨な手を、フェリシアは両手で握った。

「ベル王子が一いつ緒しよなら、何だって出来ると思えるんです」

　フェリシアの言葉に、ベルホルトは嬉うれしそうに微笑んで頷うなずいた。

「ああ、俺も同じだ。お前がいるだけで、何でも出来ると思える……が」

　シロツメクサの花冠の端はしと端を繫つなげて、ベルホルトは完成した花冠を見て苦く笑しようした。

「……これはいまいちだな」

　花の位置は不ふ揃ぞろいで、かなりきつく編まれている。頭に載せると、重いような気がした。それがベルホルトらしくて、くすぐったいような嬉しさで胸がいっぱいになる。

「いいえ、作ってくださって、すごく嬉しいです」

「お前の頭に載ると、少しは様になるな。──ああ、そうだ。これならどうだ」

　ベルホルトは苦笑してそう言ってから、シロツメクサの花を一輪摘つんで、フェリシアの左手をとった。その薬指にシロツメクサの花を結び、彼はその手にキスをした。

「……お前がいるから、俺は前を向ける。明日を望める。幼い頃ころに出会った時から、お前は俺の生きる希望だ。これからも、それは決して変わらない。誰だれにも変えさせはしない」

　顔を上げ、ベルホルトはフェリシアと唇を重ねた。幸せな瞬間を、フェリシアも目を閉じて享きよう受じゆする。唇くちびるが離はなれても、そこには愛する人が微笑んでいる。

「愛するお前がいるだけで、俺は毎日、明日が楽しみになるんだ」

「はい。私も、明日が楽しみです。この先も、ずっとずっと！　愛しています、ベル王子っ！」

　フェリシアの満面の笑みを包むように、ベルホルトもまた笑顔でフェリシアを抱き締めた。




　二人を祝福するように、シロツメクサは揺れ続ける。
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